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あ
い
さ
つ

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
こ
の
た
び
「
壬
生
城
本
丸
御
殿
と
徳
川
将
軍
家
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
壬
生
城
に
は
城
主（
藩
主
）の
居
城
と
い
う
ほ
か
に
、も
う
一
つ
重
要
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は「
徳
川
将
軍
家
の
宿
城
」と
い
う
役
目
で
す
。

　
元
来
、
壬
生
城
は
左
遷
さ
れ
た
大
名
が
封ほ

う

ぜ
ら
れ
た
城
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
壬
生
城
の
地
位
が
大
き
く
変
わ
る
出
来
事
が
日
光
東
照
社
（
の

ち
東
照
宮
）
の
造
営
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
壬
生
城
は
、
徳
川
将
軍
家
の
聖
地
・
日
光
へ
続
く
城
と
し
て
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
四
月
に
二
代
将
軍
徳
川
秀ひ

で

忠た
だ

が
、
完
成
し
た
日
光
東
照
社
参
詣
の
帰
途
に
一
泊
し
た
こ
と
を
始
め
と
し

て
二
回
、
三
代
家い

え

光み
つ

の
代
に
五
回
、
四
代
家い

え

綱つ
な

の
代
に
一
回
の
合
計
八
回
、
将
軍
家
の
壬
生
宿
城
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
将
軍
家
の
日
光
社
参
は
『
徳
川
実じ

っ

紀き

』
に
よ
れ
ば
十
九
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
十
六
回
は
四
代
家
綱
ま
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、
日

光
社
参
の
実
に
二
回
に
一
回
は
壬
生
宿
城
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、日
光
社
参
の
た
び
に
将
軍
家
の
宿
館
と
い
う
重
責
を
担
う
、

い
わ
ば
将
軍
家
の
城
と
い
う
べ
き
壬
生
城
は
、譜
代
の
重
臣
を
配
す
る
北
関
東
の
要
衝
と
し
て
、俗
に
「
六ろ

く
に
ん人

衆し
ゅ
う」、「

側そ
ば
よ
う
に
ん

用
人
」
と
い
わ
れ
た
重
臣
、

ま
た
多
く
の
老

ろ
う
じ
ゅ
う

中
・
若わ

か
ど
し
よ
り

年
寄
を
輩
出
す
る
出
世
城
と
な
り
ま
す
。

　
将
軍
家
の
宿
館
と
し
て
、
壬
生
城
の
本
丸
内
に
は
書
院
造
の
御
殿
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
広
大
な
建
物
を
示
す
言
葉
に
「
千
畳
敷
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
御
殿
は
五
百
六
十
三
坪
で
九
百
九
十
畳
と
い
う
、
ま
さ
に
千
畳
敷
の
建
物
で
し
た
。
本
丸
の
坪
数
が
千
六
百
八
十
八

坪
で
す
か
ら
、
そ
の
三
分
の
一
は
御
殿
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
将
軍
家
の
宿
館
に
相
応
し
い
規
模
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
壬
生
城
は
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
の
廃
城
令
を
ま
た
ず
に
、
四
年
十
月
の
城
地
払
い
下
げ
に
よ
っ
て
、
御
殿
を
含
む
主
な
建
物

の
全
て
が
解
体
・
払
い
下
げ
さ
れ
、
ご
く
一
部
を
残
し
て
、
私
た
ち
の
前
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
企
画
展
で
は
、
本
丸
御
殿
の
復
元
を
中
心
に
、
壬
生
城
と
壬
生
城
下
の
成
立
過
程
を
、
新
発
見
史
料
も
交
え
な
が
ら
再
検
証
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
展
の
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
常
楽
寺
様
、
快
く
資
料
等
を
ご
提
供
く
だ
さ
い
ま
し
た
東
京
国
立

博
物
館
様
、
元
離
宮
二
条
城
事
務
所
様
を
は
じ
め
、
博
物
館
、
図
書
館
、
所
蔵
家
の
皆
様
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
四
年
二
月        
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光
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次         

壬
生
城
本
丸
御
殿
に
つ
い
て

西
ヶ
谷
恭
弘
（
日
本
城
郭
史
学
会
代
表
）

一
、
壬
生
城
の
特
長

　
壬
生
城
は
下
野
国
を
南
流
す
る
黒
川
と
思
川
に
挟
ま
れ
た
微
高
台
地
上
に
位
置
す
る
平
城
で
あ
る
。
中
世
か
ら
戦
国
末
に
か

け
て
宇
都
宮
氏
重
臣
で
あ
っ
た
壬
生
氏
が
居
城
し
て
い
た
が
、そ
の
形
状
は
詳
ら
か
で
な
い
。
今
日
の
城
址
公
園
を
本
丸
と
し
て
、

残
存
土
塁
と
濠
が
み
ら
れ
る
城
が
成
立
し
た
の
は
関
ヶ
原
合
戦
の
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
日
根
野
吉
明
が
一
万
石
余
で
入
封

し
た
以
降
の
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
近
世
大
名
の
居
城
と
し
て
城
主
に
就
い
た
の
は
、
日
根
野
氏
の
ち
阿
部
氏
、
三
浦
氏
、
松
平
氏
、

加
藤
氏
、
鳥
居
氏
で
い
ず
れ
も
二
万
五
千
石
か
ら
三
万
二
千
石
（
松
平
輝
貞
の
み
は
四
万
二
千
石
）
の
小
身
の
大
名
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
壬
生
城
の
規
模
を
み
る
と
、
天
守
や
櫓
建
築
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
本
丸
を
核
に
二
の
丸
、
三
の
丸
が
同
心

円
状
の
輪
郭
式
縄
張
で
、
東
側
に
大
手
を
開
く
東
曲
輪
、
南
に
南
虎
口
を
開
く
下
台
惣
曲
輪
、
北
に
正
念
寺
曲
輪
を
配
す
。
東

西
凡
そ
六
百
メ
ー
ト
ル
、
南
北
凡
そ
八
百
メ
ー
ト
ル
弱
の
大
き
さ
、
う
ち
本
丸
（
一
、
六
八
八
坪
）、
二
の
丸
（
五
、
九
四
六
坪
）、

三
の
丸
（
三
四
、
三
一
四
坪
）
が
政
治
・
軍
事
上
の
壬
生
城
支
配
地
の
戦
略
的
中
心
の
城
郭
で
、
内う

ち

城じ
ろ

域
と
呼
ぶ
範
囲
。
こ
の
内

城
域
の
東
・
南
・
北
三
方
に
東
曲
輪
（
中
門
外
曲
輪
）、
下
台
惣
曲
輪
、
正
念
寺
曲
輪
が
ほ
ぼ
梯て

い

郭
状
に
配
さ
れ
、
外
郭
も
し
く

は
惣
曲
輪
と
呼
ぶ
城
下
集
落
を
囲
む
外

そ
と
が
ま
え

構
を
つ
く
る
。
下
台
曲
輪
は
下
級
武
士
団
（
中

ち
ゅ
う
げ
ん

間
・
足
軽
衆
）
と
町
屋
が
形
成
さ
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
以
外
の
惣
構
内
は
侍
屋
敷
で
、
大
身
の
家
臣
た
ち
は
三
の
丸
内
に
役
宅
を
兼
ね
た
屋
敷
地
が
区
画
さ
れ
て
い
た
。

　
壬
生
城
を
近
世
大
名
の
居
城
と
し
て
み
る
と
、
城
主
の
禄
高
は
低
い
が
、
城
郭
の
規
模
か
ら
い
う
と
、
外
郭
を
有
し
、
四
重

の
濠
と
土
塁
、
大
手
口
に
馬う

ま

出だ
し

、
二
ヵ
所
（
巽
と
南
大
手
の
虎
口
）
の
桝
形
虎
口
、
三
ヵ
所
の
一
文
字
土
居
虎
口
を
有
す
る
な
ど
、

二
、
三
万
石
級
の
近
世
大
名
の
城
郭
で
は
考
え
ら
れ
な
い
防
御
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
江
戸
の
背
後
に
位
置
し
、
幕
府
要
職
に
あ

る
城
主
の
居
所
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
日
光
社
参
の
宿
城
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

　
因
み
に
壬
生
城
の
〇
・
六
キ
ロ
×
〇
・
八
キ
ロ
ク
ラ
ス
の
外
郭
を
有
し
、
四
重
に
塁
濠
が
め
ぐ
る
近
世
大
名
の
居
城
と
し
て
は

川
越
城
、
丸
岡
城
、
小
浜
城
、
岸
和
田
城
、
大
洲
城
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
五
万
石
以
上
の
准
国
主
か
城
持
大
名
の
居
城
で
あ
る
。

　
壬
生
城
が
整
備
さ
れ
、
ほ
ぼ
完
成
し
た
姿
に
な
っ
た
の
は
前
述
の
松
平
輝
貞
の
代
を
中
心
に
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
入

部
し
た
鳥
居
忠
英
の
代
ご
ろ
で
あ
ろ
う
。
宇
都
宮
城
に
み
ら
れ
た
二
層
単
独
の
櫓
は
壬
生
城
に
存
在
し
な
か
っ
た
が
、
城
郭
建

築
と
し
て
は
本
丸
御
殿
の
ほ
か
、大
手
馬
出
虎
口
の
櫓
門
が
注
目
さ
れ
る
。
二
層
の
櫓
門
が
丸
馬
出
虎
口
の
城
内
側
に
建
て
ら
れ
、

壬
生
城
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
。
門
扉
が
あ
る
下
層
は
桁
行
五
間
、
梁
行
二
間
で
、
上
層
は
入
母
屋
造
で
、
下
層

と
同
じ
平
面
で
平
側
に
五
ヵ
所
、
妻
側
に
二
ヵ
所
の
窓
が
、
徳
川
政
権
下
の
城
で
あ
る
こ
と
を
示
す
内う

ち

法の
り

長な

げ

し押
（
二
引
両
の
幕ば

く

紋も
ん

を
表
す
）
間
に
開
け
ら
れ
る
。
二
層
の
櫓
門
は
南
大
手
門
に
も
み
ら
れ
、
二
重
の
桝
形
虎
口
中
間
に
や
は
り
上
層
に
内
法
長

押
を
と
も
な
う
窓
が
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
東
と
南
の
大
手
門
は
、
ま
さ
に
壬
生
城
の
外
か
ら
の
顔
に
当
た
る
建

築
だ
っ
た
。
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二
、
本
丸
御
殿
と
二
の
丸
御
殿

　
壬
生
城
に
は
、
城
郭
書
院
で
あ
る
御
殿
建
築
が
本
丸
と
二
の
丸
に
存
在
し
た
。
し
か
も
本
丸
の
城
郭
書
院
は
、
壬
生
城
主
の

御
殿
で
は
な
く
、
徳
川
将
軍
家
の
「
宿

し
ゅ
く
じ
ろ

城
」
と
し
て
の
将
軍
の
御
殿
で
あ
っ
た
。
城
主
の
住
居
お
よ
び
藩
政
を
行
っ
た
書
院
で

あ
る
御
殿
は
二
の
丸
に
存
在
し
た
。

　
本
丸
御
殿
が
将
軍
の
宿
城
と
し
て
造
営
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
の
こ
と
だ
ろ
う
。
徳
川
家
康
廟
の

日
光
造
営
は
、
小
山
城
主
本
多
正
純
を
総
督
、
壬
生
城
主
日
根
野
吉
明
を
副
惣
督
と
し
て
下
野
国
内
の
大
名
・
旗
本
ら
を
中
心

に
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
翌
三
年
家
康
一
周
忌
に
日
光
廟
東
照
大
権
現
社
が
落
成
。
将
軍
秀
忠
は
同
四
月
、
岩
槻
か
ら
宇
都
宮

経
由
で
日
光
に
入
り
、
帰
路
は
壬
生
城
に
入
っ
た
。
壬
生
城
は
こ
れ
以
降
、
本
丸
は
将
軍
の
宿
城
と
な
り
、
城
主
の
居
所
は
二

の
丸
と
な
っ
た
。
将
軍
秀
忠
は
元
和
八
年
に
も
壬
生
城
に
宿
泊
。
三
代
将
軍
家
光
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
八
）
に
日
光
往
路
に
、

同
九
年
に
は
帰
路
に
、
寛
永
十
二
年
か
ら
翌
十
三
年
に
か
け
て
の
今
日
見
ら
れ
る
豪
華
絢
爛
の
社
殿
改
築
が
な
り
四
月
十
三

日
か
ら
三
泊
四
日
で
日
光
社
参
が
な
さ
れ
、
こ
の
時
も
帰
路
壬
生
城
を
宿
城
と
し
た
。
こ
の
の
ち
寛
永
十
七
年
と
慶
安
元
年

（
一
六
四
八
）
三
浦
正
次
・
安
次
が
城
主
の
折
に
も
将
軍
家
光
は
日
光
社
参
の
帰
路
、
壬
生
城
本
丸
を
宿
城
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
将
軍
秀
忠
と
家
光
が
計
七
回
宿
城
と
な
っ
た
本
丸
御
殿
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
の
大
火
に
よ
り
焼
失
。
そ
の
規
模

様
子
等
は
詳
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
本
丸
御
殿
は
、
将
軍
宿
城
と
し
て
す
ぐ
様
再
築
が
な
さ
れ
、
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に

は
竣
工
。
第
四
代
家
綱
は
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
日
光
社
参
の
帰
路
に
宿
城
と
し
て
い
る
。

　
家
綱
の
日
光
社
参
の
の
ち
、
本
丸
御
殿
は
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
放
置
さ
れ
つ
づ
け
、
維
持
管
理
上
順
次
解
体
さ
れ

て
い
っ
た
よ
う
だ
。
文
化
・
文
政
年
間
に
入
る
と
、
本
丸
御
殿
は
す
っ
か
り
取
り
払
わ
れ
て
記
録
に
も
ま
っ
た
く
み
え
な
く
な
る
。

　
二
の
丸
御
殿
は
、歴
代
城
主
が
壬
生
領
の
支
配
を
行
っ
た
拠
点
で
、二
の
丸
南
西
部
に
存
在
し
た
。
建
坪
は
一
七
五
坪
余
で
あ
っ

た
。
玄
関
棟
、
座
敷
棟
、
風
呂
台
所
棟
な
ど
と
、
土
間
、
門
、
廊
下
等
か
ら
な
っ
て
い
た
。
歴
代
城
主
の
多
く
が
幕
府
の
若
年

寄
や
要
職
に
あ
っ
た
か
ら
、
ま
た
江
戸
が
比
較
的
近
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
壬
生
城
の
藩
政
を
司
る
書
院
と
し
て
は
、
簡
略
化

し
て
お
り
、
江
戸
屋
敷
で
の
政
務
と
並
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
本
丸
御
殿
が
将
軍
の
宿
城
で
あ
っ
た
の
は
壬
生
城
の
ほ
か
日
光
街
道
で
は
岩
槻
城
、
古
河
城
、
宇
都
宮
城
な
ど

が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
の
城
も
二
の
丸
に
城
主
の
居
館
で
あ
る
書
院
が
営
ま
れ
て
い
た
。

　
日
光
社
参
の
こ
れ
ら
の
宿
城
に
宛
て
ら
れ
た
諸
城
本
丸
御
殿
の
ほ
か
、
将
軍
上
洛
の
た
め
の
宿
城
も
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
。

小
田
原
城
、
駿
府
城
、
名
古
屋
城
、
水
口
城
な
ど
東
海
道
の
著
名
な
城
郭
も
ま
た
本
丸
が
将
軍
宿
城
で
あ
っ
た
。
今
日
話
題
を

集
め
て
い
る
名
古
屋
城
復
元
工
事
の
本
丸
御
殿
は
、
尾
張
徳
川
家
の
御
殿
で
は
な
く
、
将
軍
上
洛
の
往
復
の
宿
城
と
し
て
の
御

殿
で
、
尾
張
徳
川
家
歴
代
は
二
の
丸
御
殿
を
居
所
と
し
て
い
た
の
だ
。

三
、
本
丸
御
殿
の
構
成

 

今
日
、
万
治
二
年
に
再
築
さ
れ
た
本
丸
御
殿
は
、
滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
に
加
藤
明
英
時
代
（
元
禄
八
年
―
正

徳
二
年
）
と
み
ら
れ
る
詳
細
な
絵
図
面
が
あ
り
、
そ
の
平
面
構
成
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
丸
御
殿
の
大
き
さ
は
諸
史
料
か

ら
五
六
三
坪
、
九
九
〇
畳
敷
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
本
丸
御
殿
絵
図
を
み
て
、
ま
ず
驚
い
た
こ
と
は
、
全
体
の
御
殿
の
配
置
が
、
ま
る
で
江
戸
城
本
丸
の
表
御
殿
か
ら
中
奥

を
み
て
い
る
よ
う
で
、
明
ら
か
に
江
戸
城
本
丸
御
殿
を
参
考
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

　
す
な
わ
ち
南
に
玄
関
棟
、
西
半
分
に
対
面
所
で
あ
る
大
広
間
棟
、
大
広
間
棟
の
北
側
、
渡
廊
下
を
隔
て
て
御
座
所
で
あ
る
将

軍
居
所
（
江
戸
城
で
い
う
大
広
間
か
ら
松
之
廊
下
、
白
書
院
で
あ
る
将
軍
執
務
の
書
院
）
が
あ
り
、
将
軍
居
所
と
対
面
所
が
西

半
分
を
占
め
る
。

　
東
半
分
は
玄
関
棟
か
ら
北
側
に
料
理
之
間
、
菓
子
部
屋
、
御
台
所
、
清

き
よ
ど
こ
ろ

所
、
煮
立
之
間
、
酒
部
屋
、
奥
台
所
な
ど
宿
泊
に
伴
う

調
理
を
行
う
火
と
水
を
用
い
る
棟
が
五
〜
六
棟
連
な
る
。

　
西
の
ハ
レ
、
東
の
調
理
等
の
空
間
に
挟
ま
れ
た
真
ん
中
に
は
、
将
軍
の
随
行
幕
閣
た
ち
の
い
る
寄
合
部
屋
、
老
中
之
間
、
小
納
戸
、

七
五
三
之
間
が
、
東
棟
の
御
膳
立
之
間
、
御
茶
部
屋
を
挟
ん

で
南
北
に
連
な
る
。
い
ち
ば
ん
北
側
に
は
御
湯
殿
棟
が
渡
廊

下
で
御
座
所
お
よ
び
御
小
納
戸
に
結
ば
れ
て
建
つ
。

　
北
西
コ
ー
ナ
ー
に
は
御
従
番
所
が
三
棟
、
東
に
裏
門
番
所
二

棟
、
東
南
に
厩
と
厩
続
小
屋
が
計
七
棟
あ
る
。
本
丸
表
門
は
、

南
表
門
で
、
薬
医
門
で
あ
ろ
う
。
門
内
に
は
番
所
二
棟
が
あ
っ

た
。

　
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
本
丸
御
殿
に
は
必
ず
、

車く
る
ま
よ
せ寄

前
庭
と
書
院
前
庭
も
し
く
は
書
院
後
庭
が
作
庭
さ
れ
て

い
た
。
玄
関
前
の
車
寄
前
庭
に
は
蘇そ

鉄て
つ

の
植
栽
を
中
心
と
し
た

一
画
を
つ
く
り
玄
関
内
を
外
か
ら
直
接
み
え
な
く
す
る
庭
が

あ
っ
た
。
書
院
庭
は
対
面
所
の
前
か
横
、
も
し
く
は
御
座
所
の

横
に
あ
っ
た
。
壬
生
城
御
座
所
は
江
戸
城
白
書
院
に
相
当
し
、

江
戸
城
の
場
合
は
白
書
院
西
側
に
泉
池
を
と
も
な
う
茶
庭
が
作

庭
さ
れ
て
い
た
が
、
壬
生
城
本
丸
は
御
座
所
の
西
側
は
す
ぐ
本

丸
土
塁
で
、
作
庭
ス
ペ
ー
ス
を
求
め
る
と
、
対
面
所
大
広
間
棟

と
御
座
所
の
中
間
、
渡
廊
下
東
面
の
か
な
り
広
い
空
間
（
七
間

四
方
）
が
本
丸
数
寄
屋
風
の
庭
園
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
、

と
い
え
よ
う
。

A

壬
生
城
本
丸
御
殿
の
用
途
構
成

A=

大
広
間
・
御
座
所
（
西
の
ハ
レ
空
間
）

B=

調
理
・
配
膳
・
納
戸
棟
群
（
東
棟
群
）

C=

随
行
幕
閣
等
の
居
所
棟
群

C B

玄関棟
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8

壬
生
城
は
明
治
の
廃
城
令
を
待
た
ず
し
て
そ
の
役
目
を
終
え
、
残
っ
て
い
た
城
塁
も
戦
後
の

新
制
中
学
校
建
設
な
ど
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
に
消
滅
し
た
た
め
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
遺
構

は
非
常
に
少
な
い
。
失
わ
れ
た
壬
生
城
の
姿
を
最
も
具
体
的
に
伝
え
る
の
が
、
江
戸
時
代
に

残
さ
れ
た
数
々
の
城
絵
図
で
あ
る
。
現
在
ま
で
に
三
十
点
余
り
の
絵
図
が
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
松ま

つ

平
だ
い
ら

輝て
る

貞さ
だ

に
よ
る
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
か
ら
翌
年
に

か
け
て
の
大
改
修
を
境
に
大
き
く
二
つ
の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
。
図
の
形
式
別
で
は
、
城
郭

の
み
を
描
い
た
も
の
、
城
郭
に
城
下
町
を
含
め
て
描
い
た
も
の
、
城
郭
と
城
下
町
に
さ
ら
に

周
辺
の
郷
村
の
概
略
図
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
図
の
性
格
か
ら
み
る

と
、
将
軍
社
参
や
城
郭
の
修
理
、
城
の
引
き
渡
し
な
ど
の
際
に
藩
政
の
必
要
上
描
か
れ
た
も

の
、
領
内
の
人
々
に
よ
っ
て
心
覚
え
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
の
ほ
か
に
、
軍
学
の
研
究
の
た

め
に
城
絵
図
集
成
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
中
に
は
明
ら
か
に
現
地
の

状
況
を
知
ら
ず
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

Ⅰ
　
描
か
れ
た
壬
生
城

凡
例

・
本
図
録
は
、
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
第
二
十
回
企
画
展
「
壬
生
城
本
丸
御
殿
と
徳
川
将
軍
家
」（
平
成
二
十
四
年
二
月
四
日
|
三
月
十
八
日
）

　
の
展
示
会
図
録
で
あ
る
。

・
図
録
に
は
、
資
料
番
号
、
指
定
名
称
の
略
記
号
（
◎
重
要
文
化
財
、
●
市
町
村
指
定
文
化
財
）、
資
料
名
、
所
蔵
者
、
解
説
を
付
し
た
。

・
図
録
の
資
料
番
号
と
展
示
番
号
は
一
致
す
る
。

・
図
版
に
は
原
資
料
写
真
を
掲
載
し
た
が
、
原
資
料
が
出
品
さ
れ
て
い
な
い
資
料
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
上
に*

を
付
し
た
。

・
写
真
は
、
原
則
と
し
て
所
蔵
者
か
ら
提
供
を
受
け
た
。
ま
た
写
真
掲
載
の
許
可
を
受
け
た
方
々
は
、
巻
末
の
写
真
提
供
者
一
覧
に
す
べ
て
掲
げ
た
。

　
他
は
当
館
の
撮
影
に
よ
る
。

・
展
示
資
料
は
会
期
中
に
一
部
展
示
替
え
を
行
う
。



　　         

下
野
国
壬
生
城
図
（『
主
図
合
結
記
』）

　
　
栃
木
県
立
図
書
館

『
主
図
合
結
記
』
は
甲
州
出
身
の
軍
学
者
、
山や

ま

縣が
た

大だ
い

貳に

（
一
七
二
五

|
一
七
六
七
）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
諸
国
の
城
絵
図
集
成
で
、
軍
学
の

教
科
書
と
し
て
写
本
が
数
多
く
作
成
さ
れ
た
。
い
ず
れ
の
写
本
に
も

東
追
手
門
の
馬
出
が
描
か
れ
な
い
た
め
、
原
本
は
松ま

つ

平
だ
い
ら

輝て
る

貞さ
だ

に
よ
る

元
禄
の
改
修
以
前
の
壬
生
城
の
絵
図
を
底
本
と
し
て
書
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
本
資
料
は
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
に
作
成
さ
れ
た

写
本
で
あ
り
、
他
の
写
本
と
比
べ
る
と
誤
字
・
脱
字
、
彩
色
の
脱
落
、

文
字
位
置
の
ず
れ
な
ど
、
書
写
を
繰
り
返
す
う
ち
に
生
じ
た
と
思
わ

れ
る
誤
り
が
各
所
に
み
ら
れ
る
。
堀
・
土
塁
と
河
川
、
道
路
の
ほ
か

に
は
城
門
と
大
ま
か
な
地
名
の
み
が
記
さ
れ
た
様
式
化
さ
れ
た
図
で

は
あ
る
が
、
天
守
や
櫓
、は
っ
き
り
し
た
郭
構
造
を
も
た
な
い
と
い
う
、

城
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
陣
屋
に
近
い
江
戸
前
期
の
壬
生
城
の
構
造

が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
下
野
壬
生
城
図
（『
諸
国
当
城
之
図
』）

　
　

広
島
県
立
中
央
図
書
館

『
諸
国
当
城
之
図
』
は
、
当
時
現
存
し
た
城
の
絵
図
全
百
五
十
四
面
を

集
成
し
た
書
物
で
、
廃
城
の
絵
図
集
成
『
諸
国
古
城
之
図
』
と
と
も

に
広
島
藩
主
浅
野
家
に
伝
来
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
成
立
は
江
戸
中

期
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。
本
図
は
様
式
化
さ
れ
た
壬
生
城
と
城
下
町

に
、
隣
接
す
る
郷
村
の
配
置
図
を
組
み
合
わ
せ
た
藩
領
域
図
と
な
っ

て
お
り
、
改
修
前
の
壬
生
城
の
姿
を
描
い
て
い
る
。
地
形
の
相
違
、

及
び
城
下
町
や
「
興
正
寺
」（
興
生
寺
）
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、『
主
図
合
結
記
』
と
は
異
な
る
底
図
を
用
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、「
持
木
村
」（
橋
本
村
）
な
ど
草
書
を
引
き
写
す
段
階
で
生
じ
た

と
思
わ
れ
る
誤
字
、
及
び
福
渡
戸
（
福
和
田
）
村
へ
の
道
路
が
日
光

道
中
壬
生
通
に
接
続
し
て
い
な
い
な
ど
の
地
形
の
誤
り
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
現
在
は
城
下
町
の
南
側
、
日
光
道
中
壬
生
通
の
江
戸
口
付
近

に
広
が
る
「
表
町
」
が
、
当
時
は
下
台
郭
内
に
あ
っ
た
こ
と
が
図
よ

り
見
て
と
れ
る
。

　
　
下
野
国
壬
生
城
図
（『
日
本
古
城
絵
図
』）

　
　 

国
立
国
会
図
書
館

『
日
本
古
城
絵
図
』
は
鳥
羽
藩
主
稲
垣
家
に
伝
来
さ
れ
た
城
絵
図
集
で

あ
る
。
江
戸
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、

大
き
さ
も
形
式
も
ま
ち
ま
ち
の
全
三
百
五
十
五
面
の
城
絵
図
（
一
部

は
古
戦
場
の
図
）
を
含
む
。
一
つ
の
城
に
対
し
て
複
数
の
図
が
収
録

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
壬
生
城
に
つ
い
て
も
新
旧
二
面
の
性
格

の
異
な
る
図
が
含
ま
れ
て
い
る
。
本
図
は
そ
の
う
ち
元
禄
の
改
修
以

前
の
壬
生
城
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
様
式
化
さ
れ
た
城
郭
・
城
下

町
の
図
と
近
隣
の
郷
村
の
配
置
図
を
組
み
合
わ
せ
て
描
く
。
郷
村
に

つ
い
て
は
色
分
け
等
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
藩
領
を
意
識
し
て

描
か
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
城
郭
の
構
成
、
郷
村
の
配
置

な
ど
は
『
諸
国
当
城
之
図
』
と
極
め
て
似
通
っ
て
い
る
が
、
明
ら
か

な
誤
字
が
な
い
こ
と
か
ら
当
図
の
方
が
よ
り
原
本
に
近
い
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
城
下
町
と
郷
村
の
軒
数
、
郷
村
ま
で
の
里
数
な
ど
の

情
報
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
同
種
の
壬
生
城
絵
図
の
中
で
最
も
詳

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
図
よ
り
当
時
は
郭
内
に
「
風
呂
小
路
町
」

「
小
袋
町
」
な
ど
の
町
屋
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

003 002

001

003

001

002
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下
野
国
都
賀
郡
壬
生
城
図

　
　 

（『
御
家
事
向
大
概
附
録
』）

　
　
高
崎
市
立
中
央
図
書
館

壬
生
城
を
描
い
た
絵
図
の
う
ち
、
大
手
門
前
の
馬
出
が
描
か
れ
て
い

な
い
も
の
の
中
で
は
最
も
詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
馬
出
築

造
前
の
東
追
手
口
の
構
造
が
よ
く
わ
か
る
。
門
柱
の
よ
う
な
柱
の
立

つ
通
り
か
ら
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
門
が
あ
る
姿
は
、『
下
野
一
国
』

（
慶
安
四
年
成
立
）
が
記
し
て
い
る
「
街
道
よ
り
六
十
間
西
に
あ
り
」

と
い
う
大
手
門
の
位
置
と
一
致
す
る
。
壬
生
城
を
大
改
修
し
た
松
平

23

22

005 　
　*  

野
州
壬
生
城
図
（『
諸
国
居
城
図
』）

　
　　 

前
田
育
徳
会

『
諸
国
居
城
図
』
は
加
賀
藩
前
田
家
伝
来
の
城
絵
図
集
成
で
、
前
田

家
に
仕
え
た
軍
学
者
有
沢
永
貞
が
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
か
ら
元

禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
か
け
て
編
纂
し
た
『
諸
国
居
城
之
図
集
』

を
も
と
に
、
新
た
な
城
絵
図
を
追
加
し
て
十
八
世
紀
初
頭
頃
ま
で
に

完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
様
式
化
さ
れ
た
城
郭
と
城
下
町

の
図
に
、
色
分
け
に
よ
っ
て
武
家
屋
敷
（
黄
）
と
町
屋
（
赤
）
の
範

004

　　
　
　
松
平
輝
貞
書
状
（『
山
本
菅
助
文
書
』）

　
　

沼
津
市
明
治
史
料
館

元
禄
五
年
（
一
六
九
一
）
松
平
輝
貞
の
壬
生
入
封
の
時
、
城
代
家
老

に
任
じ
ら
れ
た
山
本
菅
助
家
に
伝
来
す
る
文
書
。
元
禄
六
年
十
二
月

七
日
付
か
ら
翌
七
年
十
月
十
一
日
付
ま
で
、
全
二
十
一
通
の
書
状
が

二
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
内
容
は
、
城
主
で
あ
る
松
平
輝
貞
が

城
改
修
の
総
責
任
者
で
あ
っ
た
山
本
十
（
重
）
左
衛
門
に
宛
て
た
城

改
修
の
指
示
に
関
す
る
書
状
で
あ
る
。「
元
禄
の
大
改
修
」
の
過
程

を
具
体
的
に
裏
付
け
る
史
料
で
あ
る
。

006

氏
に
伝
来
し
た
史
料
で
あ
る
が
、
本
丸
の
虎
口
は
南
と
東
に
あ
り
、

改
修
以
前
の
状
況
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
改
修
工
事
が
未
完
成

の
う
ち
に
松
平
氏
が
壬
生
を
去
っ
た
こ
と
の
表
れ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
本
丸
以
下
、
各
曲
輪
の
土
塁
上
に
樹
木
が
密
生
し
て
い

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
松
平
氏
の
城
改
修
で
ま
ず
行
わ
れ
た

の
が
土
塁
上
の
木
の
伐
採
で
あ
る
こ
と
が
「
松
平
輝
貞
書
状
」（006

）

に
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
絵
図
が
描
く
壬
生
城
が
改
修
前
の
姿

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

004

005

囲
を
示
し
、
そ
の
外
側
に
周
辺
の
郷
村
ま
で
の
里
程
を
書
き
込
ん
で

い
る
。「
以
粗
図
縮
之
」
の
添
書
が
あ
る
た
め
、
元
と
な
る
粗
図
を

他
の
城
絵
図
と
書
式
を
揃
え
て
清
書
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
元

禄
の
改
修
以
前
の
壬
生
城
を
描
い
て
お
り
、
下
横
町
以
南
の
日
光
道

中
壬
生
通
な
ど
、
街
道
が
城
下
町
に
接
続
す
る
部
分
を
省
略
し
て
い

る
こ
と
、
本
丸
の
東
側
に
、
他
の
同
形
式
の
壬
生
城
郭
図
に
は
見
ら

れ
な
い
「
東
門
橋
」
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
、『
主
図
合
結
記
』

と
は
大
き
く
異
な
る
本
図
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

006-4

006-3

006-2

006-1



　
　
下
野
国
壬
生
城
図
（『
日
本
古
城
絵
図
』）

　
　 

国
立
国
会
図
書
館

『
日
本
古
城
絵
図
』
に
含
ま
れ
る
二
面
の
壬
生
城
図
の
う
ち
、
こ
ち
ら

は
改
修
後
の
壬
生
城
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
で
は
城
郭
の
み

が
実
際
の
地
形
に
近
い
形
で
描
か
れ
る
。
土
塁
上
の
塀
や
植
栽
、
橋

や
城
門
な
ど
、
城
郭
に
直
接
関
わ
る
構
造
物
に
つ
い
て
は
詳
細
か
つ

25

24

007

　
　
壬
生
城
下
絵
図

　
　 

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

鳥
居
家
の
祖
、
鳥
居
元
忠
公
を
祭
る
精
忠
神
社
に
伝
来
さ
れ
た
城
下

絵
図
。
壬
生
城
郭
と
江
戸
口
か
ら
日
光
口
ま
で
の
城
下
町
が
土
地
利

用
に
よ
り
色
分
け
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
道
路
や
堀
、
土
塁
は
実

008

際
の
地
形
に
比
較
的
忠
実
で
、
東
追
手
門
の
馬
出
、
郭
の
配
置
、
及

び
本
丸
北
の
「
新
虎
口
」
よ
り
元
禄
の
改
修
以
降
に
作
成
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
城
郭
北
側
の
日
光
道
中
壬
生
通
沿
い
に
「
堀

内
屋
鋪
」
と
い
う
名
の
堀
に
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
を
描
く
の
は
こ
れ

以
前
の
他
の
絵
図
に
は
な
い
特
徴
で
あ
る
。
元
禄
の
改
修
後
の
壬
生

城
で
は
郭
内
に
町
屋
が
な
く
、
逆
に
も
と
は
郭
外
に
あ
っ
た
足
軽
長

立
体
的
に
表
現
し
た
上
で
、「
切
戸
塀
」
な
ど
と
細
か
い
注
釈
を
加
え

て
い
る
。
本
丸
土
塁
上
北
西
角
に
存
在
す
る
「
本
丸
三
社
」
に
つ
い

て
も
、
三
つ
の
社
殿
が
並
ん
で
い
る
様
子
を
描
く
の
は
本
図
の
み
で

あ
る
。
全
体
的
と
し
て
は
精
密
な
絵
図
で
あ
る
が
、
東
郭
や
正
念
寺

郭
の
形
状
が
実
際
の
地
形
と
は
異
な
る
な
ど
、
細
部
に
つ
い
て
は
な

お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

007

屋
な
ど
の
武
家
地
が
で
き
る
限
り
郭
内
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
図

よ
り
う
か
が
え
る
。
精
忠
神
社
伝
来
で
あ
る
こ
と
か
ら
鳥
居
家
に
関

連
す
る
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
城
内
に
鳥
居
家
の
創
建
に
な
る
長
源

寺
（
創
建
年
不
明
、
図
中
三
の
丸
北
西
隅
の
「
茶
屋
屋
鋪
」
の
位
置
）

と
精
忠
神
社
（
寛
政
十
一
年
創
建
）
が
描
か
れ
な
い
こ
と
が
本
図
の

成
立
時
期
を
推
測
す
る
手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

008



17

16

現
在
の
位
置
に
壬
生
城
を
初
め
て
築
い
た
の
は
、
文
明
年
間
（
一
四
七
〇
頃
）、
在
地
の
大
名
壬

生
綱
重
で
あ
る
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
壬
生
氏
の
滅
亡
後
、
江
戸
時
代
に
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）

に
最
初
の
藩
主
、
日
根
野
吉
明
が
一
万
石
余
で
入
封
し
て
以
来
、
壬
生
城
主
は
め
ま
ぐ
る
し
く
交

代
を
繰
り
返
す
。
そ
の
た
め
、
江
戸
前
期
の
壬
生
城
、
及
び
壬
生
藩
に
関
す
る
資
料
で
現
存
す
る

も
の
は
少
な
く
、
元
禄
の
大
改
修
を
行
っ
た
松
平
輝
貞
も
、
城
に
関
し
て
は
詳
し
い
資
料
を
残
し

て
い
な
い
。
藩
主
の
う
ち
壬
生
城
と
藩
領
に
関
す
る
一
番
古
い
絵
図
を
残
し
た
の
は
、
元
禄
八
年

（
一
六
九
五
）
よ
り
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
ま
で
の
八
年
間
、
二
代
に
わ
た
っ
て
城
主
を
務
め
た

加
藤
家
で
あ
る
。
加
藤
家
と
交
代
す
る
形
で
壬
生
藩
主
と
な
っ
た
鳥
居
家
は
、
そ
の
後
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）
の
廃
藩
置
県
ま
で
藩
主
を
務
め
、
結
果
と
し
て
現
在
残
さ
れ
て
い
る
壬
生
城
に
関

す
る
資
料
の
ほ
と
ん
ど
が
鳥
居
家
に
よ
っ
て
収
集
、
あ
る
い
は
作
成
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ
　
城
主
と
城
郭



　　
　
壬
生
城
下
絵
図

　
　

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
に
壬
生
よ
り
近
江
国
水
口
に
転
封
と
な
っ

た
加
藤
家
に
伝
わ
る
絵
図
。
全
体
の
約
九
分
の
一
、
追
手
門
東
側
よ

り
舟
町
付
近
を
欠
く
。
転
封
に
よ
っ
て
壬
生
城
が
加
藤
家
よ
り
鳥
居

家
に
引
き
継
が
れ
た
前
後
に
作
成
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
加
藤
家
時

代
の
壬
生
城
の
姿
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
追
手

　
　
壬
生
領
内
郷
村
絵
図

　
　 

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

「
壬
生
城
下
絵
図
」
と
同
じ
く
加
藤
家
時
代
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
壬
生
藩
の
城
付
領
村
の
絵
図
で
、
加
藤
家
伝
来
の
文
書
と
し
て
内

容
の
異
な
る
郷
村
絵
図
が
も
う
一
部
存
在
す
る
。
壬
生
城
を
中
心
に

29

28

011

010

門
の
馬
出
、郭
の
構
成
、城
郭
北
側
の
堀
に
囲
ま
れ
た
方
形
区
画
（「
古

屋
敷
跡
」）
な
ど
精
忠
神
社
の
壬
生
城
図
（008

）
と
ほ
ぼ
同
一
の
内

容
を
も
つ
が
、
郭
の
形
な
ど
の
細
部
表
現
が
異
な
る
、
主
要
道
路
の

長
さ
や
郭
の
広
さ
を
表
す
数
値
が
図
中
に
記
さ
れ
る
等
の
細
か
い
違

い
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
城
内
の
門
、
特
に
南
追
手
門
を
強
調
し
て

描
く
の
は
他
図
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
り
、
南
追
手
門
の
階
上
に

も
東
追
手
門
同
様
に
窓
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

010011

各
村
と
河
川
、
主
要
道
路
の
位
置
関
係
を
示
し
て
お
り
、
城
下
の
「
表

町
」
が
城
の
南
側
に
長
く
延
び
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
の
改
修
以
降
の

図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
村
名
の
枠
を
全
村
が
壬
生
藩
領
の
場
合

は
黄
色
、
他
領
は
青
色
、
相
給
の
場
合
は
割
合
に
応
じ
て
二
色
に
塗

り
分
け
て
い
る
が
、
こ
の
表
記
法
は
『
壬
生
領
史
略
』
の
藩
領
概
略

図
と
も
共
通
す
る
。
藩
領
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
五
十
数
か
村
（
相

給
を
含
む
）
の
中
に
は
、
羽
生
田
村
（
壬
生
町
）
や
荒
針
村
（
宇
都

宮
市
）
、
石
橋
町
（
下
野
市
）
な
ど
鳥
居
家
時
代
の
藩
領
に
は
含
ま
れ

な
い
村
が
あ
り
、
逆
に
惣
社
村
（
栃
木
市
）
や
国
分
村
（
下
野
市
）

な
ど
、
鳥
居
家
時
代
の
藩
領
に
は
含
ま
れ
る
が
こ
の
図
で
は
藩
領
と

な
っ
て
い
な
い
村
も
見
ら
れ
る
。



　　         

徳
川
家い

え

宣の
ぶ

領
知
朱
印
状
（
正
徳
二
年
）

　
　
常
楽
寺
法
寶
蔵

徳
川
家
宣
へ
の
将
軍
代
替
わ
り
に
際
し
て
、
鳥
居
伊
賀
守
（
忠
英
）

宛
に
発
給
さ
れ
た
領
知
朱
印
状
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
家

宣
が
将
軍
宣
下
を
受
け
る
と
、
翌
年
に
大
名
領
の
継
目
安
堵
が
命

じ
ら
れ
た
。
安
藤
重
行
と
松
平
正
久
が
奉
行
と
な
り
、
正
徳
二
年

（
一
七
一
一
）
四
月
十
一
日
付
で
判
物
・
朱
印
状
が
発
給
さ
れ
た
。
本

状
に
は
鳥
居
伊
賀
守
に
対
し
て
、
下
野
国
都
賀
郡
、
下
総
国
結
城
・

猿
島
・
葛
飾
郡
、
大
和
国
葛
下
郡
、
播
磨
国
美
嚢
郡
・
加
東
郡
の
計

三
万
石
の
安
堵
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　　
　
徳
川
家
宣
領
知
目
録
（
正
徳
二
年
）

　
　

常
楽
寺
法
寶
蔵

領
知
朱
印
状
と
同
時
に
発
給
さ
れ
た
領
知
目
録
。
国
・
郡
ご
と
に
所

領
の
村
数
（
相
給
の
村
を
含
む
）
と
村
名
、
石
高
を
記
す
。
発
給
者

は
奉
行
の
松
平
備
前
守
（
正
久
）・
安
藤
右
京
亮
（
重
行
）
と
な
っ
て

い
る
。

31

30

014

013

　
　  

鳥
居
忠た

だ

英て
る

画
像
（
狩
野
貴
信
筆
）

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

鳥
居
家
六
代
忠
英
の
肖
像
で
あ
る
。
鳥
居
忠
英
は
近
江
水
口
を
治
め

て
い
た
頃
に
京
都
在
住
の
古
学
者
伊
藤
仁
斎
と
親
交
が
あ
り
、
壬
生

藩
に
入
封
し
た
際
に
藩
学「
学
習
館
」を
設
立
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

鳥
居
家
歴
代
の
肖
像
画
と
し
て
は
、
他
に
初
代
元
忠
、
十
一
代
忠た

だ

挙ひ
ろ

の
も
の
が
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
鳥
居
家
伝
来
品
で
あ
る
。
本

資
料
に
は
「
狩
野
涼
岷
貴
信
」
の
落
款
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
水
戸
藩
の

抱
絵
師
、
池
田
涼
岷
（
画
号
狩
野
貴
信
、
生
没
年
不
詳
、
延
享
年
間

前
後
に
活
躍
）の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、寛
保
二
年（
一
七
四
二
）

の
年
号
と
鳥
居
忠た

だ

胤た
ね

（
忠た

だ

意お
き

）
の
名
の
あ
る
由
来
書
が
付
属
す
る
。

012

012

013

014-1

014-2



33

32

　
　   

野
州
壬
生
城
之
図

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

鳥
居
家
伝
来
の
壬
生
城
、
及
び
城
下
町
の
絵
図
。
土
地
利
用
に
従
っ

て
色
分
け
が
な
さ
れ
る
。
図
中
の
余
白
部
分
に
、
こ
の
絵
図
は
小
笠

原
長
久
（
旧
壬
生
藩
士
、
明
治
五
年
当
時
隠
居
し
て
い
た
と
の
記
録

あ
り
）
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
旧
壬
生
藩
内
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
十
数
枚
の
図
面
の
う
ち
実
際
の
状
況
に
近
い
も
の
を
取
捨
選

016

択
し
た
上
で
、
屋
敷
ご
と
に
「
当
時
」
居
住
し
て
い
た
家
臣
の
名
前

を
記
入
し
た
と
の
解
説
と
、「
明
□
参
拾
年
七
月
」
の
年
記
が
あ
る
。

図
中
南
東
隅
部
分
に
あ
る
書
付
、
及
び
書
き
込
ま
れ
て
い
る
藩
士
の

名
前
か
ら
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
国
替
当
時
か
、
あ
る
い
は

そ
れ
に
近
い
時
期
の
城
内
の
侍
屋
敷
と
建
物
の
配
置
を
再
現
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
図
の
地
形
・
区
画
と
屋
敷
割
が
合
わ
な
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
絵
図
自
体
は
よ
り
遅
い
時
期
の
城
内
の
様
子
を
反
映

し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　　         

伝
壬
生
城
追お

う

手て

門も
ん

の
鯱

　
　
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

精
忠
神
社
に
保
管
さ
れ
て
い
た
鯱
。
壬
生
城
追
手
門
に
飾
ら
れ
て
い

た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
年
記
が
あ
る
『
壬

生
領
史
略
』（020

）
、
嘉
永
七
年
の
『
見
聞
控
帳
』（019

）
な
ど
で
追

手
門
の
屋
根
に
鯱
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
方
『
壬
生
領
史
略
』
の
南

門
の
図
に
は
鬼
瓦
の
み
が
描
か
れ
る
の
で
、
旧
追
手
門
で
あ
る
南
門

で
は
な
く
、
東
の
新
追
手
門
に
飾
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

009

　
　
壬
生
城
図

　
　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

鳥
居
家
伝
来
の
壬
生
城
及
び
城
下
町
の
絵
図
。
城
内
の
区
画
や
土
地

利
用
、
道
の
幅
な
ど
が
か
な
り
様
式
化
さ
れ
て
墨
一
色
で
描
か
れ
る
。

図
容
は
精
忠
神
社
伝
来
の
「
壬
生
城
下
絵
図
」（008

）
に
類
似
し
、

鳥
居
家
の
位
牌
所
で
あ
る
長
源
寺
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳥

居
家
時
代
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
一
の
底

本
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
城
絵
図
が
雄
琴
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

015

そ
ち
ら
と
比
べ
る
と
本
図
に
は
細
か
い
構
造
物
の
写
し
忘
れ
、
建
物

名
称
の
抜
け
、
誤
字
や
脱
字
な
ど
の
写
し
間
違
い
が
各
所
に
み
ら
れ

る
。
な
お
、
精
忠
神
社
図
、
当
図
と
も
、
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）

に
本
丸
に
造
営
さ
れ
、
嘉
永
年
間
（
一
八
五
〇
頃
）
に
現
在
の
二
の

丸
西
北
隅
に
移
築
さ
れ
た
精
忠
神
社
が
書
き
込
ま
れ
て
い
な
い
点
が

共
通
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。

015

009

016



35

34

　
　
壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
土
手
修
理
許
可

　
　 

精
忠
神
社

崩
壊
し
た
土
塁
を
修
復
し
た
い
と
の
伺
い
に
対
し
て
享
保
三
年

（
一
七
一
八
）
に
幕
府
よ
り
下
さ
れ
た
許
可
状
。
江
戸
時
代
の
武
家

に
対
す
る
禁
令
を
定
め
た
『
武
家
諸
法
度
』
で
は
、
城
の
修
理
に
つ

い
て
は
幕
府
の
許
可
を
得
た
上
で
元
通
り
に
す
る
こ
と
を
指
示
し
て

い
る
の
で
、
施
設
の
修
復
・
改
造
に
際
し
て
は
こ
の
よ
う
な
許
可
を

必
要
と
し
た
。
な
お
こ
れ
以
降
も
壬
生
城
の
修
理
・
改
修
は
何
度
か

行
わ
れ
た
が
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
は
当
時
の
藩
知
事
鳥
居

忠た
だ

宝と
み

よ
り
城
の
破
損
箇
所
を
放
置
し
て
よ
い
か
と
の
上
申
が
な
さ
れ
、

政
府
よ
り
許
可
さ
れ
て
い
る
。

018　
　   

見け
ん

聞ぶ
ん

控
ひ
か
え

帳
ち
ょ
う

　
　　 

個
人
蔵

壬
生
藩
領
で
あ
っ
た
助
谷
村
の
名
主
、
粂
川
半
兵
衛
の
手
記
。
藩
領

内
の
様
々
な
出
来
事
を
淡
彩
図
を
含
め
て
雑
記
風
に
記
す
。
嘉
永
七

年
（
一
八
五
四
）
の
部
分
に
は
、
前
年
に
起
き
た
壬
生
城
下
の
大
火
、

通
称
「
伊
勢
屋
火
事
」
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
録
が
あ
り
、
類
焼
範

囲
を
示
し
た
図
に
当
時
の
壬
生
城
追
手
門
の
馬
出
と
屋
根
の
上
の
鯱
、

東
郭
付
近
の
地
形
が
簡
略
化
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。

019 　　         

壬
生
城
絵
図
及
び
規
模
書
上

　
　
個
人
蔵

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
に
、
壬
生
城
三
の
丸
土
塁
上
の
麁そ

朶だ

垣が
き

を

柵
に
作
り
替
え
る
に
当
た
っ
て
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
伺
い
の
控
え
。

絵
図
は
城
郭
修
理
の
伺
い
図
と
い
う
性
質
上
、
城
郭
の
み
を
比
較
的

忠
実
に
描
い
て
お
り
、
左
下
に
鳥
居
丹
波
守
（
忠た

だ

燾て
る

か
）
の
署
名
と

花
押
が
あ
る
。
絵
図
に
付
随
す
る
「
規
模
書
上
」
に
「
御
屋
形
坪
数
」

と
し
て
本
丸
御
殿
の
規
模
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
代

ま
で
は
御
殿
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
現
時
点
で
は
こ

れ
が
本
丸
御
殿
の
存
在
時
期
の
下
限
を
示
す
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

017

017-1

017-2

018

019-1019-2019-3



37

36

　
　   

鳥
居
忠た

だ

文ぶ
み

肖
像

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

壬
生
藩
十
三
代
忠
文
、
六
十
八
歳
の
肖
像
写
真
。
大
正
三
年

（
一
九
一
四
）
六
月
十
八
日
、
勲
三
等
瑞
宝
章
の
授
与
式
の
折
に
撮

影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
忠
文
は
こ
の
年
の
十
月
三
十
一
日
に
没
し

て
い
る
た
め
、
最
晩
年
の
写
真
で
あ
る
。
十
二
代
忠た

だ

宝と
み

の
弟
で
養
嗣

021

　
　   

版
籍
奉
還
沙
汰
書

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

明
治
政
府
の
行
政
官
よ
り
藩
主
鳥
居
丹
波
守
（
忠
宝
）
に
宛
て
、
版

籍
奉
還
の
申
出
が
聞
き
届
け
ら
れ
た
こ
と
を
通
知
す
る
書
類
で
あ
る
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
付
。

022 　
　
壬
生
領
史
略

　
　 

個
人
蔵

壬
生
領
内
の
地
誌
書
。
前
書
き
に
よ
る
と
「
碧
山
季
美
」
と
い
う
壬

生
藩
士
と
思
わ
れ
る
人
物
に
よ
っ
て
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
に
ま

と
め
ら
れ
た
書
物
で
あ
る
。
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
こ
の
写
本
の
み

で
、
同
封
の
書
付
よ
り
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
に
筆
写
さ
れ
た
も

の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
来
の
「
壬
生
領
史
略
」
に
「
壬
生
領
山
川
両

郷
寺
社
史
略
」
と
壬
生
城
附
の
村
々
の
産
物
リ
ス
ト
を
合
わ
せ
て
写

し
、
上
下
二
巻
と
し
て
い
る
。
壬
生
藩
領
と
城
下
町
の
絵
図
、
壬
生

城
大
手
門
の
風
景
、
二
の
丸
に
移
築
さ
れ
た
直
後
の
精
忠
神
社
の
姿

な
ど
多
く
の
淡
彩
絵
図
を
含
み
、
当
時
の
壬
生
領
内
の
景
観
を
伝
え

る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

020

020-1
子
で
も
あ
る
忠
文
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
よ
り
藩
主
忠
宝
の

名
代
と
し
て
藩
政
改
革
を
行
い
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
忠
宝
が

病
弱
を
理
由
に
二
十
七
歳
で
隠
居
す
る
と
、
兄
の
後
を
継
い
で
藩
知

事
と
な
っ
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
廃
藩
置
県
後
よ
り
延
べ

十
二
年
間
ア
メ
リ
カ
に
留
学
。
帰
国
後
は
外
務
省
に
勤
務
し
、
主
に

ハ
ワ
イ
を
舞
台
に
外
交
官
と
し
て
活
躍
し
た
。

020-2

020-3020-4

020-5

021

022-1

022-2



系
図
を
付
す
。
廃
城
に
関
す
る
部
分
で
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

十
月
に
城
門
外
の
「
県
庁
用
地
」
と
士
族
屋
敷
を
残
し
て
「
請
地
」

と
し
て
入
札
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
入
札
に
当
た
っ
て
旧
城
郭
と
廃
寺

跡
が
合
わ
せ
て
十
の
区
画
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い

る
。『
栃
木
県
史
附
録
壬
生
藩
県
史
』（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
の
明
治

三
年
の
項
に
は
、
帰
農
を
希
望
す
る
士
族
に
対
し
て
与
え
る
田
地
が

不
足
し
、
そ
の
た
め
に
城
郭
や
社
寺
境
外
の
山
林
の
開
拓
に
力
を
入

れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
入
札
も
耕
作
者
を
募
集
す

る
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

39

38

　
　   

壬
生
藩
知
事
免
本
官
辞
令

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
兄
忠
宝
に
代
わ
っ
て
藩
知
事
に
任
命
さ

れ
た
忠
文
で
あ
る
が
、
翌
明
治
四
年
七
月
、
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
す

べ
て
の
藩
が
県
と
な
っ
た
た
め
に
そ
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は

そ
の
際
に
太
政
官
よ
り
発
せ
ら
れ
た
免
官
辞
令
書
で
あ
る
。
な
お
、

職
を
失
っ
た
藩
知
事
に
は
東
京
在
住
が
命
じ
ら
れ
、
代
わ
っ
て
中
央

よ
り
県
令
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
壬
生
藩
に
お
い
て
は

廃
藩
置
県
後
、
栃
木
県
と
の
合
併
ま
で
数
か
月
で
は
あ
っ
た
が
「
壬

生
県
」
が
存
続
し
、
旧
三
の
丸
に
お
か
れ
た
県
庁
で
旧
藩
士
を
中
心

と
す
る
県
政
が
行
わ
れ
た
。

　
　   

壬
生
藩
知
事
任
命
書

　
　　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

兄
忠
宝
の
隠
居
に
伴
い
、
弟
で
養
嗣
子
で
あ
る
鳥
居
忠
文
が
太
政

官
よ
り
壬
生
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
そ

の
任
命
書
と
、
そ
れ
に
先
立
つ
叙
爵
の
書
類
で
あ
る
。
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
九
月
付
。

023024

023-1023-2

024

　
　
壬
生
城
廃
城
凡
覚
書

　
　 

雄
琴
神
社

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
雄
琴
神
社
神
主
を
務
め
た
黒
川
豊
麿
の
手

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
覚
書
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
付
の
書
類
の

写
し
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
降
に
完
成
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
前
半
に
壬
生
城
の
歴
史
と
城
下
町
及
び
社
寺
の
概
要
（
淡

彩
図
を
含
む
）、
壬
生
城
廃
城
の
経
緯
を
、
後
半
に
土
地
に
関
す
る
公

文
書
の
写
し
を
記
し
、
巻
末
に
源
氏
・
足
利
氏
な
ど
武
家
政
権
の
略

025

025-1025-2025-4

025-3

025-5



41

40

壬
生
城
本
丸
に
御
殿
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
つ
い
最
近
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

近
年
の
調
査
に
よ
り
、
本
丸
の
内
部
を
詳
細
に
描
く
地
図
や
史
料
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
詳
細
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
元
来
、
壬
生
城
の
本
丸
御
殿
は
、
将
軍
家
の
宿
館
と
し
て
の
御
殿
と
い
う
性
格
が
濃

く
現
れ
て
い
る
。
例
え
ば
主
要
部
の
間
取
り
を
見
る
と
「
御
殿
」
の
東
半
分
に
広
が
る
飲
食
関
係
の

部
屋
、「
御
成
廊
下
」
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
壬
生
城
主
の
た
め
で
は
な
く
将
軍
家
専
用
の
空
間
で

あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、「
御
老
中
之
間
」「
若
御
老
中
衆
部
屋
」
の
よ
う
に
、
壬
生
藩
の
職
制
に

は
見
ら
れ
な
い
役
職
の
名
が
付
い
た
部
屋
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

 

日
光
社
参
と
い
う
将
軍
家
の
権
威
を
示
す
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
の
場
で
、
宿
館
と
い
う
大
役
を
果
た

し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
、
俗
に
い
う
「
六
人
衆
」
や
若
年
寄
を
輩
出
し
、
石
高
は
低
い
な
が
ら
北

関
東
の
要
衝
と
な
っ
た
壬
生
城
の
歴
史
を
象
徴
し
て
い
る
。

Ⅲ
　
徳
川
将
軍
家
と
壬
生
宿
城
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42

　
　◎
五
街
道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図
の
内 

　

　 

　
日
光
道
中
壬
生
通
分ぶ

ん

間げ
ん

延の
べ

絵え

図ず

　 

第
一
巻

　
　 

東
京
国
立
博
物
館

江
戸
幕
府
の
道
中
奉
行
が
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
か
ら
全
国
に

わ
た
っ
て
実
地
の
調
査
を
行
い
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
完
成

さ
せ
た
彩
色
の
道
中
絵
図
。
東
海
道
、
中
山
道
、
甲
州
道
中
な
ど
の

五
街
道
の
ほ
か
、
そ
の
延
長
や
分
岐
し
た
多
く
の
脇
道
を
含
み
、
全

部
で
九
十
一
巻
に
も
及
ぶ
。
三
部
作
成
さ
れ
た
う
ち
、
紅も

み
じ
や
ま

葉
山
文
庫

（
幕
府
が
江
戸
城
内
に
設
け
た
将
軍
家
の
文
庫
）
に
収
め
ら
れ
た
と
思

わ
れ
る
も
の
が
東
京
国
立
博
物
館
に
八
十
巻
所
蔵
さ
れ
、
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
日
光
道
中
壬
生
通
分
間
延
絵
図
」
は
全
二
巻
か
ら
な
る
。

幕
府
が
作
成
し
た
も
の
だ
け
に
、
そ
の
内
容
は
ほ
ぼ
正
確
で
、
街
道

沿
い
の
宿
や
村
々
の
実
態
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

本
資
料
は
日
光
道
中
壬
生
通
の
宿
場
で
あ
り
城
下
町
で
も
あ
る
壬
生

を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
宿
の
中
心
部
に
は
壬
生
城
が
描
か
れ
、「
追お

う

手て

」「
搦か

ら
め
て手

」「
南
追
手
」
の
三
つ
の
御
門
が
確
認
で
き
る
。
宿
は
街

道
に
沿
っ
て
城
郭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。
壬
生
城

に
お
い
て
は
江
戸
中
期
ま
で
に
数
度
の
城
主
交
代
が
行
わ
れ
た
が
、

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
以
降
は
鳥
居
家
三
万
石
の
城
下
町
と
し
て

定
着
し
た
。

026　
　◎
五
街
道
其
外
分
間
延
絵
図
並
見
取
絵
図
の
内 

　

　 

　
日
光
道
中
壬
生
通
分
間
延
絵
図 

第
二
巻

　
　 

東
京
国
立
博
物
館

本
資
料
は
、「
日
光
道
中
壬
生
通
分
間
延
絵
図
」
の
第
二
巻
、
壬
生
通

り
の
中
で
は
壬
生
と
な
ら
ん
で
代
表
的
な
宿
場
で
あ
り
、
最
大
の
規

模
を
も
つ
鹿
沼
を
描
い
た
部
分
で
あ
る
。
鹿
沼
宿
は
、
街
道
が
宿
の

南
入
口
で
分
岐
し
て
田
町
と
内
町
の
二
つ
の
町
筋
に
分
か
れ
、
北
の

出
口
で
再
び
合
流
す
る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
絵
図
で
は
内
町

の
方
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
宿
の
支
配
は
、
田
町
と
内
町
が
さ

ら
に
そ
れ
ぞ
れ
東
西
に
分
割
さ
れ
て
東
町
・
西
町
と
い
う
区
分
に
な

り
、別
々
の
領
主
の
支
配
を
受
け
て
い
た
が
、安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

に
両
町
と
も
に
宇
都
宮
藩
領
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
幕
末
を
迎
え
て
い

る
。
宿
の
西
側
に
ひ
と
き
わ
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
は
も
と
鹿
沼

城
の
鎮
守
で
あ
り
、
の
ち
に
宿
の
鎮
守
と
し
て
崇
敬
を
受
け
る
今
宮

権
現
（
現
在
の
今
宮
神
社
）
で
あ
る
。

027

027 026
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壬
生
城
本
丸
御
殿
跡
出
土
の
軒
先
瓦

　
　 

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

壬
生
城
跡
の
発
掘
調
査
で
は
多
量
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
平
瓦
（
女め

が
わ
ら瓦

）
と
丸
瓦
（
男お

が
わ
ら瓦

）
を
交
互
に
並
べ
た
本
瓦
葺
の
軒

先
を
飾
る
軒
丸
瓦
（
鐙

あ
ぶ
み
が
わ
ら

瓦
）
と
軒
平
瓦
（
宇

の
き
が
わ
ら

瓦
）
が
多
数
確
認
さ
れ

る
。
軒
先
瓦
の
中
に
は
、
城
主
で
あ
っ
た
阿あ

べ部
忠た

だ
あ
き秋

家
の
家
紋
「
違

い
鷹
の
羽
」
を
模
っ
た
家
紋
瓦
も
み
ら
れ
る
。
壬
生
城
に
お
い
て
は
、

中
世
壬
生
氏
時
代
の
建
物
で
は
瓦
の
使
用
例
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
日ひ

ね

の

根
野
吉よ

し
あ
き明

の
入
封
以
降
、
本
丸
御
殿
を
は

じ
め
近
世
壬
生
城
の
建
物
に
瓦
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ

て
の
壬
生
城
本
丸
御
殿
の
姿
を
復
元
す
る
上
で
貴
重
な
遺
物
で
あ
る
。

028　 

◎

二
条
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
障
壁
画
三
之
間
襖
　

　
　 

元
離
宮
二
条
城
事
務
所

二
条
城
は
、
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
徳
川
家
康
が
上
洛
の
た
め
に

築
城
し
、
三
代
将
軍
家
光
が
後ご

水み
ず
の
お尾

天
皇
の
行
幸
に
備
え
て
大
規
模

な
改
修
を
行
っ
た
。
二
之
丸
御
殿
の
障
壁
画
は
こ
の
際
に
描
か
れ

た
も
の
で
、
天
井
画
を
含
め
る
と
三
千
面
以
上
も
の
作
品
（
う
ち

九
百
五
十
四
面
が
重
要
文
化
財
）
が
現
存
し
て
い
る
。

二
之
丸
御
殿
の
障
壁
画
は
、
狩
野
探た

ん
ゆ
う幽

を
中
心
と
す
る
狩
野
派
の
画

家
た
ち
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
探
幽
は
二
之
丸
御
殿
で
最
も
重
要

な
大
広
間
の
障
壁
画
な
ど
を
手
掛
け
、
黒
書
院
は
探
幽
の
弟
尚な

お

信の
ぶ

が

担
当
し
た
。

今
回
展
示
の
資
料
は
三
之
間
（
浜
松
之
間
）
東
面
の
襖
絵
六
枚
の
う

ち
三
枚
で
あ
り
、六
枚
の
襖
を
大
き
な
画
面
に
見
立
て
、「
松
」
の
堂
々

た
る
姿
を
描
い
た
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
今
で
は
全
く
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
壬
生
城
本
丸
御
殿
の
主
要
部
の
間
取
り
は
、
将
軍
の
上
洛

御
殿
と
し
て
二
条
城
二
之
丸
御
殿
の
構
成
と
も
通
ず
る
点
が
あ
る
。

襖
絵
も
二
条
城
と
同
じ
く
、大
き
く
力
強
い「
松
」の
絵
を
華
麗
に
飾
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
襖
絵
か
ら
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

029

029

028-1028-2

028-3028-4

028-5
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46

　
　
徳
川
秀ひ

で

忠た
だ

像

 

　
　 

徳
川
記
念
財
団

二
代
将
軍
秀
忠
（
一
五
七
九
|
一
六
三
二
）
は
、
家
康
の
三
男
に
生
ま
れ

る
。
長
兄
の
信
康
が
織お

だ田
信の

ぶ
な
が長

の
命
で
自
刃
し
、
次
兄
秀
康
が
豊と

よ
と
み臣

秀ひ
で
よ
し吉

の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
世
嗣
と
な
る
。
関
ヶ
原
の
合
戦

030

　
　
徳
川
家い

え

光み
つ

像

　
　 

徳
川
記
念
財
団

三
代
将
軍
家
光
（
一
六
〇
四
|
一
六
五
一
）
は
秀
忠
の
次
男
に
生

ま
れ
、
兄
・
長
丸
が
早
世
し
た
た
め
世
子
と
な
っ
た
。
元
和
九
年

（
一
六
二
三
）、
父
と
と
も
に
上
洛
し
て
将
軍
宣
下
を
受
け
る
。
在
位

期
間
は
二
十
八
年
で
、
こ
の
間
に
は
諸
大
名
の
参
勤
交
代
を
制
度
化

し
、
老
中
・
若
年
寄
を
は
じ
め
と
す
る
幕
府
諸
職
の
権
限
と
機
構
を

定
め
た
。

家
康
を
東
照
大
権
現
と
し
て
深
く
尊
崇
す
る
家
光
は
、
大だ

い
な
ご
ん

納
言
時
代

の
元
和
九
年
か
ら
、
秀
忠
が
没
し
て
名
実
と
も
に
将
軍
権
力
を
掌
握

し
た
時
期
ま
で
に
、『
徳
川
実
紀
』
に
よ
れ
ば
実
に
十
回
も
の
社
参
を

実
施
し
て
い
る
。

031 に
は
遅
れ
て
到
着
し
た
た
め
参
戦
せ
ず
、
家
康
の
叱
責
を
こ
う
む
る

が
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
に
将
軍
位
を
譲
ら
れ
る
。
在
位
期
間

は
十
八
年
、
家
康
の
死
後
は
将
軍
権
力
の
確
立
に
手
腕
を
振
る
っ
た
。

 
秀
忠
は
、
東
照
大
権
現
（
家
康
）
が
久
能
山
か
ら
日
光
山
へ
遷
座
し

て
東
照
社
が
成
立
し
た
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
に
日
光
社
参
を
は

じ
め
て
実
施
し
た
。
以
後
、
計
三
回
の
社
参
が
確
認
で
き
る
。

030

031
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48

　
　
徳
川
家い

え

綱つ
な

像

 

　
　 

徳
川
記
念
財
団

四
代
将
軍
家
綱（
一
六
四
一
|
一
六
八
〇
）は
家
光
の
長
男
に
生
ま
れ
、

わ
ず
か
十
一
歳
で
将
軍
職
に
就
い
た
。
そ
の
治
世
は
江
戸
の
社
会
秩

序
の
安
定
期
に
あ
た
り
、
商
業
が
勃
興
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
農
民
は

騒そ
う
じ
ょ
う

擾
を
起
こ
し
、
武
士
は
窮
乏
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
幸
い
有
能

の
士
を
補
佐
に
得
て
、
太
平
の
世
に
対
応
し
た
諸
制
度
を
整
備
し
た
。

　
家
綱
は
上
洛
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
大
納
言
時
代
の
慶
安

二
年
（
一
六
四
九
）
に
数
え
年
九
歳
で
社
参
を
実
施
し
た
。
そ
し
て

父
家
光
が
眠
る
日
光
山
大た

い
ゆ
う
い
ん

猷
院
の
第
十
三
回
忌
で
あ
る
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
に
再
び
社
参
を
挙
行
し
て
い
る
。

035

　 

　
　
　   

壬
生
宿
割
置
帳

　
　
　
　
　（
寛
永
十
七
年
、
寛
永
十
九
年
、
慶
安
元
年
）

　
　
　 

　
　常
楽
寺
法
寶
蔵

老
中
以
下
中
間
に
至
る
ま
で
日
光
社
参
に
供
奉
し
た
者
た
ち
の
宿
割

を
記
し
た
史
料
。
末
尾
に
宿
割
に
あ
た
っ
た
幕
府
役
人
の
氏
名
と
印
、

032
033
034

032-1

表
紙
と
裏
表
紙
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
箇
所
に
割
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

慶
安
元
年
は
四
月
二
十
五
日
、
他
の
三
箇
年
は
四
月
七
日
で
日
付
の

記
入
が
あ
る
。
四
箇
年
の
宿
割
帳
が
一
括
で
箱
に
収
め
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
の
箱
書
き
に
は
三
浦
壱
岐
守
か
ら
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
お
り
、
三
浦
か
ら
松
平
、
加
藤
を
経
て
鳥
居
家
に
伝
え
ら
れ

た
史
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
代
々
の
城
主
に

受
け
継
が
れ
た
こ
と
は
、
壬
生
城
が
将
軍
家
の
社
参
に
際
し
て
宿
城

と
な
る
城
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
拠
と
い

え
る
。
寛
永
十
九
年
は
往
復
と
も
宇
都
宮
泊
で
あ
り
壬
生
宿
城
は
な

か
っ
た
が
、『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
に
は
四
月
十
五
日
に
宇
都
宮
城
に

泊
ま
っ
た
際
、
急
に
復
路
も
宇
都
宮
城
泊
と
な
る
こ
と
が
仰
せ
出
さ

れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
月
七
日
付
の
宿
割
帳
が
あ
る

こ
と
も
頷
け
る
。
割
当
先
を
み
る
と
、
城
内
の
家
中
屋
敷
や
城
下
の

寺
院
は
も
ち
ろ
ん
町
屋
も
そ
の
宿
泊
所
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
南
は
小
山
町
か
ら
北
は
奈
佐
原
宿
に
至
る
範
囲
の
村
々
に
も
宿
割

り
が
行
わ
れ
て
お
り
、
壬
生
城
下
で
は
宿
を
ま
か
な
い
き
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
城
下
町
の
町
名
に
注
目
す
る
と
、
寛
永
・

慶
安
に
記
さ
れ
寛
文
で
は
見
ら
れ
な
い
「
風
呂
小
路
」（『
壬
生
町
史
』

資
料
編
近
世
で
は
「
風
呂
鶴
」
と
誤
読
し
て
い
る
）
な
ど
、
町
名
の

異
同
が
見
て
取
れ
る
。

035

032-2

033

034-1034-2034-3
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50

　
　
日
光
御
社
御
法
度
覚

 

　
　 

栃
木
県
立
博
物
館

『
日
光
御
社
参
御
法
度
覚
』
は
、
寛
文
三
年(

一
六
六
三)

の
四
代
将

軍
家
綱
の
日
光
社
参
に
関
す
る
諸
規
定
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
あ
げ
た
「
日
光
道
中
附
」
は
そ
の
附
録
で
あ
り
、
家
綱
が
日

光
社
参
を
行
っ
た
際
の
行
程
が
記
さ
れ
、
昼
休
所
・
小
休
所
が
ど
こ

に
お
か
れ
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

036

　
　
野
州
壬
生
御
宿
城
一
件

 

　
　 

岡
山
県
立
記
録
資
料
館

こ
の
史
料
は
乾
・
坤
二
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
将
軍
家
の
日
光
社
参

で
の
壬
生
宿
城
に
関
す
る
覚
書
で
あ
る
。
安
政
四
年
に
九
津
見
範
陳

に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
こ
と
が
巻
末
に
あ
る
。
九
津
見
家
は
代
々
三
浦

家
の
家
老
で
あ
り
、
も
う
一
人
の
家
老
戸
村
家
に
伝
来
し
て
い
た
同

書
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
浦
家
が
在
城
し
て
い
た
寛
永
十
二
年

か
ら
元
禄
五
年
の
間
に
は
三
回
の
日
光
社
参
が
あ
り
、
将
軍
家
を
迎

え
る
側
の
対
応
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
御
殿
并
城

内
坪
数
間
数
」
で
は
、
将
軍
家
の
宿
館
と
な
っ
た
本
丸
御
殿
を
は
じ

め
、
社
参
に
関
係
し
た
建
物
の
規
模
や
当
時
の
壬
生
城
の
規
模
な
ど

が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
丸
御
殿
の
記
述
と
「
壬
生
城
本
丸
指

図
」（050

）
を
照
合
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
部
分
で
一
致
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。
坤
の
巻
は
「
寛
文
四
年
三
月 

三
浦
志
摩
守
知
行

高
之
帳 

六
」
で
大
尾
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
次
に
「
寛
文
三
癸
卯

年 

四
月
廿
二 

日
光
山
幸
御 

還
御
壬
生
城
御
一
宿
記
」
が
続
く
。
こ

ち
ら
も
同
時
期
に
戸
村
家
の
史
料
を
九
津
見
範
陳
が
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
表
題
の
と
お
り
寛
文
三
年
だ
け
で
あ
る
が
、
原
本
は
当
時
の

家
老
戸
村
栄
茂
自
筆
の
書
留
と
あ
る
。

038 　 

　

壬
生
宿
割
置
帳
（
寛
文
三
年
）

　
　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

 037

036

037-1037-2

037-3

032, 033, 034, 037

038-1038-2038-3

038-4038-5038-6

038-7

038-8



53

52

　
　
壬
生
城
内
訳

 

　
　
岡
山
県
立
記
録
資
料
館

『
壬
生
町
史
』
附
録
の
文
書
目
録
に
「
壬
生
城
内
訳
」
と
あ
る
史
料
で

あ
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
で
は
『
野
州
壬
生
御
宿
城
一
件
』（038

）

の
抜
粋
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
記
載

の
内
容
に
異
同
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
史
料
に
は
作
成
状
況
が
記
さ
れ

て
い
な
い
の
で
確
か
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
野
州
壬
生
御
宿
城

一
件
』
と
は
別
の
記
録
を
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
明
ら
か
な
異
同

と
し
て
は
、
前
者
は
城
内
侍
屋
敷
や
城
下
町
屋
と
い
う
書
き
方
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
具
体
的
な
屋
敷
拝
領
者
の
氏
名
あ
る
い
は
町
名
と

居
住
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
前
者
に
は
な
い
社
参
の
行
列
が

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
七
五
三
膳
を
は
じ
め
饗
応
の
献
立

の
一
部
に
差
異
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

039　
　
日
光
御
参
詣
記

 

　
　
国
立
公
文
書
館

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、四
代
家
綱
の
日
光
社
参
の
記
録
。
還
御
（
帰

路
）
の
四
月
二
十
一
日
に
壬
生
城
に
入
り
、
本
丸
御
殿
に
お
い
て
城

主
と
の
間
で
献
上
・
拝
領
の
儀
式
が
と
り
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
古
河

宿
城
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
内
容
と
書
院
に
用
意
さ
れ
た
備
品
類
の

数
々
な
ど
、
将
軍
一
行
を
迎
え
る
た
め
の
準
備
に
関
す
る
記
述
が
な

さ
れ
て
い
る
。

040

039-1039-2

039-3039-4

040-1

040-2

040-3

040-4

「七五三」（儀式用の膳）

「御献立」（将軍の食事）



55

54

　
　
日
光
御
成
覚
書

 

　
　 

福
山
城
博
物
館

寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）、四
代
家
綱
の
日
光
社
参
の
記
録
。「
覚
書
」

は
、
供
奉
者
の
内
訳
と
そ
れ
ぞ
れ
の
宇
都
宮
城
と
城
下
に
お
け
る
宿

泊
先
、
城
と
城
下
の
警
備
状
況
、
将
軍
の
身
辺
で
用
意
さ
れ
た
備
品

類
、
将
軍
と
供
奉
者
に
供
さ
れ
る
職
階
別
の
食
事
な
ど
、
将
軍
一
行

を
迎
え
る
た
め
の
実
に
様
々
な
準
備
の
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
う
ち
「
御
殿
御
座
敷
其
所
々
畳
敷
所
」
は
城
内
の
畳
が
敷

か
れ
て
い
る
場
所
が
列
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見

る
と
将
軍
の
御
座
所
と
な
っ
て
い
た
宇
都
宮
城
本
丸
御
殿
は
、
五
十

|
七
十
畳
の
部
屋
を
複
数
備
え
た
い
わ
ゆ
る
「
千
畳
敷
」
の
広
大

な
御
殿
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

041　
　
日
光
山
大
絵
図

 

　
　 

栃
木
県
立
博
物
館

本
図
は
、
肉
筆
に
著
彩
し
た
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
般
の
日
光
山
絵
図
の
よ
う
な
日
光
山
内
の
寺
社
の
み
を
中
心
と
し

た
も
の
で
は
な
く
、院
・
坊
の
他
、門
前
の
東
町
（
下
町
）、西
町
（
入
町
）

の
一
戸
毎
の
人
名
を
逐
一
記
し
た
絵
図
で
あ
る
。
ま
た
、
絵
図
右
側

を
縦
に
走
る
稲
荷
川
の
東
岸
に
二
ヶ
所
町
並
み
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
そ
の
家
並
の

多
く
を
失
っ
た
稲
荷
町
（
井
町
）
の
流
れ
残
っ
た
町
屋
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
本
図
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
家
綱
の
日
光
社
参

の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

042

041-1

042

041-2041-3

041-4041-5041-6

041-7041-8

「御献立」（将軍の食事）



57

56

　
　
壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
指
図

 

　
　 

常
楽
寺
法
寶
蔵

今
回
の
企
画
展
に
向
け
た
調
査
の
中
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
絵
図
で
あ

る
。
地
元
に
残
る
絵
図
で
は
初
め
て
本
丸
御
殿
が
描
か
れ
て
い
る
。
本

丸
御
殿
を
描
い
た
絵
図
と
し
て
は
「
壬
生
城
本
丸
指
図
」（050

）
に
続

き
二
点
目
と
な
る
が
、
二
の
丸
の
諸
建
築
が
描
か
れ
て
い
る
絵
図
と
し

て
は
、
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
絵
図
全
体
は
一
・
二
セ
ン
チ
間
隔
で
方

眼
が
箆
引
き
さ
れ
、
そ
の
上
に
各
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
本
丸
御
殿

本
体
は
、
柱
が
描
か
れ
て
い
な
い
所
が
何
箇
所
も
あ
り
、
間
仕
切
り
建

具
な
ど
の
記
載
も
な
い
な
ど
、「
壬
生
城
本
丸
指
図
」
よ
り
は
簡
略
的

に
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
反
面
こ
れ
ま
で
全
く
分
か
ら
な
か
っ
た
本
丸

北
側
の
新
虎
口
の
構
造
あ
る
い
は
土
塁
や
堀
、
土
塀
の
屈
曲
な
ど
の
新

知
見
も
多
い
。
絵
図
の
作
成
年
代
や
目
的
を
示
す
も
の
は
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
元
禄
の
大
改
修
で
埋
め
ら
れ
た
東
門
付
近
が
貼
紙
で
改
修
前
・

後
が
わ
か
る
よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と
、
社
参
の
際
に
必
要
な
建
物
に
着

色
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
参
に
備
え
て
描
か
れ
た
絵
図
と
見

ら
れ
る
。
鳥
居
家
に
伝
来
し
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
鳥
居
家
が
壬
生

城
主
と
な
っ
た
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
以
降
に
描
か
れ
た
絵
図
と
推

測
さ
れ
る
。
享
保
十
二
年
に
城
下
町
屋
の
一
軒
一
軒
の
調
査
を
し
た『
壬

生
通
町
屋
敷
并
尺
間
数
書
上
帳
』（044

）
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
絵
図
も
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
の
八
代
将
軍
吉
宗
の
社
参
に
備

え
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

043 　
　
壬
生
通
町
屋
敷
并
尺
間
数
書
上
帳

 

　
　 

個
人
蔵

壬
生
町
の
中
心
部
、
通
町
の
屋
敷
に
つ
い
て
、
そ
の
家
主
と
広
さ
を

一
軒
ず
つ
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
書
上
帳
に
は
作
成
の
目
的

は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
翌
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
は
八

代
吉よ

し
む
ね宗

に
よ
る
日
光
社
参
が
行
わ
れ
た
年
で
あ
り
、
そ
の
準
備
と
し

て
各
地
で
屋
敷
の
書
上
げ
、
屋
敷
図
の
作
成
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、

本
資
料
も
そ
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
将
軍

家
の
社
参
の
際
に
は
、
家
臣
お
よ
び
従
者
の
宿
所
と
し
て
民
家
も
使

用
さ
れ
た
こ
と
が
『
壬
生
宿
割
置
帳
』（032, 033, 034, 037

）
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
資
料
も
同
様
の
目
的
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

044

044-1044-2

043-1

043-2043-3（東虎口付近、改修後） （東虎口付近、改修前）



 

二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
よ
り
始
ま
っ
た
日
光
社
参
は
、
国
家
的
イ
ベ
ン
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
壮
大
な
行

列
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
大
納
言
や
大お

お
ご
し
ょ

御
所
時
代
の
社
参
も
含
め
る
と
十
九
回
（『
徳

川
実
紀
』）
を
数
え
、
多
く
の
場
合
は
家
康
の
命
日
で
あ
る
四
月
十
七
日
に
行
わ
れ
る
東
照
宮
の

大
祭
に
合
わ
せ
て
実
施
さ
れ
た
。
将
軍
家
の
日
光
社
参
で
は
、
往
路
（
御お

成な
り

）・
帰
路
（
還か

ん
ぎ
ょ御

）

と
も
、
宿
館
で
あ
り
御
成
御
殿
で
あ
る
岩
槻
城
、
古
河
城
、
宇
都
宮
城
も
し
く
は
壬
生
城
の
三
城

に
宿
泊
し
、
四
日
目
に
日
光
あ
る
い
は
江
戸
に
入
る
の
を
常
と
し
た
。

壬
生
城
に
お
け
る
将
軍
家
の
宿
城
は
八
回
を
数
え
る
が
、
四
代
将
軍
家
綱
を
最
後
に
将
軍
の
壬
生

宿
城
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
壬
生
城
本
丸
御
殿
は
、
江
戸
初
期
の
城
主
日ひ

ね

の

根
野
吉よ

し

明あ
き

に
よ

る
普ふ

請し
ん

以
来
、
約
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
宿
館
と
し
て
の
使
命
を
担
い
、
そ
の
役
目
が
終
わ
っ
た
あ

と
も
す
ぐ
に
は
破
却
さ
れ
ず
に
近
世
後
期
ま
で
維
持
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

Ⅳ
　
壬
生
城
本
丸
御
殿
と
日
光
社
参



61

60

　
　
江
戸
城
年
始
登
城
風
景
図
屏
風

 

　
　 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

正
月
年
始
登
城
の
際
の
下げ

馬ば

先さ
き

の
風
景
。
右
隻
は
大
手
門
及
び
内
桜

田
門
（
桔き

き
ょ
う
も
ん

梗
門
）
前
、
左
隻
は
坂
下
門
及
び
西
大
手
門
前
の
供
侍
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
江
戸
城
へ
の
登
城
を
行
う
場
合
、
藩
主
に

随
行
で
き
る
家
臣
の
数
に
は
制
限
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
他
の
者
は

門
前
で
待
機
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
一い

っ
せ
い斉

登
城
と
も
な
れ
ば
、
下
馬

先
は
主
人
を
待
つ
家
臣
で
大
変
な
混
雑
と
な
っ
た
。

本
図
と
社
参
の
行
列
と
は
異
な
る
が
、
特
に
社
参
の
長
大
な
行
列
は

「
そ
の
上
下
の
人
々
は
、
十
四
、五
万
に
も
あ
ま
る
べ
し
」
と
『
徳
川

実
紀
』
に
記
述
さ
れ
る
ほ
ど
の
大
行
列
で
あ
っ
た
。
門
前
で
待
機
し

て
い
る
人
々
の
風
景
か
ら
社
参
の
行
列
を
想
像
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

045　
　
日
光
御
成
并
還
御
道
中
図

 

　
　 

栃
木
県
立
博
物
館

本
文
に
年
記
等
は
な
い
が
、
領
主
や
幕
府
代
官
の
名
前
か
ら
、
享
保

年
間
、
八
代
吉
宗
の
日
光
社
参
の
準
備
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
道
中

図
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
小
山
よ
り
石
橋
、
宇
都
宮
を
通
っ
て
日

光
に
至
る
日
光
道
中
と
、
小
山
付
近
の
喜
沢
村
で
日
光
道
中
か
ら

西
に
分
か
れ
、
壬
生
、
鹿
沼
を
通
っ
て
今
市
で
再
び
日
光
道
中
と
合

流
す
る
日
光
道
中
壬
生
通
を
並
行
し
て
描
く
が
、
こ
れ
は
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
の
四
代
家
綱
の
日
光
社
参
の
と
き
、
行
き
は
日
光
道
中

を
、
帰
り
は
日
光
道
中
壬
生
通
を
通
っ
た
た
め
で
あ
り
、
所
々
に
家

綱
社
参
の
際
の
休
息
所
の
位
置
が
「
先
規
昼
御
休
」「
先
規
御
茶
屋
場
」

な
ど
と
図
示
さ
れ
て
い
る
。
吉
宗
の
社
参
も
当
初
は
こ
の
前
例
に
な

ら
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
行
き
も
帰
り
も
宇
都
宮
を
経
由

し
て
日
光
道
中
を
通
る
ル
ー
ト
が
選
択
さ
れ
た
。

046

045-1

045-2

046-1046-2

046-3046-4

（右隻）

（左隻）

岩附城（岩槻城）古河城

壬生城宇都宮城



63

62

　
　
下
総
古
河
城
内
本
丸
之
図

 

　
　
中
根
家
所
蔵

本
図
は
、
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
作
成
と
伝
え
ら
れ
る
古
河
城

本
丸
御
殿
の
平
面
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
御
殿
の
坪
数
は
約

七
百
十
坪
。
そ
の
四
隅
に
櫓
が
の
り
、
北
隅
の
三
重
櫓
が
天
守
に
相

当
す
る
。
本
丸
の
敷
地
の
大
部
分
を
占
め
る
御
殿
は
、
柱
間
、
建
具

の
種
類
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
櫓
は
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
絵

048

　
　
岩
槻
城
本
丸
御
殿
絵
図

 

　
　 

上
田
市
立
博
物
館

本
図
は
近
世
中
期
、
松

ま
つ
だ
い
ら平

忠た
だ

周ち
か

在
城
期
の
岩
槻
城
本
丸
御
殿
の
図

面
で
あ
る
。
本
丸
は
方
形
で
総
坪
数
二
千
七
百
六
十
六
坪
、
関
東

の
城
ら
し
く
堀
と
土
塁
を
巡
ら
す
。
出
入
口
は
南
東
の
表
門
（
御

成
御
門
）、
北
東
の
裏
門
、
北
の
茶
屋
曲
輪
口
の
三
ヶ
所
で
、
沼
地

に
面
し
た
北
西
部
に
は
外
部
と
連
絡
で
き
る
船
入
口
が
あ
っ
た
。

表
門
の
先
に
桁
行
七
間
・
梁
間
二
間
の
番
所
が
あ
り
、
門
の
北
東

047

　
　●
小
山
御
殿
絵
図

 

　  

　
個
人
蔵

本
図
は
、
社
参
の
休
憩
所
と
し
て
設
け
ら
れ
た
小
山
御
殿
の
絵
図
で
、

制
作
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
将
軍
家
の
社
参
は
文
字
史
料
に
よ
る
と

十
九
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
小
山
御
殿
は
基
本
的
に
は
休
憩
の
み
の

御
殿
で
あ
り
、
宿
泊
し
た
の
は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）、
当
時
九
歳

の
大
納
言
家
綱
（
の
ち
四
代
将
軍
）
だ
け
で
あ
る
。
御
殿
は
元
和
期

に
設
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の

049図
の
性
格
か
ら
作さ

く

事じ

関
係
の
図
面
で
あ
っ
た
こ
と
が
類
推
さ
れ
る
。

内
部
の
間
取
り
で
は
、
玄
関
を
入
る
と
ま
ず
広
間
が
あ
る
。
奥
に
は

書
院
が
三
棟
並
ん
で
い
た
よ
う
で
、「
御
白
書
院
」「
御
黒
書
院
」、

そ
し
て
東
側
に
上
段
・
中
段
・
御
次
で
構
成
さ
れ
る
「
御
成
書
院
」

が
み
ら
れ
る
。「
奥
料
理
之
間
」
の
東
に
は
「
御
老
中
座
敷
」
が
あ
る
。

こ
の
本
丸
御
殿
が
日
光
社
参
の
際
の
将
軍
の
宿
館
と
し
て
使
わ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。

に
柿

こ
け
ら
ぶ
き

葺
の
二
重
櫓や

ぐ
ら、

西
に
柿
葺
一
重
の
櫛
形
櫓
、
南
西
隅
に
瓦
葺

二
重
の
瓦
櫓
が
あ
り
、
天
守
に
代
わ
る
望
楼
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
。
御
殿
の
坪
数
は
約
五
百
八
十
坪
。
書
院
造
の
御
殿
一
棟
と
武

具
蔵
一
棟
が
描
か
れ
て
い
る
。
御
殿
は
御
成
門
を
入
っ
て
右
手
に

あ
り
、
御
上
段
の
間
、
二
の
御
間
、
三
の
御
間
、
溜
の
間
、
中
御

広
間
、
御
広
間
、
遠
侍
、
御
膳
所
、
御
台
所
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。

将
軍
の
日
光
社
参
の
際
に
は
、
こ
の
本
丸
御
殿
が
将
軍
の
宿
館
と

し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
近
世
後
期
に
は
御
殿
は

廃
亡
し
空
地
と
な
っ
た
。

台
風
で
損
壊
し
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）、
古
河
藩
主
堀ほ

っ

田た

正ま
さ
と
し俊

が

領
主
の
と
き
に
用
材
の
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
消
滅
し
た
。
本
図
に
は

御
殿
の
ほ
か
、
玄
関
・
台
所
・
広
間
な
ど
の
間
取
り
、
御
門
・
御
成

門
・
番
所
な
ど
の
配
置
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
和
二
年
の
「
御
殿
御

家
間
数
の
覚
」
に
よ
る
と
、
柿
葺
・
茅か

や
ぶ
き葺

・
板
葺
屋
根
の
下
に
、
畳

数
四
百
十
六
畳
が
あ
り
、
ま
た
、
板
戸
・
唐か

ら
か
み紙

障
子
・
舞ま

い

羅ら

戸ど

・
遣や

り
戸
な
ど
の
建
具
が
二
百
本
、
そ
の
ほ
か
玄
関
道
具
と
し
て
立
柱
・
桁
・

額
付
き
・
棟
や
、
の
ち
に
古
河
藩
や
代
官
所
に
引
き
渡
さ
れ
た
大
石
・

中
石
・
小
石
数
百
個
が
記
さ
れ
、
荘
厳
な
御
殿
だ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

な
お
、
小
山
御
殿
の
位
置
は
現
在
の
市
役
所
付
近
に
あ
た
る
。

047

049

048



65

64

　
　●
宇
都
宮
城
本
丸
将
軍
家
御
泊
城
ノ
節
建
物
ノ
図

 

　
　 

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会

宇
都
宮
城
本
丸
内
部
に
建
て
ら
れ
た
御
殿
を
中
心
に
、
北
門
の
清
水
門

と
南
門
の
伊
賀
門
、
北
西
隅
の
「
清
明
台
」
を
は
じ
め
と
す
る
五
棟
の

櫓
、
築つ

い

地じ

塀べ
い

、
樹
木
の
種
類
と
大
き
さ
ま
で
も
が
細
か
く
記
録
さ
れ
て

い
る
絵
図
で
あ
る
。
将
軍
の
日
光
社
参
時
の
宿
泊
に
使
用
さ
れ
た
と
さ

れ
る
御
殿
は
、
唐
門
か
ら
石
畳
を
踏
ん
で
玄
関
に
入
り
、
広
間
を
経
て

将
軍
の
居
所
で
あ
る
上
段
、
次
の
間
へ
と
進
む
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

玄
関
の
北
側
に
は
「
遠

と
お
ざ
む
ら
い

侍
」
な
ど
控
え
の
武
士
の
詰
め
る
部
屋
が
見
ら

052

　
　
開
雲
寺
境
内
古
絵
図

 

　
　 

開
雲
寺

開
雲
寺
は
日
光
道
中
石
橋
宿
の
中
心
に
位
置
す
る
寺
院
で
あ
る
。
本
図

は
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）、
当
時
九
歳
の
大
納
言
家
綱
（
の
ち
四
代

将
軍
）の
日
光
社
参
の
折
に
小
休
所
に
あ
て
ら
れ
た
開
雲
寺
境
内
の「
御

殿
所
」
と
「
家
光
手
植
の
槇
ノ
木
」
を
描
い
た
貴
重
な
絵
図
で
あ
る
。

境
内
の
周
囲
に
は
土
手
と
外
堀
、
さ
ら
に
土
手
の
上
に
は
狭さ

ま間
（
矢
窓
）

の
あ
る
屋
根
付
き
の
板
塀
が
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
さ
な
が
ら
城
郭
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。
開
雲
寺
は
そ
の
後
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
四

代
家
綱
の
社
参
の
折
に
も
小
休
所
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
寺

に
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
に
描
か
れ
た
古
絵
図
も
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
本
図
と
比
較
す
る
と
「
家
光
手
植
の
槇
ノ
木
」
ら
し
き
木
が
本

堂
前
で
は
な
く
御
殿
所
の
南
側
に
あ
る
、
庫
裏
の
間
取
り
や
将
軍
の
境

内
進
行
ル
ー
ト
が
描
か
れ
て
い
な
い
な
ど
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

051 　
　
壬
生
城
本
丸
指
図

 

　
　 

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

元
禄
八
年
か
ら
正
徳
二
年
に
在
城
し
た
加
藤
家
に
伝
来
し
た
絵
図
で

あ
る
。
壬
生
城
の
絵
図
は
三
十
点
近
く
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
本
丸

だ
け
を
描
い
て
い
る
の
は
こ
の
絵
図
の
み
で
あ
る
。
全
体
は
二
・
四
セ

ン
チ
間
隔
で
方
眼
が
箆
引
き
さ
れ
、
そ
の
上
に
各
建
物
が
描
か
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
図
に
よ
り
本
丸
の
内
部
い
っ
ぱ
い
に
御
殿
が
建
て
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
部
屋
の
一
部
に
は
名
称
も
記
入
さ
れ
て
い
る
が
、

御
老
中
・
若
御
老
中
と
い
っ
た
壬
生
藩
の
職
制
に
は
な
い
役
職
、
御
成

廊
下
あ
る
い
は
御
殿
の
東
半
分
に
広
が
る
飲
食
関
係
の
名
称
を
も
つ

部
屋
な
ど
、
普
通
の
大
名
の
住
居
と
は
違
う
御
殿
で
あ
る
こ
と
を
想
起

さ
せ
る
。
こ
の
絵
図
は
『
壬
生
町
史
』
編
纂
の
際
に
存
在
が
確
認
さ
れ

た
が
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
わ
ず
か
に
『
壬
生
町
史
』

（
資
料
編
近
世
）
の
口
絵
写
真
に
使
用
さ
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
昭
和

二
十
一
年
ま
で
残
っ
て
い
た
本
丸
に
は
御
殿
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
絵
図
の
価
値
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
多
か
っ
た
が
、
昭
和

五
十
九
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
本
丸
東
虎
口
の
存
在
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
絵
図
が
間
違
い
な
く
壬
生
城
本
丸
を
描
い
た

絵
図
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

050れ
る
が
、
廊
下
が
途
中
で
切
れ
て
い
る
箇
所
が
複
数
あ
り
、
そ
の
先
に

「
勝
手
向
（
台
所
）」
や
「
風
呂
屋
」
を
解
体
し
た
と
き
の
古
材
木
を
収

納
し
た
と
記
さ
れ
る
長
屋
風
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

本
丸
御
殿
の
大
き
さ
は
、
二
百
九
十
一
坪
、
三
百
八
十
五
坪
、

五
百
三
十
一
坪
な
ど
と
記
録
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
。
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
に
四
代
家
綱
が
宇
都
宮
城
に
宿
泊
し
た
際
の
記
録
に
よ

れ
ば
、
当
時
の
本
丸
御
殿
は
、
こ
の
絵
図
に
描
か
れ
た
部
屋
以
外
に

七
五
三
の
間
、
老
中
座
敷
な
ど
を
備
え
た
広
大
な
建
物
で
あ
っ
た
よ

う
で
、
こ
の
絵
図
の
左
半
分
の
敷
地
一
杯
に
建
物
が
存
在
し
た
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
。

050

051

052
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66

　
　
宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

 

　
　
個
人
蔵

宇
都
宮
城
に
お
い
て
は
、
十
八
世
紀
以
降
社
参
を
実
施
し
た
三
人

の
将
軍
は
二
の
丸
御
殿
の
南
端
に
増
設
さ
れ
た
御
座
所
に
宿
泊
し

て
お
り
、
不
要
に
な
っ
た
本
丸
御
殿
は
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

に
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
が
複
数
の
記
録
に
書
か
れ
て
い
る
。
将
軍

は
、
二
の
丸
門
か
ら
入
っ
て
御
殿
の
玄
関
前
を
素
通
り
し
、
御
殿

東
の
縁
側
に
設
け
ら
れ
た
駕
籠
台
か
ら
建
物
の
内
部
に
入
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

055

　
　
空う

つ

穂ぼ

 

　
　
精
忠
神
社

壬
生
藩
鳥
居
家
所
用
の
空
穂
。
空
穂
と
は
江
戸
時
代
の
大
名
道
具
の

ひ
と
つ
で
、
矢
を
入
れ
る
道
具
の
一
種
で
あ
る
。
竹
籠
に
紙
を
貼
っ

て
漆
を
塗
り
、
内
部
を
空
洞
に
し
た
も
の
で
、
矢
を
保
護
す
る
た
め

に
全
体
を
包
む
と
こ
ろ
が
箙

え
び
ら

と
異
な
る
。
上
部
の
穂
の
部
分
に
鳥
居

家
の
家
紋
「
鳥
居
」、
下
部
の
間
蓋
の
部
分
に
同
じ
く
鳥
居
家
の
家
紋

「
竹
に
雀
」
を
施
し
て
い
る
。

055　
　
馬う

ま

印
じ
る
し

 

　 

　
精
忠
神
社

壬
生
藩
鳥
居
家
所
用
の
馬
印
で
全
長
は
三
メ
ー
ト
ル
以
上
。
馬
印
は

軍
陣
の
記
標
と
し
て
用
い
ら
れ
た
指
物
の
一
つ
で
あ
る
。
総
大
将
の

馬
前
ま
た
は
馬
側
に
標
と
す
る
も
の
を
御
馬
印
、
大
将
の
旗
本
に
立

て
る
の
を
大
馬
印
と
い
い
、
豊
臣
秀
吉
の
「
瓢

ひ
ょ
う
た
ん

箪
に
金
の
き
り
さ
き
」

の
馬
印
は
有
名
で
あ
る
。

056

　
　
矢や

箱ば
こ

 

　
　 

精
忠
神
社

壬
生
藩
鳥
居
家
所
用
の
矢
箱
。
矢
箱
と
は
大
名
道
具
の
ひ
と
つ
で
、

矢
を
入
れ
る
箱
で
あ
る
。
こ
の
矢
箱
は
黒
漆
塗
り
で
蓋ふ

た

と
身
の
部
分

か
ら
な
り
、
身
の
部
分
は
尻
つ
ぼ
み
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
に
鳥
居

家
の
「
竹
に
雀
」
の
家
紋
が
施
し
て
あ
り
、
運
搬
の
際
に
は
背
負
う

よ
う
に
で
き
て
い
る
。

058

　
　
岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

 

　
　 

個
人
蔵

日
光
社
参
の
宿
泊
地
で
あ
る
岩
槻
城
・
古
河
城
・
宇
都
宮
城
で
は
、

寛
文
三
年（
一
六
六
三
）に
挙
行
さ
れ
た
四
代
家
綱
の
社
参
を
最
後
に
、

八
代
吉
宗
の
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
ま
で
、
実
に
六
十
五
年
間

も
将
軍
宿
城
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
間
不
使
用
で
あ
っ
た
御

殿
は
、
修
繕
で
使
用
可
能
な
状
態
に
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
た
め
、

八
代
吉
宗
の
社
参
の
際
に
は
宿
城
に
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
本
丸
御

殿
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
二
の
丸
を
増
築
し
た
新
御
殿
が
使

用
さ
れ
て
い
る
。
葦
名
家
文
書
に
は
将
軍
の
社
参
の
際
に
将
軍
の
宿

館
と
な
っ
た
輪
王
寺
本
坊
の
間
取
り
図
と
、
そ
れ
と
同
じ
様
式
で
作

成
さ
れ
た
岩
槻
城
・
古
河
城
・
宇
都
宮
城
の
各
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
る
。

各
絵
図
と
も
二
の
丸
御
殿
内
に
新
設
さ
れ
た
御
座
所
を
赤
く
表
示
し

053

　
　
古
河
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

 

　
　
個
人
蔵

古
河
城
の
新
た
な
御
成
御
殿
で
あ
る
二
の
丸
御
殿
の
絵
図
。
本
来
の

玄
関
の
南
（
絵
図
で
は
左
）
に
新
た
に
御
成
門
が
設
け
ら
れ
、
縁
側

か
ら
建
物
に
入
り
、
座
敷
周
り
の
廊
下
を
通
っ
て
奥
の
御
座
所
に
入

る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

054 て
い
る
。
岩
槻
城
で
は
本
来
の
門
と
は
別
に
御
成
門
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
こ
こ
か
ら
将
軍
御
成
用
の
玄
関
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に

御
座
所
が
あ
る
。
古
河
・
宇
都
宮
と
比
較
し
て
御
座
所
以
外
に
増
設

さ
れ
た
建
物
（
緑
色
の
部
分
）
が
多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。
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日
光
山
内
図
屏
風

 

　
　 

栃
木
県
立
博
物
館

日
光
の
地
に
東
照
権
現
を
祀
る
日
光
東
照
社
が
造
営
さ
れ
、
後ご

光
こ
う
み
ょ
う明

天
皇
か
ら
宮
号
の
宣
下
を
受
け
て
以
来
、
日
光
東
照
宮
は
伊
勢
神
宮

と
な
ら
ぶ
大
社
と
な
っ
た
。
徳
川
家
の
祖
霊
を
詣
で
る
日
光
参
詣
は
、

歴
代
将
軍
・
大
名
に
と
ど
ま
ら
ず
公
家
・
文
人
・
一
般
民
衆
に
ま
で

流
行
し
た
。
本
屏
風
の
筆
者
は
、
尾
張
徳
川
家
の
御
用
絵
師
で
南
部

一
翁
、
名
を
康
広
、
別
号
を
松
樹
軒
と
い
う
。
日
光
山
内
、
東
照
宮

参
詣
の
様
子
を
俯
瞰
的
に
描
き
、裏
面
に
は「
貞
享
二
年
」（
一
六
八
五
）

の
墨
書
が
あ
る
。

ま
た
、
近
年
の
調
査
に
よ
っ
て
、
東
照
宮
拝
殿
前
に
立
つ
束
帯
姿
の

貴
人
、
大
猷
院
の
建
築
、
将
軍
家
御
殿
前
の
駕
籠
な
ど
の
描
写
か
ら
、

本
屏
風
の
主
題
を
四
代
家
綱
に
よ
る
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
日

光
社
参
と
見
る
新
説
が
提
出
さ
れ
た
。
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将
軍
家
宿
泊
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
本
丸
御
殿
の
構
成

浅
野
伸
子
（
放
送
大
学
客
員
准
教
授
）

　
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
四
月
十
七
日
、
駿
府
城
で
没
し
た
徳
川
家
康
は
直
ち
に
久
能
山
へ
葬
ら
れ
た
が
、
同
年
十
月
に
は
日
光

山
で
廟
の
造
営
が
始
め
ら
れ
、
家
康
の
霊
柩
を
移
し
て
の
一
周
忌
は
、
二
代
将
軍
秀
忠
臨
席
の
も
と
に
創
建
さ
れ
た
日
光
東
照
社
で

行
わ
れ
た
。
以
後
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
世
嗣
や
大
御
所
を
含
む
将
軍
家
の
日
光
へ
の
参
詣
は
十
九
回
（
確
認
で
き
る
実
施
は
十
七

回
と
さ
れ
る
）
を
数
え
る
。
こ
の
将
軍
家
の
参
詣
を
「
日
光
社
参
」
と
い
い
、『
徳
川
実
記
』
に
は
秀
忠
が
四
回
、
三
代
家
光
が
十
回
、

四
代
家
綱
が
二
回
、
八
代
吉
宗
、
十
代
家
治
、
十
二
代
家
慶
が
各
一
回
お
こ
な
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
四
代

将
軍
ま
で
で
社
参
回
数
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
特
に
家
綱
が
世
嗣
と
し
て
社
参
し
た
十
五
回
目
ま
で
が
頻
繁
で
、
家
康
が
没
し
て
約

三
十
年
の
間
に
年
数
を
あ
ま
り
置
か
ず
に
実
施
さ
れ
た
。

　
社
参
の
日
程
は
通
常
で
片
道
三
泊
四
日
と
し
、
将
軍
の
宿
泊
に
は
岩
槻
城
、
古
河
城
、
宇
都
宮
城
が
使
わ
れ
た
が
、
復
路
に
限
り

宇
都
宮
城
で
は
な
く
壬
生
城
と
し
た
例
が
八
回
（
確
実
な
記
録
は
六
回
と
さ
れ
る
）
あ
る
。
い
ず
れ
も
幕
府
の
要
職
に
就
い
た
譜
代

大
名
が
配
さ
れ
た
城
で
、
本
丸
に
将
軍
家
が
社
参
時
に
使
う
専
用
の
御
殿
が
あ
り
、
城
主
の
御
殿
は
二
之
丸
以
下
に
あ
っ
て
居
宅
あ

る
い
は
屋
形
な
ど
と
称
し
た
。
幸
い
に
も
、
こ
の
四
城
の
本
丸
御
殿
の
指
図
が
残
っ
て
お
り
、
将
軍
家
を
迎
え
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
設
備
が
必
要
で
あ
っ
た
か
を
知
る
事
が
出
来
る
。
た
だ
し
、
宇
都
宮
城
の
指
図
は
風
呂
屋
や
台
所
な
ど
の
付
属
部
分
が
取
り
壊
さ

れ
た
の
ち
の
、
残
っ
た
玄
関
と
書
院
部
分
だ
け
が
描
か
れ
た
も
の
で
、
完
全
な
平
面
で
は
な
い
。
ま
た
、
指
図
は
い
ず
れ
も
作
成
年

を
記
し
て
い
な
い
た
め
、
将
軍
家
の
う
ち
の
だ
れ
が
そ
の
平
面
の
時
に
宿
泊
し
た
か
を
特
定
す
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
壬
生
城
に
関

し
て
だ
け
は
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
再
建
さ
れ
た
御
殿
の
指
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
御
殿
に
は
寛
文
三
年

（
一
六
六
三
）
の
十
六
回
目
の
社
参
時
に
将
軍
家
綱
が
宿
泊
し
、
そ
の
後
は
壬
生
城
を
使
わ
な
く
な
る
の
で
、
た
だ
一
回
き
り
の
利
用

で
あ
っ
た
。
ま
た
他
の
岩
槻
城
、
古
河
城
、
宇
都
宮
城
も
、
八
代
吉
宗
の
十
七
回
目
以
降
は
、
二
之
丸
の
藩
主
居
宅
に
付
属
し
て
「
御

旅
館
」（
将
軍
の
休
息
及
び
寝
室
と
し
て
の
御
座
所
）
を
新
造
し
宿
泊
し
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
の
本
丸
御
殿
も
寛
文
三
年
ま
で
の
利

用
で
あ
る
。
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
本
丸
の
御
殿
は
、
江
戸
時
代
の
い
つ
頃
か
は
不
明
で
あ
る
が
順
次
取
り
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ら
四
城
の
本
丸
御
殿
の
指
図
や
残
さ
れ
た
記
録
か
ら
部
屋
名
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
将
軍
家
専
用
の
空
間
、
対
面
等
の
儀
礼

の
空
間
、
玄
関
や
供
奉
の
者
が
控
え
る
部
屋
、
台
所
な
ど
饗
応
の
膳
を
整
え
る
空
間
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
行
事
な
ど
の

表
向
、
主
人
の
私
的
な
奥
向
、
及
び
台
所
な
ど
の
付
属
部
分
で
構
成
さ
れ
る
、
他
の
城
の
御
殿
と
基
本
的
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
大

き
く
異
な
る
の
は
家
臣
が
日
常
詰
め
て
職
務
を
行
う
役
所
部
分
が
無
い
こ
と
、
ま
た
一
方
で
老
中
な
ど
の
控
所
や
将
軍
の
膳
を
整
え

る
専
用
の
場
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
み
る
と
、
将
軍
家
の
宿
泊
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
御
殿
は
、
む
し
ろ
江

戸
時
代
前
期
に
盛
ん
に
造
ら
れ
た
、
藩
邸
が
将
軍
の
御
成
を
迎
え
る
時
の
儀
礼
・
饗
応
を
中
心
と
し
た
御
殿
の
構
成
に
共
通
す
る
。

事
実
、
古
河
城
本
丸
御
殿
の
場
合
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
本
多
氏
入
封
時
に
お
け
る
城
請
取
の
記
録
に
は
「
御
成
御
殿
」
と

書
か
れ
て
い
る
し
、
ま
た
名
古
屋
城
本
丸
御
殿
を
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
に
将
軍
上
洛
時
の
宿
泊
用
御
殿
に
改
築
し
た
時
の
、
そ

の
構
成
の
変
化
を
見
て
も
「
御
成
」
の
認
識
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
日
程
に
限
り
の
あ
る
社
参
時
で
あ
り
、
夜
到

着
し
て
翌
朝
出
立
す
る
、
宿
泊
を
目
的
と
し
た
こ
れ
ら
の
御
殿
は
、
相
互
関
係
の
強
化
あ
る
い
は
遊
興
を
目
的
と
し
て
接
待
用
に
造

ら
れ
た
藩
邸
の
御
成
御
殿
と
は
、
や
や
性
格
が
異
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
行
事
も
藩
邸
へ
の
御
成
の
場
合
よ
り
簡
略
に
な
る

傾
向
が
窺
え
る
。
そ
の
変
化
の
様
子
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　
四
城
の
本
丸
に
将
軍
用
の
御
殿
が
建
て
ら
れ
た
そ
も
そ
も
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
特
に
社
参
初
期
の
史
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ

る
。『
徳
川
実
記
』
に
も
「
城
に
宿
る
」
と
あ
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、
初
期
か
ら
本
丸
に
宿
泊
用
の
御
殿
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
も
確

認
で
き
な
い
。
唯
一
の
具
体
的
な
記
述
と
し
て
、元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
の
秀
忠
社
参
の
際
に
、い
わ
ゆ
る
「
宇
都
宮
城
釣
天
井
事
件
」

と
い
う
の
が
お
こ
り
、
復
路
も
宇
都
宮
城
宿
泊
の
予
定
で
あ
っ
た
の
を
壬
生
城
に
変
更
し
、
家
臣
の
一
人
に
「
宇
都
宮
城
に
入
て
。

御
旅
館
構
造
の
さ
ま
巡
察
」
を
さ
せ
た
記
事
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
城
主
の
本
多
正
純
が
こ
の
社
参
の
た
め
城
内
の
ど
こ
か
に
「
御

旅
館
営
造
」
を
し
た
こ
と
、
そ
の
構
造
や
平
面
に
幕
府
側
は
関
与
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
寝
所
を
「
寝
殿
」
と
表
現
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
が
、
ず
い
ぶ
ん
入
念
に
建
て
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
本
丸
御
殿
指
図
に
あ
る
よ
う
な
完

成
し
た
「
御
成
」
の
構
成
を
窺
う
事
は
で
き
な
い
。
秀
忠
の
社
参
の
頃
は
供
連
れ
も
少
な
く
簡
略
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
街
道
や
社
参
の
形
式
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
家
の
宿
泊
施
設
も
同
様
の
経
過
を
た

ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）
の
大
御
所
秀
忠
の
死
後
に
、
家
光
が
東
照
社
の
大
造
替
を
行
い
、
正
遷
宮
の

行
わ
れ
た
寛
永
十
三
年
は
行
列
も
大
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
頃
ま
で
に
将
軍
家
宿
泊
の
た
め
の
本
丸
御
殿
も
用
意
さ
れ
て

い
た
可
能
性
は
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
四
城
の
本
丸
御
殿
が
初
期
は
ど
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
回
を
重
ね
る
に
つ

れ
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
わ
か
る
史
料
が
な
い
。
従
っ
て
、
壬
生
城
を
除
く
三
城
の
本
丸
御
殿

の
指
図
が
い
つ
頃
か
ら
の
状
態
を
示
す
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
古
河
城
に
つ
い
て
い
え
ば
、
寛
永
末
年
か
ら
正
保
初
年
（
一
六
四
二

―
四
五
頃
）
の
状
況
を
描
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
「
下
総
国
葛
飾
郡
古
河
城
下
図
」（
鷹
見
泉
石
関
係
資
料
・
古
河
歴
史
博

物
館
蔵
）
に
、
本
丸
御
殿
と
二
之
丸
居
宅
の
平
面
の
輪
郭
が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
本
多
氏
入
封
時
に
描
か
れ
た
正
徳
年
間
の
御
殿

と
付
属
建
物
を
除
く
全
体
の
形
が
よ
く
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
指
図
に
あ
る
古
河
城
の
本
丸
御
殿
の
主
要
な
部
分
は
こ
の
城
下
図
の

時
代
に
は
す
で
に
建
て
ら
れ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
指
図
に
は
塀
や
門
な
ど
老
朽
化
し
た
所
を
取
り
壊
す
旨
の
朱
書
き
も
添
え
ら

れ
て
お
り
、
寛
永
頃
の
御
殿
が
正
徳
年
間
に
も
存
在
し
て
い
た
と
判
断
し
て
も
年
数
的
に
は
差
支
え
な
い
。
そ
こ
で
、
前
述
の
将
軍

家
宿
泊
の
御
殿
の
性
格
が
異
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
根
拠
と
し
て
、
主
要
な
部
分
の
造
営
時
期
が
寛
永
頃
と
推
測
さ
れ
る
古

河
城
と
、
万
治
二
年
造
営
の
壬
生
城
の
指
図
を
対
比
し
、
御
殿
の
構
成
の
違
い
か
ら
そ
の
変
化
を
推
察
す
る
。

　
ま
ず
、
古
河
城
本
丸
御
殿
は
対
面
等
の
儀
礼
に
使
う
面
積
が
大
き
く
、
し
か
も
格
式
の
高
い
構
成
で
あ
る
。
大
広
間
・
白
書
院
・

御
成
書
院
・
黒
書
院
の
書
院
群
を
持
ち
、
そ
の
他
に
寝
室
と
し
て
三
室
続
き
の
御
休
息
之
間
が
あ
る
。
中
で
も
御
成
書
院
が
最
も
格

式
の
高
い
造
り
で
あ
り
、
上
段
・
中
段
・
下
段
の
構
成
で
、
上
段
の
座
敷
飾
に
は
床
・
棚
・
付
書
院
の
他
に
納
戸
構
も
付
く
。
寝
室

に
も
納
戸
構
が
あ
り
、そ
の
奥
は
脱
衣
室
に
上
段
を
備
え
た
風
呂
屋
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
洗
い
場
に
一
坪
大
の
蒸
し
風
呂
（
蒸
気
浴
）

を
設
け
た
も
の
を
「
風
呂
」
と
い
い
、湯
だ
け
を
使
う
浴
室
は
「
湯
殿
」
と
い
っ
た
。
風
呂
は
燃
料
や
手
間
を
多
く
必
要
と
す
る
た
め
、

個
人
的
に
構
え
ら
れ
る
の
は
上
層
だ
け
で
、
中
世
か
ら
も
て
な
し
の
一
つ
と
し
て
も
重
視
さ
れ
て
来
た
。
ま
た
、
寝
室
に
続
い
て
は

御
囲
（
茶
室
）
が
付
属
す
る
。
こ
の
よ
う
に
数
種
の
書
院
を
連
ね
、
そ
こ
に
納
戸
構
を
付
け
、
風
呂
や
数
寄
屋
を
付
属
し
た
構
成
は
、

江
戸
前
期
の
藩
邸
の
御
成
御
殿
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
し
て
、
供
奉
者
の
控
え
る
場
所
や
台
所
、
料
理
の
間
の
面
積
は
小
さ
く
、
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全
体
の
半
分
以
上
が
行
事
や
将
軍
の
た
め
の
空
間
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
四
城
で
は
最
も
新
し
い
造
営
で
あ
る
壬
生
城
本
丸
御
殿
の
指
図
は
、
部
屋
が
古
河
城
や
岩
槻
城
と
は
比
べ
よ
う
も
な
い
ほ
ど
、

細
か
く
分
か
れ
て
い
る
。
部
屋
名
や
建
具
の
仕
様
な
ど
の
記
載
も
詳
細
で
、
そ
れ
を
み
る
と
、
将
軍
の
御
座
之
間
近
く
に
設
け
ら
れ

た
部
屋
が
老
中
、
若
年
寄
、
御
側
衆
以
下
右
筆
に
至
る
ま
で
の
、
側
近
の
一
通
り
の
部
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
納
戸

や
御
茶
部
屋
、
将
軍
の
膳
の
た
め
の
上
段
を
備
え
た
御
膳
之
間
（
配
膳
）、
七
五
三
之
間
（
七
五
三
膳
を
供
す
部
屋
）、
酒
部
屋
な
ど
、

将
軍
や
側
近
用
と
思
わ
れ
る
施
設
も
そ
の
付
近
に
配
置
さ
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
外
側
の
大
部
分
は
、
そ
れ
以
下
の
供
奉
者
用
の
部
屋

や
、
料
理
な
ど
を
用
意
し
振
舞
う
た
め
の
場
所
に
な
っ
て
い
る
。
古
河
城
と
一
番
異
な
る
点
は
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
部
屋
が
御
殿

の
大
き
な
面
積
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
反
対
に
、
御
殿
の
中
心
と
な
る
書
院
は
儀
礼
の
た
め
の
広
間
が
一
棟
と
将
軍
の
御
座

所
が
一
棟
あ
る
の
み
で
、
い
ず
れ
に
も
格
式
を
示
す
納
戸
構
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
御
座
之
間
に
続
く
浴
室
は
一
畳
大

強
の
湯
舟
を
備
え
た
湯
殿
の
形
式
で
、
上
り
場
は
小
さ
く
上
段
も
無
い
。
社
参
の
回
数
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
っ

た
空
間
は
、
多
く
の
供
奉
者
に
対
応
す
る
た
め
の
控
室
や
膳
を
整
え
る
部
分
で
、
儀
礼
を
行
う
場
所
や
将
軍
の
居
所
は
縮
小
し
簡
略

化
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
社
参
行
列
の
規
式
が
定
ま
る
過
程
で
、供
奉
者
の
た
め
の
空
間
が
充
実
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、

行
事
に
時
間
を
か
け
る
余
裕
や
必
要
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
享
保
以
降
三
回
の
社
参
で
幕
府
が
二
之
丸
に

新
造
し
た
将
軍
の
御
座
所
は
、
三
城
と
も
二
室
の
み
の
構
成
で
小
さ
な
湯
殿
を
付
け
た
、
ま
こ
と
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
空
間
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
お
お
ま
か
な
変
化
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
社
参
が
最
も
盛
ん
だ
っ
た
江
戸
前
期
の
、
各
城
の
史
料
が
あ
ま
り
存

在
し
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
家
社
参
時
の
宿
泊
御
殿
に
つ
い
て
ま
だ
比
較
検
討
し
た
研
究
が
な
さ
れ
ず
、
残
念
な
が
ら

平
面
の
変
遷
な
ど
で
不
明
な
点
が
多
い
。
造
営
や
修
繕
の
時
は
幕
府
と
藩
の
ど
ち
ら
が
費
用
を
負
担
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
い
つ
頃

か
ら
幕
府
が
平
面
の
構
成
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
社
参
の
実
態
を
知
る
上
で
今
後
明
ら
か
に
す
べ
き
こ
と
も
多
々

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
こ
の
度
あ
ら
た
に
本
丸
御
殿
と
二
ノ
丸
に
及
ぶ
周
辺
を
描
い
た
指
図
が
、
壬
生
町
内
の
旧
藩
主
鳥
居

家
墓
所
で
あ
る
向
陽
山
常
楽
寺
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
平
面
の
構
成
は
加
藤
氏
領
有
時
代
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
一
部

に
彩
色
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
色
分
け
の
様
子
か
ら
社
参
と
の
関
連
が
推
測
さ
れ
る
。
作
成
意
図
な
ど
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
研
究

が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
本
丸
御
殿
指
図
が
転
封
に
関
連
し
て
、
あ
る
い
は
現
状
の
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
想
定

さ
れ
る
の
に
対
し
、
唯
一
、
社
参
に
関
係
す
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
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献
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岡
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光
御
社
参
古
河
日
記
」『
古
河
市
史
研
究 

5
』
古
河
市 

一
九
八
○

佐
藤
豊
三
「
将
軍
家
「
御
成
」
に
つ
い
て
」（
六
〜
九
） 『
金
鯱
叢
書
』（
七
・
八
・
十
一
・
十
三
） 

徳
川
黎
明
会 

一
九
八
○
・
八
一
・
八
四
・
八
六

千
賀
忠
夫
「
徳
川
将
軍
の
日
光
社
参
と
古
河
藩
」『
古
河
市
史
研
究 

2
』
古
河
市
教
育
委
員
会 

一
九
七
七

舩
木
明
夫
「
史
料
紹
介
「
日
光 

御
成 

覚
書
」(

福
山
城
博
物
館
所
蔵)

」『
研
究
紀
要-

人
文-

第
二
十
四
号
』
栃
木
県
立
博
物
館 

二
○
○
七

『
宇
都
宮
記
』
徳
田
浩
淳
校
閲 

郷
土
資
料
研
究
会 

一
九
六
一

『
栃
木
の
日
光
街
道
―
荘
厳
な
る
聖
地
へ
の
道
』
日
光
街
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
二
一
推
進
委
員
会
編 

下
野
新
聞
社 

二
○
○
三

『
岩
槻
市
史
』（
近
世
史
料
編
三
・
通
史
編
） 

岩
槻
市 

一
九
八
一
・
八
五

『
岩
槻
城
と
城
下
町
』
さ
い
た
ま
市
立
博
物
館 

二
○
○
五

『
古
河
市
史
』（
通
史
編
） 

古
河
市 

一
九
八
八

『
壬
生
城
郭
・
城
下
町
解
説
書
』
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館 

一
九
九
五

『
日
光
社
参
と
古
河
藩
』
古
河
歴
史
博
物
館 

一
九
九
四

『
名
城 

宇
都
宮
城
―
し
ろ
と
ま
ち
の
移
り
変
わ
り
―
』
栃
木
県
立
博
物
館 

二
○
○
六

『
日
光 

描
か
れ
た
ご
威
光
』
筑
波
大
付
属
図
書
館 

二
○
○
九

『
日
光
東
照
宮
と
将
軍
社
参
』
徳
川
記
念
財
団 

二
○
一
一

宿
城
と
し
て
の
壬
生
城

―
二
つ
の
壬
生
城
指
図
と
野
州
壬
生
御
宿
城
一
件
を
中
心
に
―                    

笹
﨑
　
明
（
日
本
城
郭
史
学
会
委
員
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は
じ
め
に

　
今
回
、
新
た
に
壬
生
城
本
丸
御
殿
を
描
い
た
絵
図
が
確
認
さ
れ
た
。
平
成
五
年
の
第
7
回
企
画
展
「
壬
生
城
ー
悠
久
の
ロ
マ
ン
が

今
よ
み
が
え
る
」（
以
下
「
壬
生
城
展
」
と
略
す
）
で
、
壬
生
城
関
係
の
史
料
が
集
大
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
壬
生
城
に
つ
い
て
の

新
し
い
知
見
を
示
す
史
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
壬
生
城
が
、
日
光
社
参
と
い
う
徳
川
将
軍
家
に
と
っ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
の
重
要

な
役
割
、〈
将
軍
宿
泊
の
城
（
宿
城
）〉
を
担
っ
て
い
た
城
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
史
料
も
多
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、

宿
城
と
し
て
の
壬
生
城
の
視
点
か
ら
、
そ
の
旅
館
と
な
る
御
殿
や
本
丸
の
特
徴
、
新
た
に
建
物
の
配
置
が
明
ら
か
に
な
っ
た
二
の
丸
、

そ
し
て
、
一
連
の
社
参
関
係
の
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
る
古
い
時
代
の
《
も
う
一
つ
の
城
下
町
》
に
つ
い
て
、
み
て
い
き
た
い
。

一
、  

本
丸
ー
御
殿
と
虎
口

　
元
和
三
年
四
月
に
催
さ
れ
た
二
代
将
軍
秀
忠
に
よ
る
初
め
て
の
日
光
社
参
の
帰
途
、
壬
生
宿
城
が
あ
っ
た
こ
と
は
『
徳
川
実
紀
』

か
ら
確
認
で
き
る
。
ま
た
そ
の
後
も
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
の
日
根
野
吉
明
の
項
に
〈
台
徳
院
殿
（
秀
忠
）
日
光
山
に
詣
で
た
ま
ふ

の
と
き
壬
生
城
に
渡
御
あ
り
。
そ
の
後
も
し
ば
し
ば
渡
ら
せ
た
ま
ひ
て
物
を
た
ま
ふ
〉
と
あ
る
よ
う
に
、
帰
途
に
壬
生
宿
城
と
い
う

行
程
は
日
光
社
参
の
先
例
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。「
野
州
壬
生
御
宿
城
一
件
」（
以
下
「
宿
城
一
件
」
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、

本
丸
御
殿
は
〈
日
根
野
織
部
代
よ
り
有
来
〉
と
あ
り
、日
根
野
吉
明
が
城
主
の
頃
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
初
回
か
ら
あ
っ

た
の
か
、
何
回
目
か
ら
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、「
宿
城
一
件
」
で
は
、
日
根
野
氏
・
阿
部
氏
、
そ
し
て
三
浦
正
次
・
安
次
の
代
ま
で
、

こ
の
御
殿
へ
の
御
成
が
あ
っ
た
と
記
す
。
と
こ
ろ
が
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
二
月
九
日
に
焼
失
。
万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
再

建
さ
れ
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
の
宿
城
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
丸
御
殿
に
つ
い
て
の
考
察
は
、「
壬
生
城
展
」
の
際
に
も
「
三
浦
家
時
代
の
壬
生
城
に
つ
い
て
―
九
津
見
家
文
書
を
中
心
に
―
」

で
一
度
行
っ
て
い
る
。「
壬
生
城
本
丸
指
図
」（
以
下
「
本
丸
指
図
」
と
略
す
）
と
「
宿
城
一
件
」
と
の
対
照
か
ら
、
絵
図
と
文
書
、

来
歴
も
異
な
る
二
つ
の
史
料
の
記
す
御
殿
が
、
同
じ
建
物
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
こ
の
御
殿
の
構
成
は
、
南
面
す
る
御
玄
関
か
ら
北
西
方
向
に
御
書
院
、
御
成
廊
下
を
経
て
御
殿
、
そ
の
奥
に
御
小
納
戸
・
御
湯
殿

が
付
さ
れ
た
部
分
を
主
要
部
と
す
る
。
玄
関
の
北
か
ら
東
方
に
か
け
て
は
、
釜
屋
・
臺
所
・
に
た
て
の
間
あ
る
い
は
料
理
の
間
・
惣

振
舞
所
な
ど
食
事
関
係
の
部
屋
が
並
ぶ
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
間
は
、
御
老
中
部
屋
・
若
御
老
中
部
屋
・
御
祐
筆
部
屋
な
ど
役
人
の
詰

所
と
な
る
部
屋
で
埋
め
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
御
殿
の
特
徴
は
部
屋
の
名
称
に
表
れ
て
い
る
。
主
要
部
の
御
殿
や
御
成
廊
下
の
呼
称
。
あ
る
い
は
御
老
中
や
若
御
老
中
と
い
っ

た
、
三
浦
家
中
に
は
み
ら
れ
な
い
職
制
が
付
さ
れ
た
部
屋
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
普
段
の
政
務
に
要
す
る
御
用

部
屋
や
諸
役
人
の
詰
所
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
壬
生
城
展
」
の
際
、
す
で
に
「
宿
城
一
件
」
の
記
述
に
よ
り
、
本
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丸
御
殿
が
将
軍
の
た
め
の
御
殿
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。

　
食
事
に
関
す
る
部
屋
が
多
い
こ
と
も
、
こ
の
御
殿
の
特
徴
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
供
奉
す
る
武
士
た
ち
の
身
分
に
応
じ
て
、

夕
食
と
夜
食
そ
し
て
翌
日
の
朝
食
が
用
意
・
提
供
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
丸
は
将
軍
に
七
五
三
膳
、
百
人
方
と
し
て
、

御
老
中
・
若
年
寄
衆
・
御
側
衆
・
御
小
性
衆
に
は
夕
食
と
朝
食
に
三
汁
十
菜
、
夜
食
と
し
て
二
汁
七
菜
。
三
百
人
方
と
し
て
、
御
番

頭
衆
・
御
物
頭
衆
・
諸
役
人
中
に
夕
食
と
朝
食
に
二
汁
七
菜
、
夜
食
と
し
て
折
詰
（
詳
細
は
不
明
）
と
あ
る
。
そ
の
食
事
の
用
意
の

た
め
二
ヵ
所
の
台
所
や
料
理
の
間
な
ど
の
部
屋
が
数
多
く
造
ら
れ
て
い
た
。

　
新
発
見
の
「
壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
と
「
本
丸
指
図
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、ど
ち
ら
も
ヘ
ラ
引
き
さ
れ
た
上
に
建
物
を
描
く
。

柱
が
描
か
れ
て
い
な
い
所
や
形
状
に
精
粗
の
差
は
あ
る
が
、
御
殿
本
体
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
比
較
表
【
表
1
】
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
寛
文
三
年
に
四
代
家
綱
が
宿
泊
し
た
御
殿
と
同
じ
建
物
だ
と
い
え
る
。 

　
こ
れ
に
対
し
て
、
大
き
く
異
な
る
の
は
、
本
丸
の
虎
口
（
出
入
口
。
一
般
的
に
は
門
）
の
位
置
と
そ
の
周
辺
の
建
物
の
配
置
で
あ
る
。

本
丸
虎
口
の
位
置
を
み
る
と
、「
本
丸
指
図
」
は
南
と
東
、「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
は
南
と
北
に
あ
る
。
こ
の
点
は
、「
壬
生
城
展
」

で
確
認
し
た
よ
う
に
、
東
に
虎
口
が
あ
る
方
が
古
く
、
北
に
虎
口
の
あ
る
時
代
の
方
が
新
し
い
。

 

問
題
は
、
東
の
虎
口
が
北
に
移
さ
れ
た
時
期
が
い
つ
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。「
壬
生
城
展
」
の
段
階
で
は
、
未
だ
裏
付
け
と
な
る
史

料
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
本
丸
虎
口
が
南
北
に
あ
る
絵
図
の
中
で
は
最
も
古
い
加
藤
家
伝
来
の
城
下
町
絵
図
に
描
か

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
か
ら
北
へ
の
変
更
は
加
藤
明
英
が
城
主
の
時
代
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
い
た
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
の
が
「
松
平
輝
貞
書
状
」（
以
下
「
輝
貞
書
状
」
と
略
す
）
で
あ
る
。（
元
禄
七
年
）
三
月
四
日

付
の
書
状
で
〈
本
丸
明
替
之
虎
口
橋
〉
に
つ
い
て
の
指
示
が
記
さ
れ
て
お
り
、
本
丸
虎
口
を
〈
明
替
〉
た
の
が
、
松
平
輝
貞
に
よ
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
虎
口
に
は
木
橋
が
架
け
ら
れ
て
お
り
、〈
明
替
〉
に
よ
っ
て
不
用
と
な
っ
た
橋
を
〈
北
之
郭
〉

へ
移
す
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
今
回
発
見
の
「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
で
わ
ざ
わ
ざ
貼
紙
で
示
し
て
い
る
旧
状
が
木

橋
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
「
輝
貞
書
状
」
を
裏
付
け
て
い
る
。
こ
の
松
平
輝
貞
に
よ
る
壬
生
城
改
修
は
、
従
来
、
東
追
手
門
・
馬

出
と
東
郭
の
築
造
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、「
輝
貞
書
状
」
に
よ
り
、
城
全
体
に
改
修
の
手
が
及
ぶ
、
大
改
修
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
て
い
る
。
そ
の
一
環
で
本
丸
虎
口
が
東
か
ら
北
へ
と
〈
明
替
〉
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
し
た
が
っ
て
、
新
発
見
の
「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
は
元
禄
の
大
改
修
よ
り
後
の
時
代
の
御
殿
を
描
い
た
絵
図
と
な
る
。
本
展
示

に
も
あ
る
よ
う
に
、
元
禄
以
降
の
社
参
で
は
壬
生
宿
城
は
な
く
、
こ
の
御
殿
が
使
わ
れ
た
実
績
は
な
い
が
、
建
物
へ
の
着
色
の
状
況

か
ら
社
参
に
関
連
す
る
絵
図
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
描
か
れ
た
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
丸
北
西
土
塁
上
に
三
社
は
あ
る
が
、
本
丸
北

東
隅
に
祀
ら
れ
た
は
ず
の
精
忠
霊
神
社
（
の
ち
精
忠
神
社
）
が
描
か
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
寛
政
十
一
年
八
月
二
十
八
日
以
前
の
状
況

と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
享
保
十
二
年
八
月
に
城
下
の
町
屋
一
軒
一
軒
を
調
査
し
た
「
壬
生
通
町
屋
敷
并
尺
間
数
書
上
帳
」
が
存
在

す
る
こ
と
か
ら
、
翌
享
保
十
三
年
、
八
代
将
軍
吉
宗
に
よ
る
日
光
社
参
に
関
連
す
る
絵
図
と
考
え
て
い
る
。

二
、  

二
の
丸

　「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
の
発
見
に
よ
り
、
二
の
丸
の
諸
建
築
の
位
置
が
明
確
に
な
っ
た
。「
宿
城
一
件
」
と
い
う
文
書
の
上
で
建

物
の
存
在
は
わ
か
っ
て
も
、
そ
の
場
所
を
図
示
し
た
記
録
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
位
置
関
係
に
あ
っ
た
の
か
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

現
存
す
る
壬
生
城
絵
図
で
も
、
二
の
丸
の
建
築
は
、
門
番
所
以
外
で
は
、
曲
輪
の
西
側
に
北
か
ら
〈
塩
硝
蔵
〉〈
城
米
蔵
〉〈
武
具
蔵
〉

の
三
棟
の
み
が
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
社
参
と
い
う
一
大
事
業
を
支
え
て
い
た
、
い
わ
ば
そ
の
他
大
勢
の
賄
い
の
た
め
の
施
設
の

位
置
が
確
認
で
き
た
こ
と
は
、
宿
城
と
し
て
の
壬
生
城
を
考
え
る
上
で
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。

　 

「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
と
「
宿
城
一
件
」
の
比
較
を
し
て
み
る
と
【
表
2
】、
建
物
の
配
置
で
は
大
体
の
所
は
一
致
す
る
が
、
建

物
の
名
称
や
規
模
な
ど
を
み
て
い
く
と
、
か
な
り
の
部
分
で
差
異
が
み
ら
れ
る
。
表
2
の
中
で
は
、
14
〜
21
に
差
異
が
多
い
。
14
〜

18
は
「
宿
城
一
件
」
の
書
き
方
を
み
る
と
二
の
丸
居
宅
に
付
属
す
る
建
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
で
は
居
宅

を
囲
む
塀
の
内
側
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、〈
19
賄
所
〉
や
〈
21
御
成
御
用
御
道
具
蔵
〉
は
社
参
に
は
不
可
欠
の
建
物

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
宿
城
一
件
」
に
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
二
の
丸
の
建
物
に
つ
い
て
は
、
嘉
永
三
年
の
『
壬
生
領
史
略
』
に
御
蔵
之
部
と
し
て
多
数
の
蔵
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち

【
表
2
】
中
の
建
物
と
一
致
す
る
の
は
〈
13
米
蔵
〉
と
〈
20
武
具
蔵
〉
の
二
棟
だ
け
で
、
そ
の
規
模
を
み
る
と
、
米
蔵
が
間
口
十
間
奥

行
四
間
、
武
具
蔵
が
間
口
五
間
奥
行
三
間
で
あ
り
、
同
一
の
建
物
と
は
言
い
難
い
。
享
保
か
ら
で
も
百
三
十
年
の
隔
た
り
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
間
に
建
て
替
え
等
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
二
の
丸
で
も
本
丸
同
様
、
供
奉
の
武
士
た
ち
へ
の
食
事
の
提
供
が
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
千
人
方
と
し
て
、
御
番
衆
・

小
役
人
衆
・
御
徒
衆
に
夕
食
と
朝
食
で
一
汁
五
菜
、
そ
の
ほ
か
の
御
小
人
衆
・
御
中
間
衆
に
は
一
汁
三
菜
が
供
さ
れ
た
が
、
夜
食
は
な
い
。

ま
た
、
千
人
衆
の
中
で
も
小
役
人
衆
ま
で
に
は
二
の
膳
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
場
所
が
二
の
丸
裏
門
内
に
あ
っ
た
〈
19
賄
所
〉
や
〈
7

御
小
人
衆
馳
走
所
之
小
屋
（
千
人
衆
御
振
舞
所
）〉
で
あ
っ
た
。

　
な
お
、
壬
生
城
で
は
城
主
の
御
殿
が
二
の
丸
に
あ
っ
た
が
、「
壬
生
城
下
絵
図
」
を
始
め
、
現
存
す
る
壬
生
城
絵
図
で
は
、
二
の
丸

の
こ
の
建
物
に
は
〈
居
所
〉
と
あ
り
〈
御
殿
〉
と
は
書
か
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」
で
も
〈
二
の
丸
居
所
〉
で
あ
る
。

本
丸
や
二
の
丸
内
の
他
の
建
物
の
よ
う
に
平
面
を
図
示
し
て
い
な
い
。
周
囲
を
塀
で
囲
ん
だ
姿
ま
で
で
、
言
わ
ば
外
周
を
示
し
た
だ

け
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
絵
図
を
描
い
た
目
的
に
は
不
要
だ
か
ら
省
略
さ
れ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
も
「
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」

が
社
参
に
関
連
し
て
描
か
れ
た
と
推
測
す
る
根
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
。

三
、  

《
も
う
ひ
と
つ
の
城
下
町
》

　
社
参
関
連
の
史
料
の
検
討
か
ら
、
壬
生
城
下
町
の
形
成
過
程
、
さ
ら
に
言
う
な
ら
現
在
は
忘
れ
去
ら
れ
た
《
も
う
ひ
と
つ
の
城
下
町
》

の
存
在
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
日
光
社
参
と
本
丸
御
殿
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
は
少
し
外
れ
る
が
、
壬
生
町
の
歴
史
と
し
て
は
興

味
深
い
事
柄
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
壬
生
城
下
町
は
、「
壬
生
城
下
絵
図
」
に
描
か
れ
る
よ
う
な
町
並
み
の
姿
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
小
山
市
喜
沢
で
日
光
街
道
か
ら
分

岐
し
た
壬
生
通
を
中
心
と
し
た
町
並
み
は
、
一
里
塚
の
所
に
あ
る
南
口
（
江
戸
口
）
か
ら
城
下
町
に
入
る
。
南
か
ら
北
へ
、
表
町
、

通
町
と
城
の
東
側
を
北
上
し
て
新
町
と
の
境
付
近
で
西
に
折
れ
、
城
の
北
を
西
進
し
て
北
口
か
ら
日
光
方
面
へ
抜
け
て
い
く
。
途
中

に
佐
野
道
・
結
城
道
・
宇
都
宮
道
な
ど
が
分
岐
し
、
下
横
町
・
上
横
町
、
舟
町
や
搦
手
横
町
な
ど
の
横
町
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ

の
町
並
み
は
江
戸
時
代
の
初
め
か
ら
存
在
し
て
い
て
、日
光
社
参
の
宿
城
と
な
っ
て
い
た
時
代
も
こ
の
町
並
み
だ
っ
た
と
『
壬
生
町
史
』

を
始
め
誰
も
が
疑
い
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
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し
か
し
「
宿
城
一
件
」
を
み
る
と
、
寛
文
三
年
の
宿
城
の
際
は
、
そ
れ
ま
で
と
入
城
の
ル
ー
ト
が
変
わ
っ
た
、
す
な
わ
ち
、
南
追

手
門
か
ら
の
入
城
で
は
な
く
、
東
追
手
門
か
ら
入
る
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
本
丸
御
殿
も
焼

失
し
た
承
応
二
年
の
火
事
で
あ
る
。
こ
の
火
事
は
、
城
下
町
に
あ
っ
た
〈
小
袋
町
〉
が
火
元
と
明
記
し
て
い
る
。

　「
壬
生
宿
割
置
帳
」
に
は
、
供
奉
す
る
武
士
た
ち
の
寝
泊
ま
り
を
す
る
場
と
し
て
、
城
下
町
の
民
家
の
ほ
と
ん
ど
が
宛
て
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
誰
が
、
何
町
の
誰
の
家
に
割
り
当
て
ら
れ
た
か
が
身
分
の
高
い
者
か
ら
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。

【
表
3
】
は
「
壬
生
宿
割
置
帳
」
の
ほ
か
、
城
下
の
町
名
が
わ
か
る
史
料
か
ら
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
先
の
小
袋
町
の

ほ
か
風
呂
小
路
や
蔵
ノ
内
と
い
っ
た
見
慣
れ
な
い
町
名
。
あ
る
い
は
町
並
み
も
表
町
北
か
わ
や
表
町
三
丁
目
と
い
っ
た
、
現
在
で
は

あ
り
得
な
い
表
現
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
境
界
と
な
る
の
が
「
壬
生
宿
割
置
帳
」
で
は
慶
安
元
年
と
寛
文
三
年
の
間
で
あ
る
。
承
応
の

火
事
は
、
ま
さ
に
こ
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
状
況
を
明
確
に
図
示
し
て
い
る
の
が
「
下
野
国
壬
生
城
図
」
で
あ
る
。「
壬
生
城
下
絵
図
」
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
町
の
姿
が
、

そ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
。
最
大
の
違
い
は
、
城
の
南
部
の
広
大
な
一
郭
。
下
台
郭
と
呼
ば
れ
る
曲く

る
わ輪

（
城
の
区
画
）
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
壬
生
通
の
道
の
東
西
に
連
な
っ
て
い
る
は
ず
の
表
町
が
、
通
り
の
南
北
に
連
な
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
表
町
の
南
方
に
は
小
袋
町
、
西
方
に
風
呂
小
路
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
表
町
の
位
置
は
、
現
在
の
町
並
み
で
は
壬

生
小
学
校
と
そ
の
南
側
の
一
帯
と
な
る
が
、
こ
の
あ
た
り
の
小
字
名
は
「
地
籍
図
」
に
よ
る
と
〈
字
城
南
字
古
表
町
〉
で
あ
り
、
小

字
名
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
今
回
は
出
展
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
時
代
の
史
料
に
『
下
野
一
国
』
が
あ
る
。
正
保
国
絵
図
作
成
に
際
し
て
編
纂
さ
れ
た

史
料
で
、
下
野
国
内
の
道
路
や
河
川
交
通
の
里
程
を
中
心
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
黒
川
か
ら
壱
里
山
（
一
里
塚
）

ま
で
六
町
四
八
間
、
壱
里
山
か
ら
壬
生
町
の
南
口
ま
で
六
町
七
間
と
い
う
よ
う
に
、
明
ら
か
に
一
里
塚
と
南
口
は
隣
接
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
承
応
二
年
の
火
事
ま
で
の
町
並
み
と
復
興
後
の
町
並
み
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
下
台
郭
は
「
宿
城
一
件
」

で
は
〈
下
臺
惣
曲
輪
〉
と
記
す
。
こ
の
位
置
な
ら
ば
、
南
追
手
門
の
眼
前
に
表
町
が
広
が
る
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
に
城
下
町
を
囲
い

込
ん
だ
意
味
の
惣
曲
輪
の
姿
が
復
原
で
き
る
の
で
あ
る
。
忘
れ
去
ら
れ
た
《
も
う
ひ
と
つ
の
城
下
町
》
の
存
在
も
是
非
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

お
わ
り
に

　
宿
城
と
し
て
の
壬
生
城
に
つ
い
て
、
本
丸
御
殿
を
中
心
に
指
図
・
絵
図
・
文
書
そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
し
て
み
た
結
果
の
報
告
で
あ
る
。

十
分
な
検
討
を
し
た
と
は
言
い
難
い
部
分
も
多
い
。
他
城
と
の
比
較
、
同
じ
日
光
社
参
の
宿
城
あ
る
い
は
上
洛
の
途
上
に
宿
城
と
な
っ

た
城
と
の
比
較
が
で
き
て
い
な
い
。
調
査
を
進
め
い
ず
れ
機
会
を
得
て
、
そ
の
成
果
を
報
告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
今
回
の
企
画
展
で
は
、
本
丸
御
殿
の
模
型
を
製
作
し
た
の
で
、
少
し
触
れ
た
い
。
模
型
化
に
あ
た
っ
て
の
最
大
の
問
題
は
、

一
間
の
長
さ
で
あ
る
。
か
つ
て
実
施
さ
れ
た
本
丸
の
発
掘
調
査
で
は
、
戦
国
期
の
ピ
ッ
ト
群
は
無
数
に
あ
る
が
、
こ
の
時
代
の
建
物
の

原
位
置
に
あ
る
礎
石
を
全
く
確
認
で
き
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
一
箇
所
、
東
西
に
4
つ
南
北
に
2
つ
の
ピ
ッ
ト
列
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を

礎
石
の
石
の
抜
き
取
り
跡
と
判
断
。
芯
芯
で
測
る
と
約
1
9
0

cm=

6
尺
3
寸
と
い
う
デ
ー
タ
を
得
た
。
こ
れ
を
指
図
方
眼
の
一
間
と

し
て
模
型
製
作
に
あ
た
っ
て
い
る
。
場
所
と
し
て
は
、現
在
の
噴
水
の
東
部
、【
表
1
】
で
は
〈
57
惣
振
舞
所
〉
の
北
側
と
推
定
し
て
い
る
。

〈
引
用
史
料
〉 （
出
品
目
録
No 

）

*

 38
「
野
州
壬
生
御
宿
城
一
件
」

*  

8
「
壬
生
城
下
絵
図
」

*  

43
「
壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
指
図
」

*  

6
「
松
平
輝
貞
書
状
」

*  

44
「
壬
生
通
町
屋
敷
并
尺
間
数
書
上
帳
」

*  

32
・
33
・
34
・
37
「
壬
生
宿
割
置
帳
」

*  

3
「
下
野
国
壬
生
城
図
」

〈
参
考
文
献
〉

*

『
壬
生
城
ー
悠
久
の
ロ
マ
ン
が
今
よ
み
が
え
る
』（
第
7
回
企
画
展
図
録
） 

一
九
九
五 

　
壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

*

『
壬
生
城
郭
・
城
下
町
図 

解
説
書
』 

一
九
九
五

 

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

*

『
下
野
壬
生
城
』（
壬
生
町
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
15
集
） 

二
〇
〇
〇 

　
壬
生
町
教
育
委
員
会

*
『
下
野
一
国
』  

横
田
幸
哉 

解
説 

一
九
七
七 

東
西
文
献

*
『
壬
生
町
史 

資
料
編
近
世
』 ・ 

同
附
録
『
壬
生
領
史
略
』 

一
九
八
六
　 

壬
生
町

*

笹
﨑 
明
「
壬
生
城
追
手
門
ー
そ
の
歴
史
・
構
造
と
模
型
化
へ
の
試
み
ー
」

　（『
城
郭
史
研
究
19
』
一
九
九
九
　 

日
本
城
郭
史
学
会
）

*

笹
﨑 

明
「
江
戸
時
代
城
郭
修
補
の
一
事
例
ー
下
野
壬
生
城
に
み
る
ー
」

　（『
城
郭
史
研
究
24
』
二
〇
〇
四
　 

日
本
城
郭
史
学
会
）

索
引
図

野州壬生御宿城一件
（御殿并城内坪数間数 : 九津見家旧蔵）

番号 名称 桁行 梁間 坪数
畳数

（推定）
備考

イ 南表門 4.0 2.0 8.0 －

ロ 【門東之番所】        5.0 2.0 （10.0） 20 手水場・雪隠

1 上之間 － － 4.0 8

2 下之間 － － 6.0 12

ハ 【門西番所】  5.5 2.0 － 22 手水場・雪隠

3 上之間 － － 5.0

4 下之間 － － 6.0

ニ  御玄関前腰懸 9.0 1.5 13.5 －  「曲共」

ホ 【御玄関】 － － （36.0） 45.0

5 御鑓之間 4.5 3.5 31.5

① 床 0.5 3.0 27.0

6 掛縁 4.5 1.5

7 式臺 3.5 1.5

8 西之縁頬 4.5 1.5 6.75 13.5

9 西ノ手水場竹縁 1.5 1.5 2.25 －

10 御玄関北之廊下        6.5 1.5 9.75 19.5

ヘ 【御書院】 － － （72.0） 144.0

11 御上段 3.0 2.5 9.0 18.0

② 御床 3.0 0.5

12 西縁頬 7.0 1.5 10.5 21.0  御上段・御次 
 之間共ニ押通

13 御次之間 3.0 3.0 9.0 18.0

14 南縁頬 3.0 1.5 4.5 9.0  南に1.0×1.5 
 の御駕籠居

15 中之間 2.5 3.0 7.5 15.0

16 下之間 3.5 3.0 10.5 21.0

17 中之間下之間
押通縁頬      6.0 1.5 9.0 18.0

18   大御納戸 5.0 2.0 10.0 20.0

19 大御納戸番所 1.0 2.0 2.0 4.0

20  御成廊下 7.5 1.5 12.75 25.5

21 表御書院縁頬より
御成廊下取附 1.5 1.0

ト 【御殿】 － － （68.5）130.0

22  御上段 2.5 2.5

③  御床 1.5 0.5 7.5 12.5

④ 御棚 1.0 0.5

23 西之縁頬 8.5 1.5 12.75 25.5

24 御座之間 2.5 2.5 6.25 12.5

25 南縁頬 2.5 1.5 3.75 7.5

26 御次之間 2.5 3.0 7.5 15.0

27  南縁頬 3.0 1.5 4.5 9.0

28 御圍炉裏之間 3.0 3.0 9.0 17.0

⑤ 御圍爐裏 （1）（0.5）

29  東之方縁頬 7.0 1.0 7.0 14.0

30 北之縁頬 5.5 1.5 8.25 16.5

31 御雪隠 1.0 2.0 2.0 －  「御小用所共」

32 御湯殿江之廊下  1.0 5.5 5.5 11.0

壬生城本丸指図
（加藤家旧蔵）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

御門 3 4.0 1 2.0

－ 2 2.0 5 5.0

御番所 2 2.0 3 3.0

・・・・ 2 2.0 2 2.0

－       2 2.0 5 5.0

・・・・ 2 2.0 2 2.0 雪隠

御番所 2 2.0 3 3.0 手水場・雪隠

腰懸 6 6.0 5 4.5 幅 1.0.
逆 L 字形

御鑓之間 4 4.5 3 3.0

床 3 3.0 1 0.5

ぬくい板 4 4.5 1 1.5

玄関 3 4.5 1 1.5

－ 1 1.5 4 4.5

－ 1 1.5 1 1.5

－ 1 1.5 6 6.5

 御上段 3 3.0 2 2.5

 御床 3 3.0 1 1.5

－ 1 1.5 5 7.0

御廣間 2 3.0 2 3.0

－ 2 3.0 1 1.5

－ 2 2.5 1 3.0

－ 3 3.5 3 3.5

－ 5 6.0 1 1.5

 御納戸 4 5.0 2 2.0

－ 1 1.0 2 2.0

 御成廊下 1 1.5 7 7.5

・・・・ 1 1.5 1 1.5

－ － － －

御上段 2 2.5 2 2.5

御床 1 1.5 1 0.5

御たな 1 1.0 1 0.5

・・・・ 1 1.5 8 8.5

御座之間 2 2.5 2 2.5

・・・・ 2 2.5 1 1.5

・・・・ 2 3.0 2 2.5

・・・・ 2 3.0 2 3.0

・・・・ 2 3.0 2 3.0

いろり … （0.5） … （1.0）

・・・・ 1 1.0 5 7.0

・・・・ 4 5.5 1 1.5

・・・・ 2 2.0 1 1.0  東側小用 .
 西側大用

・・・・ 1 1.0 5 5.5

壬生城本丸・二の丸指図
（常楽寺所蔵）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

御門 － － 柱の記載無し

御番所 2 3

上ノ間 2 2 雪隠有り

     

御番所 2 3 雪隠有り

上ノ間 1 2

腰掛 4 3 幅 1 間
逆 L 字形

鑓間 4 1

・・・・ 3 1

拭縁 3 1

式臺 2 1

縁側 － － 柱の記載無し

・・・・ － － 柱の記載無し

廊下 1 5

御上段 2 1

御床 1 1

縁側 1 4 14・17 は
一体に描写

御次 2 2

縁側 7 1

御 對 面 所 2 1

三ノ間 3 3

－ － －  14に含まれる

御納戸 4 1

御番所 1 1

 御成廊下 1 5  21・22は一体 
 に描写

－ － －

御上段 2 2

御床 1 1

御棚 1 1

縁側 1 7

御次 2 2

縁側 5 1  25・27 は一体 
 に描写

御次 2 2

・・・・ － －  25に含まれる

御焼火之間 2 2

・・・・ － －  中央に矩形 .
 いろりカ

縁側 1 6

縁側 4 1

・・・・ 2 1 便器形状描写
無し

御廊下 1 6

壬生城本丸御殿部屋割対照表 （表1 - 1）                           



79

78

壬生城本丸・二の丸指図
（鳥居家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

御湯殿 3 2

・・・・ 1 1

御上がり場 1 1

御床 1 1

榑 ゑ ん 1 1

釜屋 3 2

薪置所 3 1

小御納戸 4 2

・・・・ 4 1

小御納戸 2 2

縁側 2 1

たまり廊下 2 2

・・・・ 2 1

廊下 2 1

廊下 2 1

御茶部屋 2 2

御膳立ノ間 3 5

御膳上段 2 1

・・・・ 1 3

・・・・ 1 1  中央に矩形 .
 いろりカ

・・・・ 1 2

七五三上ノ間 2 2

床 1 1

・・・・ 2 1

・・・・ 2 1

御老中間 2 2

床 1 1

御寄合ノ間 2 1

御祐筆部屋 1 1

縁側 1 3

御振舞所 4 3

御料理間 4 3

御料理間 4 3

煮立ノ間 4 4

・・・・ 1 1

－

索
引
図

野州壬生御宿城一件
（御殿并城内坪数間数 : 九津見家旧蔵）

番号 名称 桁行 梁間 坪数
畳数

（推定）
備考

タ 【御臺所】 （17.5） －

62 御臺所 5.0 3.5 8.5 －  【二階有】

⑭ 圍炉裏 0.8 2.0 －

63 拭板 － － 9.0 －

64 ・・・・ … … 9.25 …  部屋名称記載  
 なし

65 拭板 … … 3.0 …  【二階有】

レ 【御臺所東之方庇】 9.0 2.0 18.0 －

66 食置所 2.5 2.0 5.0 －

67 竹縁 6.5 1.5 … －  「9尺通」

68 土間 6.5 0.5 … －  「3尺通」

ソ 【釜屋】 － － 21.0 －

69 釜屋 4.0 3.5 14.0 －  「土地」
 【二階有】

70 釜屋東之方庇 3.5 2.0 7.0  「食焼所.土地」

ツ 【御玄関東之方家】 6.0 2.5 14.5 …  坪数原文のママ

71A 御老中御部屋 1.5 2.0 3.0 6.0  弐軒有 . 計 6 
 坪 12 畳

71B ー － － － －

72 御玄関通道 1.5 1.0 － －

73A 坊主衆部屋 … … … －  「残東之方二 
 部屋」

73B ・・・・ … … … －

ネ 【御鑓之間東方】
（家） 3.0 2.0 7.0 14.0  坪数原文のママ

74 坊主衆部屋 － － － －

75 酒部屋 － － － －

76 御菓子部屋 2.0 1.5 3.0 6.0  【二階有】

77 同所西方廊下 4.0 1.5 6.0 12.0  【二階有】

ナ 【七五三煮立之間】 － － － 16.0

78 七五三煮立之間 4.0 3.0 13.5 11.0

⑮ 棚 3.0 0.5 －  「北之方」

⑯ 圍炉裏 0.6 1.5 －

79 同所北之方廊下 1.0 2.5 2.5 5.0

ラ 【奥御臺所】 － － － 26.0

80 奥御臺所 7.0 3.0 21.0 …

81 圍爐裏・拭板 － － 8.0 －

⑰ （圍爐裏）

82  二階廊下 4.0 2.0 8.0 16.0

83 酒部屋 1.5 2.5 3.75 6.5

⑱ － － － － －

ム 【部屋】

84 次之間 2.0 2.0 4.5 8.0

⑲ 床 1.0 0.5 －

85  上之間 1.5 2.0 3.0 6.0  「東ニ床有」

⑳ （床） － － －

ウ 【二ツ長屋 南方】 5.0 9.0 18.0 36.0 「東方ニ雪隠有」

86 酒部屋 － － － －

87 － － － － －

88 － － － － －

89 － － － － －

90 － － － － －

壬生城本丸指図
（加藤家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

－

臺所 2 3.5 5 5.0

いろり 1 0.5 1 2.0

板之間 2 3.5 5 5.0  幅1.5でカギ状 
 に曲がる

・・・・ 12 12.5 1 1.0

ー
 拭板の記載
 なし

 食置所 2 2.0 3 2.5

ー 2 1.5 7 6.5

土之間 1 0.5 7 6.5

釜屋 4 3.5 4 4.0  【二階有】

食たき所 2 2.0 4 3.5  土之間

・・・・ 1 1.5 2 2.0

・・・・ 1 1.5 2 2.0

・・・・ 1 1.0 2 1.5

・・・・ 2 2.0 2 2.0

・・・・ 2 2.0 2 2.0

・・・・ 3 2.0 3 2.0  中央に約 0.5の 
 矩形の表記あり

酒部屋 2 2.0 2 1.5  【いろり・
 たな】

御菓子部屋 2 1.5 2 2.0

廊下 1 1.5 4 4.0 【二階有】

・・・・ 4 4.0 2 2.0

・・・・ 3 3.0 1 0.5

いろり ー 0.5 ー 0.5

… 2 2.5 1 1.0

・・・・

ぬくい板 5.5 1.0

いろり ー 2.0 ー 0.5

・・・・ 2 2.0 5 4.0

・・・・

（いろり） 1 1.5 3 2.5

・・・・ 2 2.0 3 2.0

床 1 1.0 1 0.5

・・・・ 1 1.5 3 2.0

床 1 0.5 2 2.0

・・・・ 2 2.0 2 2.0

酒部屋 1 1.5 2 2.0

・・・・ 1 1.5 2 2.0

・・・・ 1 1.5 2 2.0

・・・・ 1 1.5 2 2.0

壬生城本丸・二の丸指図
（鳥居家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

・・・・ 3 5  62・63 は一体 
 に描写

・・・・ 1 1  中央に矩形 .
 いろりカ

－ － －  62に含まれる

榑ゑん 8 1

・・・・ 4 1

食置所 2 3  67・68は一体 
 に描写

竹縁 2 7

三尺通リ土間 － －  68に含まれる

土間 4 4

釜屋 2 4

大御老中御部屋 2 1

大御老中御部屋 2 1

・・・・ 1 1

坊主衆部屋 2 1

坊主衆部屋 2 2

坊主衆部屋 1 1  柱の記載無し

酒部屋 1 2  中央に矩形 .
 いろりカ

御菓子部屋 1 2

廊下 1 4

七五三煮立之間 4 2

・・・・ 3 1

・・・・ 1 1  中央に矩形 .
 いろりカ

廊下 2 2

御上臺所 3 4  80・81 は一体 
 に描写

ー ー ー  中央に矩形 .
 いろりカ

ー ー ー

・・・・ 1 4

・・・・ 1 3

・・・・ ー ー  中央に矩形.
 いろりカ

・・・・ 2 2

・・・・ 1 1  床力

・・・・ 1 2

床 1 1  同規模 2ヵ所 
 有り

酒部屋 1 2

・・・・ 1 2

・・・・ 1 2

大手番衆 1 2

・・・・ 2 2

壬生城本丸御殿部屋割対照表 （表1 - 2）                           

索
引
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野州壬生御宿城一件
（御殿并城内坪数間数 : 九津見家旧蔵）

番号 名称 桁行 梁間 坪数
畳数

（推定）
備考

チ 【御湯殿】 － － － －

33 御湯殿 2.5 3.0 7.5 －

34 くれ縁 1.0 3.0 … －  御湯殿南側

35 御物ぬき所 1.0 2.5 2.5 －

⑥ 御床 1.0 0.5 … －

⑦ 榑縁 1.5 0.5 … －

36 御湯殿土間 2.5 3.5 8.75 －

37  庇 3.5 1.0 … －  「南之方 .
  薪置所」

リ 【御小納戸】        － － － 52.5

38 御小納戸 5.0 2.5 12.5 25.0

39 南縁頬 1.0 5.0 5.0 10.0

40 御小納戸西之方 2.5 1.0 6.25 12.5

41 御小納戸南縁頬 1.0 2.5 2.5 5.0

42 溜り廊下        3.0 2.0 7.0 12.0

⑧ 床 … … … …  「北の方」

☆ 二ツ廊下 － － － 16.5

43 北之方廊下 2.5 1.5 3.75 7.5

47 南之方廊下 3.0 1.5 4.5 9.0

44 御茶部屋 2.0 2.0 4.0 8.0

ヌ 【御膳立之間】 － － － 37.0

45 御（膳）立之間 5.5 3.0  17.75 33.0

46 御膳上段 1.0 2.0 4.0

⑨ 御棚 3.0 0.5 －

⑩ 御圍炉裏 0.6 1.5 －

48 七五三之間江
取附廊下        2.0 1.0 2.0 4.0

ル 【七五三之間】 － － － 17.0

49 七五三之間 3.0 2.0  7.25 12.0

⑪ 床 1.5 0.5 －

50 七五三之間南
（縁）頬    2.5 1.0   5.5 5.0

52 七五三之間
南之方曲之所      2.0 1.5 6.0

ヲ 【御老中之間】 － － － 15.0

51 御老中之間 2.5 3.0  7.5 15.0

⑫ 床 2.0 0.5 －

ワ 【寄合之間】 － － －

53 寄合之間 3.0 2.5 7.5 15.0

54 御祐筆部屋 2.5 1.0 2.5 5.0  「寄合之間
 西之方」

55 御祐筆部屋
東之方縁頬       4.0 1.5 6.0 12.0

56 ・・・・ … … … …  部屋名称記載
 なし

カ 【料理之間・
惣振舞所】 － － －

57 惣振舞所 4.5 3.0 13.5 27.0

58 料理之間 4.0 3.0 12.0 24.0  【二階有】

59 同所東之方
料理之間       4.0 3.0 12.0 24.0  【二階有】

ヨ 【煮立之間】 － － － 18.0

60 煮立之間 3.5 3.5 12.25 －

⑬ 圍炉裏 0.6 1.5 －

61 拭板 … … 3.5 －  坪数は「60煮立之 
 間」に含まれる

壬生城本丸御殿部屋割対照表 （表1 - 3）                           

 壬生城本丸指図
（加藤家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

 北東隅に 0.5×
 1.0の浴槽カ御湯殿 3 3.0 2 2.5

御いこうの場 3 3.0 1 1.0

・・・・ 1 1.0 2 2.5

御床    1 0.5 1 1.0

・・・・ 1 1.0 1 1.5

土之間 3 3.5 2 2.5

・・・・ 3 3.5 1 1.0

  

御小納戸 4 5.0 2 2.5

・・・・ 4 5.0 1 1.5

・・・・ 2 2.5 2 2.5

・・・・ 2 2.5 1 1.5

たまり廊下 2 2.0 2 3.0

・・・・ 2 2.0 1 0.5

廊下 3 2.5 1 1.5

廊下 3 3.0 1 1.5

御茶部屋 2 2.0 2 2.0

御膳立之間 2 3.0 5 5.5

御膳上段 2 2.0 1 1.0

たな 1 1.0 3 3.0

いろり 1 0.5 - 1 1 1.0

・・・・ 1 1.0 2 2.0

七五三之間 3 3.0 2 2.0

床 1 1.5 1 1.0

・・・・ 2 2.5 1 1.0

・・・・ 2 1.5 2 2.0

御老中之間 3 3.0 3 2.5

－ － － － －  絵図に記載
 なし

御寄合之間 2 3.0 3 2.5

御右筆部屋 1 1.0 3 2.5

・・・・ 1 1.0 3 4.0

・・・・ 2 2.5 1 1.5

惣振舞所 4 4.5 3 3.0

料理之間 4 4.0 2 3.0

同 4 4.0 3 3.0  【二階有】

にたての間 2 2.5 4 3.5

いろり 1 － 1 －  約 0.5× 約1.5

ぬくい板 1 3.5 4 3.5



81

80

野州壬生御宿城一件
  （寛文 3年：16 63）

壬生城本丸 ･二の丸指図
（享保 12年：1727頃）

No. 建物名称 桁行 梁間
東　西 南　北

備考
柱間 実測 柱間 実測

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

御厩　弐拾匹立
御仮厩    七匹立
御馬方衆部屋
粥焼小屋
小屋
御箪笥蔵
御小人衆馳走所之小屋
普請小屋
木挽小屋
八百屋小屋
桶入小屋
塩焇蔵

ー
ー
2.0
2.0
2.0
2.5
3.0
2.5
2.5
2.0
4.0
2.0

ー
ー
6.0
5.0
6.0
9.0

11.0
25.0
16.0
25.0
13.0
 3.0

20
7
ー
1
1
2
ー
1
ー
ー
ー
ー

20.0
7.0
2.0
2.0
2.0
2.5
3.0
2.5
2.5
2.0
2.5
2.0

2
2
ー
2
4
9
ー
25
ー
ー
ー
ー

3.0
2.0
8.0
3.0
 5.0
9.0

11.0
25.0
16.0
25.0
11.0
 2.5

御厩衆小屋．柱の記載無し
釜屋
御厩衆部屋

千人衆御振舞所．柱の記載無し
大工小屋
大工小屋．柱の記載無し
豆腐屋 ･八百屋 ･檜物屋 .柱無し
桶蔵．柱の記載無し
柱の記載無し

13 御蔵　御米千石入 2.5 13.0 3 3.0 13 13.0 御城米蔵

14
15
16
17
18

食置所
北之長屋
部屋
米蔵
部屋

2.0
2.5
2.0
2.5
2.0

2.5
20.0
4.0
9.0
4.0

ー
ー
 ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー

該当の建物無し
該当の建物無し
該当の建物無し
該当の建物無し
該当の建物無し

19
 20
 21

賄所
武具蔵
御成御用御道具蔵

ー
ー
ー

ー
ー
ー

ー
7
ー

3.0
7.0
2.0

ー
2
ー

16.0
2.0
8.0

7の東側．柱の記載無し
13の南側
20の南側．柱の記載無し

壬生城二の丸の比較（表 2）

※壬生城本丸 ･二の丸指図での実測は、篦引きの方眼１マス＝１間での換算である         © 2012　笹﨑　明

史料にみる壬生城下町町名の変遷（表 3）

「 壬 生 宿 割 置 帳 」
明 細 帳

 正徳 2年
（1712）

壬生領史略
嘉永 3年
（1850）

寛永17年（1640）寛永 19年（1642）慶安元年（1648） 寛文3年（1663）

表
町

表町 → → → → →
おもて町 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ おもて町三丁目 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ 表北かわ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
横町 おもて　横町 表町ノ横町      ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 表町　上横町 上横町 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 表町　下横町 下横町 →
・・・・・ おもて町入蔵ノ内 蔵之内 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ 表町　三条表 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
表町ふろ小路 ふろかうぢ      風呂小路      ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

分
字
在
郷

今井町 → → 今井村 今井 →
・・・・・ 下臺村 → → 下台 東下代
西かうや      → ・・・・・ 西高野村 西高野 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 下馬木村      下馬木 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 藤葉 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 下川岸

通
町

通町 → → → → →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ 通町下丁 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
通町之横町      通町　横町      → → 横町 ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 通町搦手横町

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 船町 → →

分
字
在
郷

ミやの下      宮ノ下 → ・・・・・ 宮下 →
西かうや      → ・・・・・ 西高野村 西高野 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 下馬木村    下馬木 →
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 下山 →

新
町

・・・・・ ・・・・・ 新町 → → →
あら町 → → ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

荒町 → ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

そ
の
他

小袋町 → → ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
こふくろ町      → → ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

あくと ・・・・・ あくと村 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

野州壬生（城図）
（天理大学図書館）      
作製年不詳

下野国壬生城図
（国立国会図書館）

 作製年不詳

壬生領史略
 嘉永3年
 （1850）

壬生町住宅図
 明治 5年  
（1872）

表丁 表町 ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ 上表町 表町　上町
・・・・・ ・・・・・ 中表町 ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ 下表町 表町　下町
ヨコ丁 横町 ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ 上横町 表町　上横町
・・・・・ ・・・・・ 下横町 表町　下横町
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
小 路丁 風呂小路町      ・・・・・ ・・・・・

今井町 今井町 今井 今井
下  臺 下  臺 東下  臺 東下台
西高野 西高野 西高野 西高野

（源太木村） （源太木村） 下馬 木 下馬木      
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ 下河岸

通 通町 ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ 上通町 通町　上町
・・・・・ ・・・・・ 中通町 　　　中町
・・・・・ ・・・・・ 下通町 　　　栄町

・・・・・ ・・・・・ 宮街道 宮 街道
横丁      横町      ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ 搦手横町      搦手横町      
・・・・・ ・・・・・ 舟町 舟町
宮下 宮ノ下 ・・・・・ ・・・・・
西高野      西高野 西高野 西高野 

（源太木村） （源太木村） 下馬木 下馬木
・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

新 丁 新町 ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ ・・・・・ 上新町 新町
・・・・・ ・・・・・ 下新町 萬町

小袋町 小袋町 ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ → ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・
・・・・・ 當加町 ・・・・・ ・・・・・

索
引
図

野州壬生御宿城一件
（御殿并城内坪数間数 : 九津見家旧蔵）

番号 名称 桁行 梁間 坪数
畳数

（推定）
備考

ヰ 【二ツ長屋
北之長屋】 2.0 8.5 17.0 －

91 若年寄衆部屋 1.5 2.0 － 6.0

92 同断 1.5 2.0 － 6.0

93 三人衆部屋 … … … …

94 御側衆部屋 … … … …

95 同所北之方庇 1.5 3.0 4.5 －

ノ 【裏門番所】 2.0 7.0 14.0 －

96 ・・・・ … … … …

97 ・・・・ … … … …

オ 【主水部屋
御菓子拵所】 2.0 8.5 17.0 －  「曲共ニ」

98 ・・・・ － － － －

99 ・・・・ － － － －

100 ・・・・ － － － －

101 ・・・・ － － － －

102 ・・・・ － － － －

ク 【裏門南之方小屋】 2.0 10.0 20.0 －

103 ・・・・ － － － －

104 ・・・・ － － － －

105 ・・・・ － － － －

ヤ 【御厩】 2.5 8.0 20.0 －  「二匹立
 部屋共」

106 ・・・・ － － － －

107 ・・・・ － － － －

108 ・・・・ － － － －

マ 【御厩續之小屋】 2.0 9.0 18.0 －

109 ・・・・ － － － －

110 ・・・・ － － － －

111 ・・・・ － － － －

112 ・・・・ － － － －

ケ 【御従番所】 1.5 8.0 12.0 －
 規模は
 「役付之覚」     
 の項による
 以下、「テ」 
 まで同じ

113 ・・・・ － － － －

114 ・・・・ － － － －

115 ・・・・ － － － －

フ － － － － － 該当の建物無し

コ 御湯殿裏番所 0.4 1.0 0.4 －

エ 奥御臺所口番所 － － － －

テ 御臺所土戸口
番所 － － － －

ア

116 － － － － － 該当の建物無し

117 － － － － － 該当の建物無し

118 － － － － － 該当の建物無し

サ － － － － － 本丸裏門の
記載無し

キ － － － － － 該当の建物無し

壬生城本丸指図
（加藤家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

若御老中御部屋 1 1.5 2 2.0

若御老中御部屋 1 1.5 1 2.0

御側衆御部屋 3 3.0 1 2.0

・・・・ 3 2.5 2 2.0

・・・・ 3 3.0 1 1.5

・・・・ 2 2.0 5 5.0

・・・・ 2 2.0 2 2.0

土之間 2 2.0 3 2.5  「いろり」
 「火袋」

すのこ 1 2.0 2 1.5

御菓子小屋 1 2.0 1 1.0

御菓子小屋 2 2.0 2 2.0

－ 1 1.5 2 2.0  「手水場」
 「雪隠」

蕎麦切小屋 2 2.0 4 4.0

御肴小屋 2 2.0 5 5.5

－ 2 2.0 2 1.5

御馬屋 2 2.5 1 1.5

同 2 2.5 1 1.5

・・・・ 2 2.0 2 1.5  「雪隠」

・・・・ 2 2.5 2 2.0

・・・・ 2 2.5 2 2.5

・・・・ 2 2.5 2 2.0

・・・・ 2 2.0 6 6.0

・・・・ 1 2.0 2 2.0

上御番所 1 2.5 2 2.0  「手水場」
 「雪隠」

御番所 3 3.0 2 2.0  「雪隠」

御番所 1 1.0 1 1.5

御番所 1 1.0 1 0.5

番所 1 1.0 2 2.0

番所 1 1.0 1 1.0

－ － － 該当の建物無し

－ － － 該当の建物無し

－ － － 該当の建物無し

御門 1 3.0 2 4.0

－ － － 該当の建物無し

壬生城本丸・二の丸指図
（鳥居家）

記載名称

東 西 南 北
畳数

（推定）
備考

柱間
推定
間数

柱間
推定
間数

若御老中御部屋 1 2

若御老中御部屋 1 2

若御老中御部屋 3 3

・・・・ 3 2

・・・・ 4 1

・・・・ － －
96. 97は
一体に描写

－ － －

主 水 小 屋 － － 98.99 は
一体に描写
柱の記載無し－ － －

御菓子小屋 － － 100.101は
一体に描写
柱の記載無し－ － －

主水上ノ間 － － 独立棟 .
柱の記載無し

103～105 は
一体に描写
北側蕎麦切小屋
南側肴小屋

蕎麦切小屋 － －

－ － －

肴小屋 － － 柱の記載無し

御厩 2 2 106.107 は
 一体描写
 2匹立－ － －

御厩衆小屋 1 2

御厩衆小屋 1 2

釜屋 1 2

－ － － 該当の建物無し

－ － － 該当の建物無し

－ － － 該当の建物無し

上ノ間 － － 雪隠有。柱の
記載無し

御歩行番所 － － 柱の記載無し

御歩行番所 － － 柱の記載無し

御歩行番所 － － 柱の記載無し

 自分番所 1 2

 自分番所 － － 柱の記載無し

御番所 5 2
116・117 は一体
に描写

御六尺小屋 － －

御番所上ノ間 2 2 床・雪隠有り

御門
横に只今土居敷
の注記有

御門 4 1

壬生城本丸御殿部屋割対照表 （表1 - 4）                           

 © 2012　笹﨑　明

 【文書】      【絵図】

※西高野・下馬木は、『明細帳』では表町・通町の両町に入っているため、両方に記載した。　　© 2011　笹﨑　明
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「
徳
川
実
記
」
に
み
る
日
光
社
参
の
旅
程
表   　

笹
﨑
明 

編

日
光
社
参
と
御
殿
の
分
布
図   　

元和 9 元和 8 元和 5 元和 3 年号
（1623） （1622） （1619） （1617） （西暦）

大納言 将 軍 将 軍 将 軍 社参者
家 光 秀 忠 秀 忠 秀 忠

復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 宿泊地

4/22 着 4/13 発 4/21 着 4/12 発 10/21 着 10/13 発 4/22 着 4/12 発 江戸
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ： ↓
： ： 4/20 4/12 10/20 10/13 ： 4/12 ～ 13 岩槻
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ： ↓
： ： ↑ 4/13 10/19 10/14 ： 4/14 古河
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ： ↓
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ： ↓ 小山
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ： ↓
： ： 4/19 ＝ ＝ ＝ （4/20） ＝ 壬生
： ： ↑ ＝ ＝ ＝ ↑ ＝

： ： （予 4/19） 4/14 10/18 10/15 ＝ 4/15 宇都宮
： ： ＝ ↓ ↑ ↓ ＝ ↓
： ： ↑ 4/15 ↑ ↓ ↑ ↓ 今市
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
： ： ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 日光

4/19 発 4/16 着 4/19 発 4/16 着 10/18 発 10/16 着 4/20 発 4/16 着

台徳院殿御実紀 巻 59 
（徳川実紀 2 P.249）

台徳院殿御実紀 巻 56 
（徳川実紀 2 P.226 ～ 227）

台徳院殿御実紀 巻 51 
（徳川実紀 2 P.179 ～ 180）

台徳院殿御実紀 巻 45 
（徳川実紀 2 P.123 ～ 126）

出典

＊往復とも経路不明
＊宇都宮釣天井事件 
　（御台所不予により、
　壬生回りで急遽帰城）

＊5/18 ～ 10/6上洛の
   ため社参は10月に実施

＊東照宮遷座後初の参詣 
＊復路の経路記載なし 
＊壬生宿城は『寛政重修 
　諸家録』の記載による

備考

寛永 9 寛永 6 寛永 5 寛永 2 年号
（1632） （1629） （1628） （1625） （西暦）

将 軍 将 軍 大御所 秀 忠 将 軍 社参者
家 光 家 光 将軍 家 光 家 光

復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 宿泊地
秀忠 家光 秀忠 家光

4/21 着 4/13 発 4/21 着 4/13 発 4/21 5/1 4/13 4/22 7/20 着 7/13 発 江戸
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： 4/13 ： 4/13 ： ： ↓ ↓ ： ： 岩槻
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： 4/14 ： 4/14 ： ： ↓ ↓ ： ： 古河
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ： 小山
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： ＝ ： ＝ ： ： ↓ 4/23 ： ： 壬生
： ＝ ： ＝ ： ： ↓ ↓ ： ：
： 4/15 ： 4/15 ： ： 4/15 4/24 ： ： 宇都宮
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： ↓ ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ： 今市

4/19 発 4/16 着 ： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ：
： ↓ ： ： ↓ ↓ ： ： 日光

4/18 発 4/16 着 不明 4/28 4/16 4/25 出発日不明 到着日不明

大猷院殿御実紀 巻 20 
（徳川実紀 2 P.546 ～ 547）

大猷院殿御実紀 巻 14 
（徳川実紀 2 P.457）

大猷院殿御実紀 巻 11 
（徳川実紀 2 P.432 ～ 433）

大猷院殿御実紀 巻 5 
（徳川実紀 2 P.347）

出典

＊家康十七回忌 
＊1/24秀忠死去のため、 
　家光自身は今市にて遥拝 
＊復路：経路不明

＊復路：経路不明
＊復路は秀忠出立日不明 
＊ともに復路経路不明

＊眼病により 7 月実施 
＊往復とも経路不明

備考

日光坊中

鉢石宿

今市宿

凡 例

将軍宿城

宿場町

宿場（御殿あり）

板橋宿

文挟宿

鹿沼宿

奈佐原宿

楡木宿

壬生城・壬生宿

飯塚宿

日
光
例
幣
使
街
道
へ

日
光
道
中
壬
生
通

日
光
道
中

大沢宿

徳次郎宿

宇都宮城・宇都宮宿

雀宮宿

石橋宿

小金井宿

新田宿喜沢村

小山宿

間々田宿

野木宿

古河城・古河宿

中田宿

栗橋宿

幸手宿

岩槻城・岩槻宿
日
光
御
成
道

日
光
道
中

大門宿

鳩ヶ谷宿

川口宿

岩淵宿

江戸城

杉戸宿

粕壁宿

越ヶ谷宿

草加宿

千住宿
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84

年
号

西
暦

将
軍

城
主

石
高

城
主
に
つ
い
て

城
・
城
下
町
に
つ
い
て

将
軍
社
参
（『
徳
川
実
紀
』）

寛
正

3

一
四
六
二

壬
生

胤
業

・
新
町
堀
の
内
に
館
を
構
え
る

文
明
年
間

一
四
七
〇
頃

綱
重

・
現
城
跡
に
築
城
す
る

綱
房

綱
雄

天
正

18

一
五
九
〇

義
雄

・
小
田
原
で
没
　
壬
生
氏
滅
亡

結
城
秀
康
の
領
内

（
壬
生
城
は
廃
城
か
）

慶
長

6

一
六
〇
一

家
康

日
根
野

吉
明

1.0余

・
信
濃
高
遠
か
ら
減
封
さ
れ
入
封

元
和

2

一
六
一
六

秀
忠

・
日
光
東
照
社
造
営
副
惣
督

3

一
六
一
七

・
将
軍
秀
忠
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

5

一
六
一
九

・
将
軍
秀
忠
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

8

一
六
二
二

・
将
軍
秀
忠
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

  

（
宇
都
宮
城
宿
泊
予
定
を
急
遽
変
更
）

9

一
六
二
三

・
大
納
言
家
光
　
日
光
社
参
（
経
路
不
明
）

寛
永

2

一
六
二
五

家
光

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

5

一
六
二
八

・
大
御
所
秀
忠
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
の
往
路
に
壬
生
宿
泊

6

一
六
二
九

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

9

一
六
三
二

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

11

一
六
三
四

・
豊
後
府
内
へ
転
封

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

城
番
が
置
か
れ
る

・
岡
本
宮
内
義
保
・
福
原
淡
路
資
盛
　
城
番
を
命
ぜ
ら
れ
る

12

一
六
三
五 

阿
部

忠
秋

2.5

・
下
総
国
内
か
ら
入
封

・
老
中
に
な
る

13

一
六
三
六

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

16

一
六
三
九 

・
武
蔵
忍
へ
転
封

三
浦

正
次

2.5

・
下
総
国
内
か
ら
入
封

17

一
六
四
〇

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

18

一
六
四
一

・
正
次
　
卒
す

安
次

2.0 

・
安
次
　
城
主
と
な
る

・
弟
　
共
次
に
五
千
石
分
知
す
る

19

一
六
四
二 

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

慶
安

1

一
六
四
八

・
将
軍
家
光
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

2

一
六
四
九 

・
大
納
言
家
綱
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

承
応

2

一
六
五
三

家
綱

・
城
内
悉
く
焼
失
　
本
丸
御
殿
焼
失

万
治

2

一
六
五
九

・
本
丸
御
殿
再
建

寛
文

1

一
六
六
一 

・
米
蔵
（
千
石
入
）
幕
命
に
よ
り
建
設

3

一
六
六
三 

・
将
軍
家
綱
　
日
光
社
参
の
帰
途
に
壬
生
宿
泊

7

一
六
六
七

・
米
蔵
の
屋
根
等
修
理

延
宝

6

一
六
七
八 

・
米
蔵
の
屋
根
等
修
理

天
和

2

一
六
八
二

綱
吉

・
安
次
　
卒
す

明
敬

・
明
敬
　
城
主
と
な
る

壬
生
城
年
表   　

笹
﨑
明
編

慶安 元 寛永 19 寛永 17 寛永 13 寛永 11 年号
（1648） （1642） （1640） （1636） （1634） （西暦）

将 軍 将 軍 将 軍 将 軍 将 軍 社参者
家 光 家 光 家 光 家 光 家 光

復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 宿泊地

4/23 着 4/13 発 4/22 着 4/13 発 4/23 着 4/13 発 4/22 着 4/13 発 9/20 着 9/13 発 江戸
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓

4/22 4/13 4/21 4/13 4/21 ～ 22 4/13 4/21 4/13 9/19 9/13 岩槻
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
↑ 4/14 4/20 4/14 ↑ 4/14 ↑ 4/14 9/18 9/14 古河
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 小山
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓

4/21 ＝ ＝ ＝ 4/20 ＝ 4/20 ＝ ＝ ＝ 壬生
↑ ＝ ＝ ＝ ↑ ＝ ↑ ＝ ＝ ＝

＝ 4/15 4/19 4/15 ＝ 4/15 ＝ 4/15 9/17 9/15 宇都宮

＝ ↓ ↑ ↓ ＝ ↓ ＝ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 4/19 4/16 ↑ ↓ 今市
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 日光

4/21 発 4/16 着 4/19 発 4/16 着 4/20 発 4/16 着 4/19 発 4/17 着 9/17 発 9/16 着

大猷院殿御実紀 巻 69 
（徳川実紀 3 P.536 ～ 543）

大猷院殿御実紀 巻 50 
（徳川実紀 3 P.265 ～ 268）

大猷院殿御実紀 巻 43 
（徳川実紀 3 P.182 ～ 186）

大猷院殿御実紀 巻 30 
（徳川実紀 3 P.6 ～ 11）

大猷院殿御実紀 巻 26 
（徳川実紀 2 P.660 ～ 661）

出典

＊家康三十三回忌
＊たっての希望で室八島
　を遊覧

＊社殿大造替、4/10 遷宮
＊ 6/20 ～ 8/20 上洛の
　ため社参は 9 月に実施

備考

天保 14 安永 5 享保 13 寛文 3 慶安 2 年号
（1843） （1776） （1728） （1663） （1649） （西暦）

将 軍 将 軍 将 軍 将 軍 大納言 社参者
家 慶 家 治 吉 宗 家 綱 家 綱

復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 復 路 往 路 宿泊地

4/21 着 4/13 発 4/21 着 4/13 発 4/21 着 4/13 発 4/24 着 4/13 発 4/23 着 4/10 発 江戸
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓

4/20 4/13 4/20 4/13 4/20 4/13 4/23 4/13 4/22 4/12 岩槻
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓

4/19 4/14 4/19 4/14 4/19 4/14 4/22 4/14 ↑ 4/13 古河
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 4/20 4/14 小山
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ 4/21 ＝ ＝ ＝ 壬生

＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ↑ ＝ ＝ ＝

4/18 4/15 4/18 4/15 4/18 4/15 ＝ 4/15 4/19 4/15 宇都宮
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ＝ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 4/18 4/16 今市
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓
↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ ↑ ↓ 日光

4/18 発 4/16 着 4/18 発 4/16 着 4/18 発 4/16 着 4/21 発 4/16 着 4/18 発 4/17 着
愼徳院殿御実紀 巻 7 
（続徳川実紀 2 P.660 ～

661）

浚明院殿御実紀 巻 34 
（徳川実紀 10 P.500 ～

511）

有徳院殿御実紀 巻 27 
（徳川実紀 8 P.460 ～ 468）

厳有院殿御実紀 巻 25 
（徳川実紀 4 P.457）

大猷院殿御実紀 巻 74 
（徳川実紀 3 P.593 ～ 599）

出典

＊ 4/10 ～ 11 千住泊 
　 4/21 幸手泊 
　 4/22 越谷泊

備考
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86

鳥
居

忠た
だ
あ
き
ら威

3.0

・
忠
威
　
城
主
と
な
る

9

一
八
二
六 

・
大
阪
加
番
を
命
じ
ら
れ
る

・
忠
威
　
卒
す

忠た
だ
ひ
ろ挙

・
忠
挙
　
城
主
と
な
る

天
保

8

一
八
三
七

家
慶

・
奏
者
番
に
な
る

・
城
下
町
　
大
火

14

一
八
四
三

・
将
軍
家
慶
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

嘉
永

2

一
八
四
九

・
二
の
丸
北
西
隅
に
御
霊
社
遷
宮

4

一
八
五
一 

・
西
丸
若
年
寄
に
な
る

6

一
八
五
三

家
定

・
若
年
寄
に
な
る

・
城
下
町
大
火
（
伊
勢
屋
火
事
）
東
郭
等
焼
失

7

一
八
五
四 

・
三
の
丸
家
老
屋
敷
焼
失

安
政

3

一
八
五
六

・
東
郭
・
大
手
前
馬
出
土
塀
を
修
理

4

一
八
五
七

・
忠
挙
　
卒
す

家
茂

忠た
だ
と
み宝

・
忠
宝
　
城
主
に
な
る

6

一
八
五
九 

・
二
の
丸
に
部
屋
二
棟
建
設

万
延

1

一
八
六
〇

・
本
丸
塀
を
修
理

文
久

2

一
八
六
二

・
二
の
丸
御
判
物
蔵
建
替

2

一
八
六
三

・
下
台
郭
に
長
屋
二
棟
建
設

・
下
横
町
南
側
に
長
屋
二
棟
建
設

・
三
の
丸
・
東
郭
に
各
々
長
屋
一
棟
建
設

慶
応

1

一
八
六
五

・
南
門
外
に
長
屋
四
棟
建
設

2

一
八
六
六

・
三
の
丸
武
家
屋
敷
一
軒
焼
失

3

一
八
六
七

慶
喜

・
三
の
丸
武
家
屋
敷
一
軒
焼
失 

・
下
台
郭
長
屋
二
棟
焼
失

明
治

1

一
八
六
八

・
下
台
郭
に
長
屋
建
設
（
東
の
入
口
木
戸
際
）

・
壬
生
城
攻
撃
さ
る
　
町
屋
四
〜
五
軒
焼
失

・
三
の
丸
西
部
の
屋
敷
割
り
を
変
更

・
東
下
台
に
長
屋
建
設

2

一
八
六
九 

・
三
の
丸
に
諸
稽
古
場
を
建
設
（
移
転
）

・
忠
宝
　
版
籍
奉
還 

・
新
町
裏
に
武
家
屋
敷
六
軒
建
設

・
忠
宝
　
藩
知
事
と
な
る 

・
城
の
破
損
箇
所
の
放
置
を
上
申
・
認
可

3

一
八
七
〇 

・
忠
宝
　
藩
知
事
を
辞
す 

・
下
馬
木
に
隠
居
所
建
設

忠た
だ
ぶ
み文

・
忠
文
　
藩
知
事
に
な
る

4

一
八
七
一

・
廃
藩
置
県
　
藩
知
事
免
ぜ
ら
れ
る

・
県
庁
用
地
・
士
族
居
屋
敷
を
除
き
城
地
払 

下
げ

昭
和

2

一
九
二
七

・
本
丸
跡
に
あ
っ
た
鳥
居
家
の
隠
居
所
　
落
雷
で
焼
失

23

一
九
四
八

・
本
丸
跡
に
壬
生
中
学
校
建
設
（
本
丸
北
〜
東
側
の
土
塁
・
堀
消
滅
） 

31

一
九
五
六 

・
校
庭
拡
張
（
本
丸
西
側
の
一
部
土
塁
・
堀
　
消
滅
）

36

一
九
六
一

・
校
庭
拡
張
（
本
丸
西
側
の
土
塁
・
堀
　
消
滅
）

56

一
九
八
一 

・
壬
生
中
学
校
移
転

58

一
九
八
三

・
本
丸
跡
発
掘
調
査
（
昭
和
六
十
二
年
ま
で
断
続
的
に
実
施
）

60

一
九
八
五

・
本
丸
跡
に
中
央
公
民
館
・
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料
館
を
建
設

平
成

1

一
九
八
九 

・
本
丸
南
側
土
塁
・
堀
　
整
備
（
遺
構
的
に
は
大
半
が
消
滅
）

貞
享

3

一
六
八
六 

・
奏
者
番
に
な
る

元
禄

2

一
六
八
九 

・
若
年
寄
に
な
り
奏
者
番
に
復
す

5

一
六
九
二

・
日
向
縣
（
改
め
延
岡
）
へ
転
封

松
平

輝
貞

3.2

・
常
陸
土
浦
か
ら
入
封

6

一
六
九
三 

・
壬
生
城
が
改
築
さ
れ
る
（
〜
一
六
九
四
）

4.2

・
側
用
人
に
な
り
　
一
万
石
加
増

8

一
六
九
五

・
上
野
高
崎
へ
転
封 

加
藤

明
英

2.5

・
近
江
水
口
か
ら
入
封

正
徳

1

一
七
一
一 

家
宣

・
若
年
寄
を
辞
す

2

一
七
一
二 

・
明
英
　
卒
す

嘉
矩

・
嘉
矩
　
城
主
と
な
り
　
近
江
水
口
へ
転
封 

鳥
居

忠た
だ
て
る英

3.0 

・
近
江
水
口
か
ら
入
封

・
こ
の
頃
中
門
焼
失

享
保

1

一
七
一
六

家
継

・
忠
英
　
卒
す

吉
宗

忠た
だ
あ
き
ら瞭

・
忠
瞭
　
城
主
と
な
る

3

一
七
一
八 

・
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
土
塁
を
修
理

13

一
七
二
八

・
将
軍
吉
宗
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

20

一
七
三
五

・
忠
瞭
　
壬
生
に
お
い
て
卒
す

忠た
だ
お
き意

・
忠
意
　
城
主
と
な
る

延
享

4

一
七
四
七

家
重

・
奏
者
番
と
な
る

寛
延

4

一
七
五
一

・
御
厩
前
下
水
樋
・
二
ノ
丸
堰
・
中
門
用
材
搬
入

宝
暦

2

一
七
五
二 

・
寺
社
奉
行
を
兼
ね
る

4

一
七
五
四

・
城
下
町
大
火

10

一
七
六
〇

家
治

・
若
年
寄
の
ち
西
丸
若
年
寄

11

一
七
六
一

・
西
丸
若
年
寄
を
免
ぜ
ら
れ
る

12

一
七
六
二 

・
奏
者
番
兼
寺
社
奉
行
と
な
る

　
の
ち
西
丸
若
年
寄
と
な
る

明
和

4

一
七
六
七

・
表
町
上
横
町
焼
失
　
城
内
東
郭
焼
失

安
永

5

一
七
七
六

・
将
軍
家
治
　
日
光
社
参
（
壬
生
宿
泊
な
し
）

8

一
七
七
九 

・
西
丸
若
年
寄
を
免
ぜ
ら
れ
る

天
明

1

一
七
八
一

・
若
年
寄
の
ち
西
丸
老
中
と
な
る

3

一
七
八
三

・
西
高
野
よ
り
出
火
　
城
内
に
飛
火

6

一
七
八
六 

・
老
中
と
な
る

寛
政

5

一
七
九
三

家
斉

・
病
に
よ
り
老
中
を
辞
す

6

一
七
九
四 

・
忠
意
　
卒
す

忠た
だ
て
る燾

・
忠
燾
　
城
主
と
な
る

11

一
七
九
九 

・
本
丸
内
に
御
霊
社
（
精
忠
神
社
）
鎮
座

享
和

2

一
八
〇
二 

・
城
下
町
で
火
事
　
一
軒
焼
失 

・
城
下
町
で
火
事
　
神
主
家
半
焼

3

一
八
〇
三 

・
落
雷
で
表
町
七
軒
焼
失

文
化

5

一
八
〇
八 

・
三
の
丸
土
塁
上
施
設
の
改
修

（
確
認
で
き
る
本
丸
御
殿
の
存
続
下
限
）

14

一
八
一
七

・
奏
者
番
に
な
る

文
政

4

一
八
二
一

・
忠
燾
　
卒
す
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88

出
品
目
録   　

◎
重
要
文
化
財
　
●
市
町
村
指
定

Ⅰ
　
描
か
れ
た
壬
生
城

No.

資
料
名

員
数

時
代

法
量
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

所
蔵
（
保
管
）
先

001

下
野
国
壬
生
城
図
（『
主
図
合
結
記
』）

一
冊

江
戸
時
代

縦
三
九
・
八
　
横
二
七
・
〇

栃
木
県
立
図
書
館

002

下
野
壬
生
城
図
（『
諸
国
当
城
之
図
』）

一
枚

江
戸
時
代

縦
四
〇
・
二
　
横
二
七
・
七

広
島
市
立
中
央
図
書
館

003

下
野
国
壬
生
城
図
（『
日
本
古
城
絵
図
』）

一
舗

江
戸
時
代

縦
一
五
一
・
〇
　
横
一
六
七
・
〇

国
立
国
会
図
書
館

004
　  *

野
州
壬
生
城
図
（『
諸
国
居
城
図
』）　
　
　
　

一
枚

十
八
世
紀

縦
四
〇
・
七
　
横
二
八
・
九

前
田
育
徳
会

005

下
野
国
都
賀
郡
壬
生
城
図
（『
御
家
事
向
大
概
附
録
』）

一
冊

元
禄
五
年
頃

縦
一
九
・
八
　
横
二
六
・
九

高
崎
市
立
中
央
図
書
館

006

松
平
輝
貞
書
状
（『
山
本
菅
助
文
書
』）

二
巻

元
禄
六
・
七
年

各
縦
一
七
・
五

沼
津
市
明
治
史
料
館

007

下
野
国
壬
生
城
図
（『
日
本
古
城
絵
図
』）

一
舗

江
戸
時
代

縦
一
一
五
・
〇
　
横
一
〇
一
・
〇

国
立
国
会
図
書
館

008

壬
生
城
下
絵
図

一
枚

元
禄
七
年
以
降

縦
一
五
〇
・
〇
　
横
一
一
五
・
〇

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

Ⅱ
　
城
主
と
城
郭

009

伝
壬
生
城
追
手
門
の
鯱

一
点

江
戸
時
代

高
さ
一
〇
三
・
〇

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

010

壬
生
城
下
絵
図

一
枚

元
禄
七
年
以
降

縦
一
四
七
・
二
　
横
一
〇
五
・
六

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

011

壬
生
領
内
郷
村
絵
図

一
枚

元
禄
八
年
以
降

縦
一
三
九
・
五
　
横
一
一
三
・
二

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

012

鳥
居
忠
英
画
像
（
狩
野
貴
信
筆
）

一
幅

寛
保
二
年

縦
一
四
一
・
五
　
横
八
四
・
〇

常
楽
寺
法
寶
蔵

013

徳
川
家
宣
領
知
朱
印
状

一
通

正
徳
二
年

縦
四
六
・
五
　
横
六
五
・
〇

常
楽
寺
法
寶
蔵

014

徳
川
家
宣
領
知
目
録

一
通

正
徳
二
年

縦
四
六
・
〇
　
横
二
七
三
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

015

壬
生
城
図

一
枚

江
戸
時
代

縦
一
〇
六
・
〇
　
横
六
四
・
〇

常
楽
寺
法
寶
蔵

016

野
州
壬
生
城
之
図

一
枚

明
治
時
代

縦
七
九
・
〇
　
横
五
四
・
〇

常
楽
寺
法
寶
蔵

017

壬
生
城
絵
図
及
び
規
模
書
上

一
舗
（
一
枚
）

文
化
五
年

縦
七
四
・
八
　
横
六
八
・
二

個
人
蔵

018

壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
・
三
の
丸
土
手
修
理
許
可

一
通

享
保
三
年

縦
四
〇
・
八
　
横
五
六
・
三

精
忠
神
社

019

見
聞
控
帳

一
冊

嘉
永
年
中

縦
二
四
・
五
　
横
一
五
・
七

個
人
蔵

020

壬
生
領
史
略

二
冊

明
治
二
年
（
写
）

各
縦
二
三
・
〇
　
横
二
八
・
〇

個
人
蔵

021

鳥
居
忠
文
肖
像

一
枚

大
正
三
年

縦
八
・
一
　
横
五
・
八

常
楽
寺
法
寶
蔵

022

版
籍
奉
還
沙
汰
書

一
通

明
治
二
年

縦
二
一
・
二
　
横
一
〇
八
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

023

壬
生
藩
知
事
任
命
書

二
通

明
治
三
年

各
縦
三
九
・
四
　
横
五
三
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

024

壬
生
藩
知
事
免
本
官
辞
令

一
通

明
治
四
年

縦
二
一
・
〇
　
横
五
五
・
四

常
楽
寺
法
寶
蔵

025

壬
生
城
廃
城
凡
覚
書

一
冊

明
治
八
年

縦
二
四
・
〇
　
横
一
六
・
五

雄
琴
神
社

Ⅲ
　
徳
川
将
軍
家
と
壬
生
宿
城

026
　
◎

日
光
道
中
壬
生
通
分
間
延
絵
図
（
第
一
巻
）

一
巻

文
化
三
年

縦
六
一
・
五
　
横
一
一
五
三
・
〇

東
京
国
立
博
物
館

027
　
◎

日
光
道
中
壬
生
通
分
間
延
絵
図
（
第
二
巻
）

一
巻

文
化
三
年

縦
六
一
・
六
　
横
一
一
二
四
・
〇

東
京
国
立
博
物
館

028

壬
生
城
本
丸
御
殿
跡
出
土
の
軒
先
瓦
　
　
　

七
点

十
七
世
紀

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

主
要
参
考
文
献

Ⅰ
　 

描
か
れ
た
壬
生
城

矢
守
一
彦
『
城
郭
図
譜
主
図
合
結
紀
』（
一
九
七
四
）

原
田
伴
彦
・
矢
守
一
彦
『
浅
野
文
庫
蔵
諸
国
当
城
之
図
』（
一
九
八
二
）

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
壬
生
城
―
悠
久
の
ロ
マ
ン
が
今
よ
み
が
え
る
。
―
』
展
図
録
（
一
九
九
三
）

前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
『
諸
国
居
城
図
』（
二
〇
〇
〇
）

千
葉
県
立
総
南
博
物
館
『
絵
図
に
み
る
城
と
城
下
町
』
展
図
録
（
二
〇
〇
二
）

笹
﨑
明
「
江
戸
時
代
城
郭
補
修
の
一
事
例
―
下
野
国
壬
生
城
に
み
る
―
」『
城
郭
史
研
究
24
』（
二
〇
〇
四
）

西
ケ
谷
恭
弘
編
『
城
郭
の
見
方
・
調
べ
方
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
二
〇
〇
八
）

Ⅱ
　
城
主
と
城
郭

壬
生
町
史
編
纂
委
員
会
『
壬
生
町
史 

資
料
編
近
世
』（
一
九
八
六
）

壬
生
町
史
編
纂
委
員
会
『
壬
生
領
史
略 

資
料
編
近
世
・
付
録
』（
一
九
八
六
）

栃
木
県
立
博
物
館
『
下
野
の
近
世
大
名
』
展
図
録
（
一
九
八
八
）

壬
生
町
史
編
纂
委
員
会
『
壬
生
町
史 

通
史
編
』（
一
九
九
〇
）

西
ヶ
谷
恭
弘
『
日
本
史
小
百
科 

城
郭
』（
一
九
九
四
）

笹
﨑
明
「
壬
生
城
追
手
門
―
そ
の
歴
史
・
構
造
と
模
型
化
へ
の
試
み
―
」『
城
郭
史
研
究
19
』（
一
九
九
九
）

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
大
名
鳥
居
家
』
展
図
録
（
二
〇
〇
五
）

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
壬
生
城
郭
・
城
下
町
図
』（
二
〇
〇
七
）

杉
浦
昭
博
『
改
訂
増
補 

近
世
栃
木
の
城
と
陣
屋
』（
二
〇
一
一
）

Ⅲ
　
徳
川
将
軍
家
と
壬
生
宿
城

笹
﨑
明
「
壬
生
藩
日
根
野
吉
明
に
関
す
る
一
考
察
」『
壬
生
史
考
4
・
5
合
併
号
』（
一
九
八
一
）

栃
木
県
立
博
物
館
『
日
光
参
詣
の
道
』
展
図
録
（
一
九
八
四
）

壬
生
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
『
―
日
光
社
参
の
道
―
日
光
道
中
壬
生
通
』
展
図
録
（
一
九
九
〇
）

笹
﨑
明
「
三
浦
家
時
代
の
壬
生
城
に
つ
い
て
―
九
津
見
家
文
書
を
中
心
に
―
」『
壬
生
城
―
悠
久
の

歴
史
が
今
よ
み
が
え
る
。
―
』
展
図
録
（
一
九
九
三
）

古
河
歴
史
博
物
館
『
日
光
社
参
と
古
河
藩
』
展
図
録
（
一
九
九
四
）

名
古
屋
城
美
術
展
開
催
委
員
会
『
華
麗
な
る
御
殿
障
壁
画
』
展
図
録
（
一
九
九
六
） 

N
H
K
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
徳
川
将
軍
家
』
展
図
録
（
二
〇
〇
三
）

日
光
街
道
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
21
推
進
委
員
会
『
栃
木
の
日
光
街
道
―
荘
厳
な
る
聖
地
へ
の
道
―
』

（
二
〇
〇
三
）

栃
木
県
立
博
物
館
『
名
城 

宇
都
宮
城
―
し
ろ
と
ま
ち
の
移
り
変
わ
り
―
』
展
図
録
（
二
〇
〇
六
）

「
大
徳
川
展
」
主
催
事
務
局
『
大
徳
川
展
』
図
録
（
二
〇
〇
七
）

舩
木
明
夫
「
史
料
紹
介 

日
光
御
成
覚
書
」『
栃
木
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
―
人
文
―
24
』（
二
〇
〇
七
）

徳
川
記
念
財
団
『
日
光
東
照
宮
と
将
軍
社
参
』
展
図
録
（
二
〇
一
一
）

Ⅳ
　
日
光
社
参
と
壬
生
城
本
丸
御
殿

中
島
義
一
「
徳
川
将
軍
御
殿
の
歴
史
地
理
的
考
察
―
日
光
社
参
の
場
合
―
（
第
3
報
）」『
駒
澤
地
理

15
』（
一
九
七
九
）

岩
槻
市
役
所
市
史
編
纂
室
『
岩
槻
市
史
近
世
史
料
編
III 

藩
政
史
料
（
下
） 

附
図
』（
一
九
八
一
）

小
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
小
山
市
史 

史
料
編
・
近
世
I
付
録
』（
一
九
八
二
）

小
山
市
立
博
物
館
『
世
界
か
ら
見
た
小
山
―
古
地
図
に
描
か
れ
た
真
実
―
』
展
図
録
（
一
九
九
一
）

ぎ
ょ
う
せ
い
『
復
元
体
系 

日
本
の
城
2
関
東
』（
一
九
九
三
）

姫
路
市
立
城
郭
研
究
室
『
姫
路
城
絵
図
展
―
雄
藩
姫
路
の
城
下
と
城
郭
―
』
展
図
録
（
一
九
九
八
）

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
『
宇
都
宮
城
内
外
絵
図
・
宇
都
宮
城
本
丸
将
軍
家
御
泊
ノ
節
建
物
ノ
図
』

（
一
九
九
八
）

N
H
K
・
N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
『
聖
地 

日
光
の
至
宝
』
展
図
録
（
二
〇
〇
〇
）

笹
﨑
明
「
絵
図
・
文
献
史
料
に
み
る
壬
生
城
本
丸
に
つ
い
て
」『
下
野
壬
生
城 

壬
生
町
埋
蔵
文
化
財

調
査
報
告
書
第
15
集
』（
二
〇
〇
〇
）

さ
い
た
ま
市
立
博
物
館
『
岩
槻
城
と
城
下
町
』（
二
〇
〇
六
）

大
島
満
雄
「
将
軍
の
日
光
参
詣
と
小
山
御
殿 

シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
68
」『
広
報
お
や
ま 

11
月
号
』

（
二
〇
〇
六
）

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会
『
宇
都
宮
城
の
あ
ゆ
み
』（
二
〇
〇
七
）

栃
木
県
教
育
委
員
会
『
栃
木
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書 

第
一
集 

日
光
道
中 

日
光
道
中
壬
生
通
り 

関

宿
通
り
多
功
道
』（
二
〇
〇
八
）

浅
野
伸
子
「
古
河
城
本
丸
の
御
成
御
殿
に
つ
い
て
―
中
根
家
文
書
に
み
る
住
宅
関
係
史
料
（
そ
の

4
）
―
」『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
〇
八
）

浅
野
伸
子
「
古
河
に
関
わ
る
史
料
に
つ
い
て
―
中
根
家
文
書
に
み
る
住
宅
関
係
史
料
（
そ
の
5
）
―
」

『
日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
』（
二
〇
一
〇
）

古
河
歴
史
博
物
館
『
古
河
城
―
水
底
に
沈
ん
だ
名
城
―
』
展
図
録
（
二
〇
一
〇
）
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学
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表
紙
・
裏
表
紙
写
真
│
│
││
│
││
二
条
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
障
壁
画
三
之
間
襖
（
部
分
）　
元
離
宮
二
条
城
事
務
所

029
　
◎

二
条
城
二
之
丸
御
殿
黒
書
院
障
壁
画
三
之
間
襖
（
狩
野
尚
信
筆
）

三
本
三
面

寛
永
三
年

元
離
宮
二
条
城
事
務
所

黒
書
院
三
之
間
襖
（
東
面
・
北
よ
り
二
・
松
図
・
紙
本
金
地
著
色
）

縦
二
〇
六
・
〇
　
横
一
〇
八
・
三

黒
書
院
三
之
間
襖
（
東
面
・
北
よ
り
三
・
松
図
・
紙
本
金
地
著
色
）

縦
二
〇
六
・
一
　
横
一
〇
七
・
五

黒
書
院
三
之
間
襖
（
東
面
・
北
よ
り
四
・
松
図
・
紙
本
金
地
著
色
）

縦
二
〇
六
・
一
　
横
一
〇
七
・
五

030

徳
川
秀
忠
像

一
幅

十
七
世
紀

縦
七
〇
・
五
　
横
五
二
・
三

徳
川
記
念
財
団

031

徳
川
家
光
像
（
狩
野
養
信
筆
）

一
幅

天
保
十
四
年

縦
五
六
・
一
　
横
八
三
・
五

徳
川
記
念
財
団

032

壬
生
宿
割
置
帳
　
　
　
　

二
冊

寛
永
十
七
年

縦
三
一
・
五
　
横
二
二
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

033

壬
生
宿
割
置
帳

二
冊

寛
永
十
九
年

縦
三
一
・
五
　
横
二
二
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

034

壬
生
宿
割
置
帳

一
冊

慶
安
元
年

縦
三
一
・
五
　
横
二
二
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

035

徳
川
家
綱
像

一
幅

十
七
世
紀

縦
六
八
・
〇
　
横
七
八
・
三

徳
川
記
念
財
団

036

日
光
御
社
御
法
度
覚
　
　
　
　

一
巻

寛
文
三
年

縦
一
六
・
六
　
横
五
四
八
・
一

栃
木
県
立
博
物
館

037

壬
生
宿
割
置
帳

二
冊

寛
文
三
年

縦
三
一
・
五
　
横
二
二
・
五

常
楽
寺
法
寶
蔵

038

野
州
壬
生
御
宿
城
一
件

一
冊

安
政
四
年
（
写
）

縦
二
三
・
五
　
横
一
六
・
三

岡
山
県
立
記
録
資
料
館

039

壬
生
城
内
訳

一
冊

安
政
四
年
頃
（
写
）

縦
二
七
・
六
　
横
一
九
・
三

岡
山
県
立
記
録
資
料
館

040

日
光
御
参
詣
記

一
冊

寛
文
三
年

縦
一
四
・
七
　
横
二
一
・
二

国
立
公
文
書
館

041

日
光
御
成
覚
書

一
冊

宝
永
七
年
以
前
（
写
）

縦
二
七
・
五
　
横
一
九
・
八

福
山
城
博
物
館

042

日
光
山
大
絵
図

一
舗

寛
文
三
年

縦
二
〇
八
・
〇
　
横
二
七
一
・
七

栃
木
県
立
博
物
館

043

壬
生
城
本
丸
・
二
の
丸
指
図

一
舗

享
保
十
二
年
頃

縦
一
七
〇
・
〇
　
横
一
五
〇
・
〇

常
楽
寺
法
寶
蔵

044

壬
生
通
町
屋
敷
并
尺
間
数
書
上
帳

一
冊

享
保
十
二
年

縦
二
九
・
三
　
横
二
〇
・
八

個
人
蔵

Ⅳ
　
日
光
社
参
と
壬
生
城
本
丸
御
殿

045

江
戸
城
年
始
登
城
風
景
図
屏
風
（
佐
竹
永
湖
筆
）

六
曲
一
双

明
治
三
十
一
年

各
縦
一
五
五
・
五
　
横
三
五
二
・
二

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館

046

日
光
御
成
并
還
御
道
中
図

一
帖

享
保
十
三
年

縦
一
九
・
〇
　
横
四
八
一
・
〇

栃
木
県
立
博
物
館

047

岩
槻
城
本
丸
御
殿
絵
図

一
舗

江
戸
時
代

縦
一
二
七
・
〇
　
横
一
三
四
・
〇

上
田
市
立
博
物
館

048

下
総
古
河
城
内
本
丸
之
図

一
舗

江
戸
時
代

縦
一
二
〇
・
〇
　
横
七
六
・
〇

中
根
家
所
蔵

049
　
●

小
山
御
殿
絵
図

一
舗

江
戸
時
代

縦
九
三
・
〇
　
横
九
五
・
〇

個
人
蔵

050

壬
生
城
本
丸
指
図

一
枚

江
戸
時
代

縦
一
二
八
・
一
　
横
一
〇
四
・
〇

甲
賀
市
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

051

開
雲
寺
境
内
古
絵
図

一
幅

江
戸
時
代

縦
一
一
五
・
〇
　
横
一
三
一
・
〇

開
雲
寺

052
　
●

宇
都
宮
城
本
丸
将
軍
家
御
泊
城
ノ
節
建
物
ノ
図

一
舗

江
戸
時
代

縦
一
一
五
・
五
　
横
一
〇
六
・
五

宇
都
宮
市
教
育
委
員
会

053

岩
槻
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

一
枚

江
戸
時
代

縦
四
〇
・
三
　
横
五
四
・
四

個
人
蔵

054

古
河
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

一
枚

江
戸
時
代

縦
二
七
・
六
　
横
八
〇
・
四

個
人
蔵

055

宇
都
宮
城
二
の
丸
御
殿
絵
図

一
枚

江
戸
時
代

縦
四
四
・
〇
　
横
五
五
・
〇

個
人
蔵

056

馬
印

二
本

江
戸
時
代

各
縦
三
一
〇
・
〇
　
横
四
四
・
〇

精
忠
神
社

057

空
穂

一
箱

江
戸
時
代

縦
九
九
・
〇
　
横
一
三
・
〇

精
忠
神
社

058

矢
箱

一
箱

江
戸
時
代

縦
九
七
・
五
　
横
五
〇
・
〇

精
忠
神
社

059

日
光
山
内
図
屏
風
（
南
部
一
翁
筆
）

六
曲
一
隻

貞
享
二
年

縦
一
〇
六
・
二
　
横
二
六
七
・
〇

栃
木
県
立
博
物
館




